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　金銀、魔道具、叡えい智ち。地上では手に入れられない宝の数々を秘めている閉鎖空間。ダンジョン。

　誰も最奥まで到達したことのないその未開の地は、人々を興味という見えない力で引き寄せる。

　夢や希望、はたまた欲望や打算など、大小、公私を問わない様々な理由で冒険者達たちはダンジョンに挑まんとする。

　そのようなダンジョン攻略を目もく論ろむ無数の冒険者の中で、かつて最も偉業に近いとされているパーティーの一つが、俺の所属していた『到達する者アライバーズ』であった。

　各戦闘職バトルスタイルにおいて一流の実力を持つ五人と、マッピング要員一人で構成されたパーティーは難攻不落の階層を次々と突破していき、最高到達階層を更新していった。

　しかし、順調な攻略はそう長くは続かなかった。

　パーティーの屋台骨であるジンが、21階層で命を落としてから急転。

　相次ぐパーティーメンバーの脱退により、『到達する者アライバーズ』は存続不可能な状態となり、解散することとなった。

　その後、俺は冒険者を引退する決心をしたものの、あの輝かしいダンジョン攻略に挑む日々を忘れられるわけもなく。

　バラバラになったパーティーメンバーを再集結させ、『到達する者アライバーズ』を復活させることにした。

　立ちはだかる色々な難題を解決して、ようやく五人は再出発をすることにしたのだが――。

「どうしましょう、これ……」

　現在『到達する者アライバーズ』はというと、とある問題に悩まされており、ダンジョン攻略を足踏みしている状態であった。

　というのも、通常ダンジョン攻略はボス部屋に挑める上限人数である六人で挑むのがベストだとされており、ジンがいなくなってしまった『到達する者アライバーズ』はその上限人数に足りていない。

　一年前の六人だった『到達する者アライバーズ』でも攻略することができなかった21階層。挑むにあたって、その戦力不足は大きな痛手だ。

　各々がいくら戦力増強をしたからといって、六人で行けるところをわざわざ五人で挑むメリットはない。

　というわけで、六人目の新メンバーを探す流れとなった。

　各階層にある転移結晶は一人一人がたどり着いたことのある階層にしか飛ぶことはできない。

　ダンジョン攻略に行き詰まってから新メンバーを調達するとなると、新しいメンバーの到達階層に合わせてもう一度ダンジョンを攻略し直さなければならなくなり、二度手間となる。

　そういった背景もあり、『到達する者アライバーズ』は新メンバーを見つけることを一番の優先目標とすることに決めた。

　ダンジョンギルドに募集を貼り出して、早一週間。手元には様々なプロフィールが送られてきている。

　書かれている内容は名前と戦闘職バトルスタイル、スキル構成に経歴と、あればアピールポイント。

　募集用紙において、プロフィールとして知らせて欲しいと書いていた要項である。

『到達する者アライバーズ』は一年間もの間活動をしてなかったとはいえ、かつては現存するダンジョン攻略パーティーの中で最も進度が高かったパーティーである。

　ある程度の人気はあるようで、来ていたプロフィールの数は膨大な量となっていた。どこから聞きつけたのかわからないが、他の街からの募集だってある。

　膨大な量の応募が来たのはいいが、ものには限度というものがある。多すぎるがあまり捌さばききれていないのが現状であった。

「またポストに入っていましたよ」

　たった今帰ってきたのはロズリアだ。聖剣フラクタスの使い手であり、聖騎士としてパーティーの壁となる要の存在。

　かつてはパーティー崩壊を引き起こす魔性の女として、このピュリフの街で悪名を轟とどろかせていたが、なんやかんやあってこの『到達する者アライバーズ』に落ち着いたという背景がある。

　そんな彼女は買い物に行ってきた荷物とともに、封筒の束を机の上に置いた。

　またしても十人以上の候補が追加されてしまった。やっとこれまでに来たプロフィールの開封＆仕分け作業が終わったというのに、作業の終わりが引き延ばされてしまった。

　ため息を吐つきたい気持ちはあったが、封筒をポストから持って来てくれただけのロズリアには非がない。むしろ感謝すべきだ。

　封筒の束を二つに分け、片方を隣に座っていた人物に手渡す。

「ノート、疲れたんだけど……」

　隣で泣き言を言っているのは『到達する者アライバーズ』の魔導士、エリン・フォットロードだ。

　先日行われた七賢選抜という魔導士の頂を決める大会において、最大の優勝候補を圧倒し棄権させた後に、自身も棄権をしてしまうという前代未聞の行いをした、今国中で一番話題になっている魔導士である。

　まあ、棄権した原因の一端に俺が関わっているというか、ほとんど俺のせいのような気もするので、この件についてはあまり深く考えないようにしよう。

　本当に悪いことしたと思ってるよ、エリン。

「ねえ、休憩しない？　ロズリアがなんか食べ物買ってきてくれたみたいだし」

　エリンは机にうつ伏せになりながら脱力する。

　確かに俺もちょうど気分転換でもしたいと思っていたところだ。

　二人してロズリアが置いた買い物バッグに手を伸ばすと、エリンの手が弾はじかれた。

「これは今日の夕食分と明日のための食材ですよ。つまみ食いはよくないですから」

「確かにそれは正論なんだけど……」

　エリンは納得行かないような顔で口を開いた。

「なんで私だけなの？　ノートは？」

　パンを頰張っていた俺に視線が寄せられる。

　ロズリアはこほんと咳せき払ばらいをすると、エリンに向き直った。

「エリンさん、つまみ食いはよくないですよ」

「だから、なんで私だけなの!?」

「そうやって他の人がやってるからって、自分の行いを正当化しようとするのはよくないと思います」

「だから正論なんだけど、一旦ノートを止めなさいよ！　二つ目に手をつけ始めてるじゃない！」

「ネメ姉さんもいります？」

「はい、食べたいです！」

「他の人に配り始めちゃったよ!?　ロズリア、どうするの!?」

「今はエリンさんに怒ってるんですよ！　そうやって話を逸そらそうとしても無駄です！」

「理不尽っ!?」

　二人の言い争いもいつもの光景だ。別に今更気にするようなことでもない。

　どちらかというと、懐かしの光景って感じがして感慨深いくらいだ。

　まあ、言い争いの原因の一端に俺が関わっているというか、ほとんど俺のせいのような気もするので、この件についてもあまり深く考えないようにしよう。

　悪いことをしている自覚はあるんだけどなぁ……。

　ちなみに横でパンを両手持ちしながら美お味いしそうに頰張っているのは、『到達する者アライバーズ』の神官、ネメ・パージンである。

　見た目と精神年齢は幼いが、実年齢は俺よりも上。

　最近は慕ってくれる後輩冒険者も現れたことで、少し大人に近づいたか？

　成長が期待されるパーティーのマスコットキャラクター的存在である。

「フォースさんもいります？」

「いや、さすがにこの状況で食べられんわ……。エリン、かわいそうじゃね？」

　意外にもまともなことを言われて、断られてしまった。

　紙の山からプロフィールを抜き取り、一生懸命眺めているこの人物は『到達する者アライバーズ』のリーダーであるフォース・グランズである。

　過去には女好きだったり適当な性格をしていたが、最近は至って落ち着いてきた――というか改心したせいでパーティー一の常識人に近づいた疑惑のある人物だ。

　いや、ほんとどうしちゃったの？　エリンを気遣うなんて生まれて初めてのことじゃない？

「どうです？　よさそうな人いましたか？」

「いいや、どれも微妙だな」

　フォースは手に持った用紙を机の上に無造作に置くと、ため息を吐いた。

「募集で来ているのはどれも中堅クラスの冒険者。持ってるスキルがまず全員微妙なんだよなぁ……」

　この世界では、スキルと呼ばれる個人に割り振られた技能で大抵のことが決まってしまう。

　冒険者の素質だって、伸びしろだって、スキル構成をみれば大体は推測できる。

　かつて自分の戦闘向きじゃないスキル構成に頭を悩まされた俺が、他人のスキル構成だけを見て選別しているんだから、なんとも皮肉なものだ。

　もちろん、スキル構成がすべてじゃないことはわかっている。

　ジンのようにスキル構成がずば抜けているわけではなく実力で補っていくタイプの冒険者も世の中にはいることは百も承知だ。

　でも、スキル構成を見るのが一番手っ取り早く、わかりやすい方法だ。

　一応経歴の欄も見て、総合的な判断を下しているのだが、どう見てもジンに匹敵する人物はいるように思えなかった。

　そもそも一流の実力を持つ冒険者が、自分から『到達する者アライバーズ』の募集に応募するなんてそうそうない話だ。

　実力のある人物は、既にそれ相応の居場所を手にしている。それを捨てて、わざわざ自分から他のパーティーに移り渡ったりしない。

　もし移籍させたいのであれば、募集という形ではなくスカウトにするべきだ。待つんじゃなくて、自分達から引き抜く。

　だけど、『到達する者アライバーズ』にはスカウトをするような人脈も金銭もない。

『到達する者アライバーズ』に移るくらいだったら、ピュリフの街にある他のダンジョン攻略パーティーに行った方が貰もらえるお金も待遇もいい。

　パーティーが活動休止していた一年の間に『迷宮騎士団』と『天秤と錠前リベレーシヨン』には最高到達階層を抜かれてしまった。

　功績目当ての冒険者はそちらに流れてしまうだろう。

「なんとか二、三人は選んでみたけど、どれも妥協案って感じだしなぁ……。できることなら、これだって人がいいよな」

「そうですね。21階層より先に進むならベストな人選をしたいですし。妥協が許されるほど、ダンジョン攻略は甘くないですからね」

　ダンジョン攻略の難しさは身をもって知っている。

　あのジンがいた、完璧と思えた六人のパーティーでさえ、21階層で破れてしまった。その一度の失敗は取り返しのつかない結末をもたらしてしまった。

　もう二度とあんな失敗はするつもりはない。そのためにはメンバー選びですら最善を尽くすべきだ。

「じゃあ今選んだ候補は全部白紙に戻すか。これだと思える人が来るまで新メンバーを選ぶのはなしと」

「まあ、それでいいと思いますよ」

　応募してくれた人達たちには悪いけど、今回は採用を見送ることにした。

　彼らだって、無理して深層に行って命を落とすような羽目にはなりたくないはずだ。妥協して採用しても、彼らのためにも『到達する者アライバーズ』のためにもならない。

「そうするか。新しく15歳になったやつが『贈与の儀』でとんでもないスキルを手に入れる可能性もあるわけだし。そういった新人冒険者を引っ張ってくるのもありだしな」

　フォースは身体からだを伸ばすと、息を大きく吸った。

「そういえばロズリアちゃん、例の手続きはしてくれた？」

「はい、ばっちりですよ。ちゃんとやってきました」

　ロズリアが外に出かけていた理由は買い物のためだけではなかった。彼女にはもう一つ、用事を言い渡してある。

「ギルドでの手続きはやってきたので、ダンジョンに潜れるようになりましたよ」

　一見無秩序に行われているようなダンジョン探索だが、実際のところは様々なルールが設けられている。

　その決まりの中の一つに、ダンジョン探索を行うパーティーはダンジョンギルドの審査を受けたパーティーでなければならないというものがある。

　要はダンジョンギルドによって、ダンジョンを探索できるだけの実力があると認められなければいけないのだ。この決まりは冒険者の安全を守るためのものである。

　俺やロズリアが加入した時みたいに、ただメンバーが加わるだけでは申請はしなくていいのだが、一度パーティーを解散してしまったとなれば話は変わってくる。

　というわけで、『到達する者アライバーズ』がピュリフの街に戻ってきてからしばらく経たっていたが、これまで俺達はダンジョンに足を踏み入れることができないでいた。

　唯一『最強無敵パーティーず』として、時々ダンジョン探索を行っていたネメだけは例外だったが。

「それじゃあ、久しぶりにダンジョンにでも潜るか」

「いいですね」

　最近はずっとプロフィール用紙と睨にらめっこしていたせいで、身体も凝り固まっていたところだ。思う存分身体を動かしたい気分だった。

　それにみんながこの一年間でどう変わったのか見てみたい気持ちもある。

　フォースは剣聖の丘でひたすら剣の修業を。

　ネメはパーティーのリーダーとして新人冒険者を引っ張っていくとともに、神官としての立ち回りを覚えた。

　そしてエリンは七賢者に選ばれるほどの魔導士へと至った。

　そんな三人の力を間近で見てみたかった。

「わたくしも賛成です」

　とロズリア。

「いきなりすぎるわよ。まあ別に問題はないけど」

　と、いつも通り一言多いものの、結局は了承してくれるエリン。

「ネメも行くです」

　続いてネメも賛同した。

「じゃあ、さっさと準備して行くぞ。どうせならこの一年間で誰が一番強くなったか勝負しようぜ」





＊






「……」

「いや、勝負って言ったけどよ……」

　戸惑う俺とフォース。というか、この場にいるほとんどの人物が驚きを隠せていなかった。

　驚いていない人物がいるとすれば、ただ一人。この状況を引き起こした張本人くらいだろうか。

「何よ……」

　けろっと振り向いたその少女こそ、我がパーティーの魔導士エリン・フォットロードであった。

　しかし、目の前で起きていた出来事は『何よ……』じゃ済まされない出来事だった。

　俺達が潜ったのは16階層だったはずだ。かつて次から次へと現れてくる膨大な敵の数に手を焼かされた、あのウマ人が出てくる16階層だったはず。

　それを、たった一人で制圧してしまった。市街地にいるモンスターを殲せん滅めつしてしまった。

　辺りは既に焼け野原。度重なる超高威力炎魔法の連射で、街の形は跡形もなく消え去っていた。

　なんだよ、これ……。強すぎだろ。完全にバランスブレイカーだ。

　元から無限に近い魔力量があったのは知っていたが、魔法都市での修練により、豊富な技範囲、熟練したスペル、魔法を撃ち続けるだけのスタミナを手に入れてしまった。

　その結果、攻撃面ではほぼ一人で、16階層を戦えている状況だった。

　中層後半である16階層をソロで攻略したなんて話聞いたことないし、ましてやそれが後衛である魔導士とあれば前代未聞だ。

　正直、人の域を超えている。エリンがこの国で上位七名の魔導士に入ることは七賢選抜を勝ち抜いたことからも明らかだ。だけど、これはその比を確実に超えている。

　この国で一番どころか、全世界で見てもエリンを超える魔導士なんていないんじゃないだろうか。

　七賢選抜という限られたルールの中の戦いじゃなくて、ダンジョン探索という自由に戦える状況で見てみてわかった。

　エリンは魔導士の頂点となり得る存在だ。しかも、まだまだ成長段階というのが恐ろしい。

『到達する者アライバーズ』において、最もキーパーソンとなるのはエリンだ。彼女がいれば、前人未到の30階層攻略も空想上の出来事じゃないんだろうか。

「これだけ倒せば私の勝ちでいいでしょ？」

　エリンはこの事実に気づいているのであろうか。

　かつて出会った当初の自己紹介で言っていた、世界一の魔導士という目標に到達しかけているという事実に。

　20階層で二人遭難した時、エリンは世界一の魔導士であることを証明するなんて目標は噓うそでしかなかったと言っていた。

　だけど、その噓は誠になり始めている。

「まあな……」

　あのフォースでさえエリンの実力に気け圧おされているように見えた。

　かつての『到達する者アライバーズ』は俺以外の全員が各戦闘職バトルスタイルの選よりすぐりだった。といっても、各々の戦闘力には差があった。

　フォースとジンがトップで、次点でエリンとロズリア。回復役のネメは戦闘技術を持っていないので対象外だが。
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　だけど、この順位は入れ替わった。

　フォースの全力を見ていないからなんとも言えないが、おそらくエリンがトップ、次点でフォースといった具合になったはずだ。

『到達する者アライバーズ』の新エースの登場。フォースやジンのパーティーとして有名だった『到達する者アライバーズ』が、エリン率いるパーティーとして有名になるのも時間の問題かもしれない。

　これは新メンバーの方針も変えなくちゃいけないかもしれない。

　俺がある程度前衛として戦えるようになったおかげで、新メンバーとしては後衛を入れるべきだと考えていた。

　だけど、エリンが最強のアタッカーになった今、下手に後衛を入れるより前衛の人数をもっと増やして安定感を持たせた方がいいかもしれない。

　エリンの攻撃力を活いかすように組み換えた方が、先の階層に進めるような気もしてくる。

「どうします？　ボス戦まで行きますか？」

　俺はフォースに今後の方針を尋ねる。彼は首を振って答えた。

「意味ないだろ。またエリンが一人で倒して終わりだ」

「そうですね。モンスターもいなくなっちゃったし、階層でも移しますか」
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　新メンバーが見つからないとあれば、ダンジョン攻略を進めることができない。

　手持ち無沙汰になってしまった『到達する者アライバーズ』は三つの方針を定めることにした。

　一つ目は新メンバーのスカウト。一度は募集という形を取ったが、いい人物が集まらなかったためスカウトに手を伸ばしてみようという判断だ。

　この役目はパーティーの中で最も人脈がある人物――消去法的にフォースが担うことになった。

　別にフォースは特段顔が広いってわけではないが、『到達する者アライバーズ』のメンバーの中ならまだ知人が多い方だ。

　全く友達がいないエリン、悪名がまだぬぐい切れていないロズリア、人見知りのネメ、何な故ぜか知人が少ない俺。

　他の比較相手がしょぼすぎるだけな感じは大いにある。

　まあ、フォースはこの街にいた歴も一番長いし、男相手に限れば友人も少なくない。

　今の彼なら見た目だけで可愛かわいい女の子を選ぶなんてことはないと思うし、安心していいだろう。

　二つ目は資金稼ぎ。この一年、各々が好きなように暮らしていたせいで、ダンジョン攻略の活動資金はほとんどないといった状況だ。スカウトのための資金を稼ぐためにも、ダンジョン探索をしてお金になりそうな宝や素材を探すことにした。

　こちらの役目はエリンとロズリア。圧倒的な火力のあるエリンと、その盾となりモンスターを引きつけるロズリア。この二人がいればダンジョンの中層くらいなら楽々探索できるはずだ。

　そのためにエリンにはモンスター探索系の魔法や罠わな探知系の魔法を覚えてもらっている。

　同時並行でスペルを使うことができないという欠点はあるが、適宜使い分けていけばそこまで問題ないはずだ。

　唯一の心配といえば、二人の組み合わせといったところか。

　エリンとロズリア二人で探索させるってなんか怖いよな。いつもいがみ合っている気がするし。

　まあ、流石さすがに命の危険が伴うダンジョンで喧けん嘩かを起こしたりはしないだろうけど。……しないよね？

　三つ目はダンジョン探索のノウハウの獲得。パーティー運営を行ってきたジンがいなくなって、『到達する者アライバーズ』の活動は正直かなり危ない状況になっている。

　どんな備品が必要だったのかとか、活動資金はどうやって手に入れるかなど、わからないことは山ほどだ。ジン一人に任せてきたつけが回ってきてしまった。

　これに関しては他のダンジョン攻略パーティーに頼み込んで、パーティー運営のノウハウを教えてもらうことで解決するつもりだ。

　この役目は俺が担うことになった。これもまた消去法的に手が空いている人物。

　ちなみにネメはお休みである。人見知り（本人は頑かたくなに認めないが）なのでスカウトにも、運営ノウハウを教わりに行くこともできない。

　資金稼ぎのためのダンジョン探索はエリンとロズリアだけで充分なので、当面の間ネメには自由にしていていいと言ってある。

　休みの時は『最強無敵パーティーず』のみんなとも会っているみたいだし、休みを多くもらって困るということはないだろう。

　というわけで、今日俺はあるダンジョン攻略パーティーの活動拠点の前に来ていた。

　加入する冒険者が多いため、複数のパーティーが集まってクランという形で活動している、ピュリフの街最大規模のダンジョン攻略集団『迷宮騎士団』だ。

　現時点ではダンジョン攻略パーティーの中で到達階層二位を記録しているクランであり、一軍の面々は22階層まで攻略を果たしている。

　ちなみに到達階層一位のパーティーは『天秤と錠前リベレーシヨン』である。ピュリフ一の熟練パーティーとされている彼らは23階層攻略を成し遂げていた。

　二つのパーティーは事前に『到達する者アライバーズ』の探索の情報を手に入れていたことによって、『到達する者アライバーズ』が壊滅させられた21階層をも突破したそうだ。

　神聖術無効というギミックの存在を知って対策したからといって、あの21階層を突破することは容易ではないはずだ。

　一時は『到達する者アライバーズ』が到達階層を抜いていた時期もあったが、地力では負けていたのかもしれない。

　現在『到達する者アライバーズ』としても、一応エリンを中心とした21階層対策を考えているが、新メンバーが見つからないことにはいまいち作戦を煮詰めきれなかった。

　大通りにある大きな建物を見つける。看板を見れば一発で『迷宮騎士団』の活動拠点であるとわかる作りだ。

　建物の正面には両開きの大きな扉があり、誰でも中に入ることができるようになっている。

　中に入ると受付があり、カウンターには受付嬢が座っていた。用件を伝えると、リーダーを呼ぶので待つように言われた。

　本当の会社みたいだ。『到達する者アライバーズ』もこういう風にした方がいいのかな？　うちのパーティーに用がある人間なんて滅多に来ないんだけど。

　１、２分経たったくらいだろうか。奥の扉からやってきたのは上背のある黒髪の男だった。

　ピュリフの街でこの人物の顔を知らない人はいないといっても過言ではないだろう。

　彼こそが『迷宮騎士団』のリーダー、ライシュ・ミストレイである。

　またの名を『雷らい槍そう』。【槍そう術じゆつ・極】のスキルを持つこの国最強の槍術師である。

「こんにちは。待たせて悪かったね」

　穏やかな声で挨拶をするライシュ。落ち着きがあって知性を感じる声色だが、身長が高く、体格がいいせいで迫力もある。

　なんというかオーラがあるというか、とにかくできる人間なんだろうなって雰囲気がビシビシ伝わってくる。

「今日はパーティーの運営方法について教わりたいということでいいのかな？」

「はい、お願いします」

　事前に『迷宮騎士団』の方には用件は伝えてあった。もちろん引き受けてもらうにあたって、タダでとはいかない。

「その代わりにこちらのパーティーのダンジョン探索を手伝ってくれると？」

「はい。新しいメンバーが見つからないうちは暇ですから。いくらでも手伝えますよ」

【地図化マツピング】持ちはダンジョン探索において重宝される。

　新しい階層を攻略する時はもちろんのこと、行ったことのある階層でもいるだけで探索効率が格段に変わる。

「ああ。そういえば君に会いたいって人がいたんだ。連れて来たんだけど、いいかな？」

「誰ですか？　自分の知り合いですか？」

「知り合いじゃないと思うけど、もしかしたら存在だけなら知ってるかもね。うちのパーティーの超大型新人だよ」

　そうライシュが口にすると、後ろの扉からひょこっと飛び出してきた人物が。

　小柄で金髪の少年。中性的な顔をしていて、はっきり言って美形だ。同性の俺から見ても、圧倒的にかっこいいと思える。

　そんな少年が飛びかかるように迫ってきた。

「こんにちは。先輩、会いたかったですっ！」

「先輩って……」

　俺に後輩なんていただろうか。生まれ故郷の村の人ではないはずだ。こんなに歳としの近い人はいなかった。

　そうなると、野良で冒険者をやっていた頃の知り合いだろうか。でも、こんなに顔がいいなら見覚えがあるはずだ。

「って言われても困りますよね。僕が勝手に呼んでるだけですから。お初だと思いますよ。自分はただのノートさんのファンです！」

　遂ついに俺にもファンが……。

　ダンジョン攻略パーティーとして脚光を浴びていた『到達する者アライバーズ』に加入したのはいいものの、俺の人気は全くといっていいほどなかった。

　当たり前だ。【地図化マツピング】の存在を知らなかった第三者からは、大した戦闘能力も持っていない凡人が精鋭揃ぞろいのダンジョン攻略パーティーにおこぼれで入れてもらっているように見えるんだから。

　まあ、事実そのようなところもあり、大っぴらに否定はできないのだが。

「なんかありがとう」

　照れながらもとりあえず握手に応じる。

　こういう状況ってあまりないから戸惑うな。変な顔になってないといいけど。

「僕、ノートさんの影響を受けて冒険者になったんですよ！」

　えっ!?　そこまでのファンなの!?

　あれか？　もしかしてサインとか頼まれちゃう感じか？

　サインなんて全然考えてなかったよ。適当に書いて誤魔化せるかなぁ？

「こういう風に言われると結構嬉うれしいものなんだな。ありがとう」

「こちらこそ、ありがとうございます！　握手までしてもらって！　先輩が優しそうな人でよかったです！」

「そうだ。それ。その呼び方なんで？　なんで先輩なの？」

　最初から気になっていた点だ。なんで先輩なんだろう。

　俺が年上っぽい風格があるからか？　まあ身長も伸びてきたことだし？

　そう思われるのが自然かもしれないけど。

「そういえば自分の自己紹介まだでしたね。興奮してすっかり忘れてました。自分、『迷宮騎士団』に新しく入ったクーリ・ルイソンといいます。っていっても、なんだお前ってなりますよね？」

　クーリと名乗った人物はまくし立てる。

「こう言えばわかりやすいですかね？　ノート先輩と同じ【地図化マツピング】のスキル持ちです」

「俺と同じ……」

　その言葉で思い出した。

【地図化マツピング】がダンジョン攻略に有用なことは、もう『到達する者アライバーズ』だけが知っている独占情報ではなかった。

　俺とエリンが20階層で遭難した際に、救助を手伝ってもらうことへの対価として、ジンが他のダンジョン攻略パーティーに情報提供したからだ。

　幸いにも自分達たちの力で20階層は脱出できたが、その後情報を手に入れた『迷宮騎士団』はその膨大な資金と情報網で【地図化マツピング】スキル持ちを探し始めたらしい。

　そういう噂うわさはかつて耳にしていた。
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　そして、俺達がピュリフの街を離れている間に『迷宮騎士団』はお目当ての人物を見つけたみたいだ。

　ピュリフの街二番目の【地図化マツピング】スキル保有者。

　元々『到達する者アライバーズ』と同等以上のポテンシャルがあった『迷宮騎士団』は、彼の存在もあって到達階層の更新を早めたのだろう。

　俺達が突破できなかった21階層も攻略しているし、あまりうかうかしていられない。

　新メンバー探しに手間取っているうちに、先にダンジョンを踏破されてしまうということもある。

「それで俺の影響を受けて冒険者になったってことね」

　すべてが上う手まく繫つながった。

「そうです！　ノート先輩が【地図化マツピング】の使い道を示してくれたおかげで、『迷宮騎士団』に拾ってもらえたようなものですから！　先輩は【地図化マツピング】スキル持ち達にとってのヒーローみたいな存在ですよ！　まあ、レア度が高いスキルですし、僕達以外にどれだけいるか知りませんけど」

　あまりに間接的な恩義のような気もするが、言っている意味も理解できる。

【地図化マツピング】スキルは世間では外れのスキルとされていた。

　使いどころはないわけではないが、冒険者や騎士といった夢のある職業には向いていない。

　そこに俺という存在が現れたことで、【地図化マツピング】スキル保有者に光があてられるようになった。

【地図化マツピング】持ちでも歴史に名を残すような偉大な英雄になれる可能性が出てきたのだ。

　クーリにとっては、俺は【地図化マツピング】スキル保有者の道を切り開いた第一人者のように見えるのだろう。

　実際のところはこのスキルの使い方を教えてくれたのはジンで、俺は何もしていないにも等しいのだが。

「いやぁ、嬉しいですね。先輩と話せて」

「そろそろいいかな？」

　興奮し続けるクーリにストップをかけたのはライシュだった。

「本題に入りたいんだけど」

「ああ、そうでしたね。先輩と話すのに夢中でライシュさんのことすっかり忘れてましたよ」

「すっかりって……。お前なぁ」

「いやぁ、夢中になるとすぐ周りが見えなくなっちゃうんですよね。悪い癖ですよね。あはは」

「なんで笑ってるんだ……」

　あまり反省しているように思えないクーリに、ライシュは呆あきれているようだった。深くため息を吐ついていた。

「早く本題とやらを話し合ってください。自分はここで黙って聞いてますから。あっ、その本題とやらが終わったら先輩と話していいですよね？」

「もちろん」

「やったっー！　そうと決まれば待ってます！　自分、あまり気長に待てないタイプなんで早巻きでお願いしますよ！」

　このクーリって子、かなり自由だな。マイペースっていうか。強引に自分のペースに引き込んでくるっていうか。

　悪気はないことはわかっているので、あまり悪い気はしないけど。

「はいはい、わかったよ。それでノート君――」

　咳せき払ばらいをして俺に向き直ると、ライシュは言った。

「じゃあ、今日は二軍パーティーと一緒に17階層に潜ってくれる？　一軍にはクーリが入っているから、ダンジョン攻略は進んでいるんだけど、二軍の進度が止まっているんだよね。手伝ってくれる？」

「はい、いいですよ」

　二軍って17階層って、いくらなんでも進みすぎだろと思ったが、余計な口を挟むのは止やめにした。

　17階層って俺がダンジョン攻略に乗り出した当初の『到達する者アライバーズ』ですら、たどり着けていなかった層だぞ？

　それで満足させないなんて。迷宮騎士団はかなりポテンシャルのあるクランなようだ。

「パーティーにピシャって子がいて、その子がリーダーをやっているんだけど、訊きけばダンジョン攻略におけるノウハウは大体教えてくれるから」

「ちょっと待ってくださいよー！」

　そこで割って入ってきたのはクーリだった。

「先輩と一緒にダンジョン潜れないんですか？　一軍に同行させましょうよぉー」

　待ってますとはなんだったんだろうか。あまりに早い参戦だ。

　ライシュは肩をすくめながら言った。

「あのね、一軍に同行させても意味ないよね？」

「意味ありますよ！　ライシュさんは最強の【地図化マツピング】持ちの力を見てみたくないんですか？」

「気になりはするけど――って、そもそも黙って聞いているって約束じゃなかった？」

「そんな話もありましたね。あはは」

　本当に自由だな、おい。またしても笑って誤魔化そうとしているし。

「一回だけ。一回だけでいいですから、ノートさんと潜らせてくださいよ。絶対に役に立ちますって。先輩も『迷宮騎士団』の一軍パーティー見てみたいですよね？」

「それはまあ……」

　確かに『迷宮騎士団』の一軍パーティーの実力を間近で見てみたいという気持ちはある。

　他のパーティーのダンジョン攻略というのを見たことがないというのはあるし、何より伝説の雷らい槍そうが戦うところも見てみたい。

　それに『迷宮騎士団』に新しく入ったマッピング担当が、どれほどの素質を持つ者か見極めたいという気持ちもあった。

「ですって！　一軍に同行させましょうよ～ライシュさん～」

「そうは言われてもね――」

「先輩のダンジョン攻略、見てみたいんですよ～。ほら、僕の戦いの何かインスピレーションになるかもしれませんし？　そうですよ、絶対インスピレーション湧きますって。湧きまくりですって」

「こうなると、全然話聞いてくれないんだよね……」

　ライシュは額に手をあてて、深く息を吐きながら俯うつむいていた。

　この人も苦労してそうだな……。眉間の皺しわがすごいことになってるし……。

「一回だけだよ？　いいね？」

「やったー！　さすが、ライシュさん。話がわっかるー！」

「わっかるー！　じゃない。お前が言っても話を聞かないからだよ。お前が話をわからなすぎなんだ」

「よく言われます！　ビシッ！」

「あのな……グーを作りながら言うな。褒め言葉じゃないんだから」

　ライシュは呆れた表情を浮かべながら、肩を落としていた。







　ピュリフの街で最大規模を誇るダンジョン攻略クラン『迷宮騎士団』。

　その一軍と探索に向かった先は、人間の身長の十数倍はあるような巨大な樹木に覆われている18階層であった。

　この階層の最大の特徴といえば、すべてにおいてスケールがでかいことだ。

　地形はもちろんのこと、出てくるモンスターはどれも大型だ。

　ほぼ全部のモンスターが人よりでかく、踏みつぶされるだけで殺されてしまうような相手ばっかりである。

　中ボスなんかは山と見間違うくらい大きくて、最初に挑んだ時は度肝を抜かれた記憶があった。

　そんな階層に降り立ったのは俺を含めて六人。

『迷宮騎士団』のリーダーであり、『雷槍』の異名を持つライシュ・ミストレイ。

　新しく『迷宮騎士団』へと加入した期待の【地図化マツピング】持ち、クーリ・ルイソン。

　ピュリフ一のタンクとして名高い、『死にたがりリビングデツド』の異名を持つ長剣使いの戦士、ブラウ。

　そして、ピュリフの街人気冒険者ランキング１位常連である我が街のアイドル的存在の神官や、自らを『深淵に浸エンド・オブかる者・シヤドウ』と名乗る痛々しい黒魔導士。

　この街にいれば一度は耳にしたことのあるような有名人が勢せい揃ぞろいであった。

　この五人が『迷宮騎士団』の最高戦力。

　あともう一人精霊剣士の人が一軍にはいるらしいのだが、今回は俺が入るということで休みとなっている。

「クーリって魔導士だったんですね」

　横にいる女性に話しかける。ピュリフの街のアイドル的存在である女神官はにこやかに答えた。

「そうだよー。知らなかったの？」

「今日知ったんですよね、クーリのこと」

　白いローブを身につけた少年の方に目を向ける。

　右手には一本のショートステッキ。それをペン回しの要領でくるくるといじっている。

　俺の視線に気づくと、子犬のようにはしゃいで駆け寄ってきた。

「なんですか!?　僕に用ですか!?」

「いや、クーリって魔導士だったんだなって」

「そうですよ！　見えませんか？」

「さっきはそれらしい装備してなかったし。言われてみると華きや奢しやだし、魔導士っぽいかも」

「やっぱそう思います？　魔導士の家系から生まれた根っからの魔導士人間ですから」

「ということはイザールにいたこととかあったりするの？」

「はい、住んでました！　というか、生まれも育ちもイザールです」

「マジで？　この前行ったんだよ、イザール」

「もちろん知ってますよ。有名でしたから、先輩が派手にイザールでぶちかましたの。新聞でも見ました」

　やっぱりクーリにも知られていたか……。

　あれほど話題になれば当たり前っちゃ当たり前かもしれないけど、自分が悪目立ちした過去が国中の人に知られているのには辛つらいものがあった。

「その話はまあいいよ……」

「えっー！　聞きたかったのにー！　先輩ってエリン先輩とデキてるんですか？　やっぱりモテるんですか？」

「デキてないし、モテないから。そもそも何が『やっぱり』なの？」

「だって、先輩かっこいいじゃないですか！　絶対いけますって。アタックすれば絶対落とせますよ」

「なんでそんなに俺の評価が高いんだよ……。というか、それを言うならクーリの方がモテそうじゃない？　イケメンだし」

　クーリは美少年だ。幼さの残る顔立ちに澄んだ青色の瞳。感情豊かな表情も彼の魅力を引き立てているように思える。

「まあ、そうですね。モテますよ、そりゃあ」

「そこは認めるんだ……」

「だって、事実ですから。僕みたいな人が『全然モテないですよー』って謙遜したところで腹が立つだけじゃないですか？　それよりか素直に認めた方がいいかなって」

「そういうものなのか……？」

　だからって断言するのもどうかと思ったが、まあ清すが々すがしくて嫌味に聞こえないという部分では悪くないのかもしれない。

　戸惑いの表情を浮かべていると、隣にいた女神官は言った。

「気をつけた方がいいよ。この子かわいい顔して、この街に来てからもう十人以上の女の子に手出してるから。キミのお気に入りの女の子も食べられちゃうかもよ？」

「えっ!?」

「そんなこともありましたね……」

　驚く俺に、クーリはなんてこともないように言う。

「そもそもですね、言い方が悪いですよ。向こうからアプローチをかけてきたので抱いただけです。据え膳食わぬは男の恥って言うじゃないですか。それを人をそんな性欲魔人みたいな言い方して」

「抱いた？　えっ!?」

「どうしたんですか、そんな過剰に反応して。童貞じゃないんですから」

　いや、その童貞なんだよ。悪いけど、こっちは。

　無意識的にえげつない攻撃ぶち込んできてるからね。年下に童貞いじりされることほど傷つくことないからね。

「どんまいだね」

　こちらの肩をポンポンと叩たたく女神官。どうやら彼女にはすべてがお見通しだったらしい。

　ちなみに女の子に童貞なことを哀れまれるのも、人を充分傷つけるということを忘れないでほしい。

　優しさが時に人を傷つけることもあるんだ。

「というか、ずっと話に夢中になってていいの？　ナビゲーションとかしないで？」

　都合の悪い話題から逸それようと、別の話題を振る。

　クーリはこちらの思惑には気づいてないようだ。純粋な笑みを浮かべながら手を振った。

「大丈夫ですよ。コースを逸れていないのはわかってますし。それに今のところモンスターも襲ってこなそうですからね」

「まあ、そうなんだけど……。って、ちゃんとモンスターの動きまで把握しているんだ」

「《探知》使ってますからね。先輩の《索敵》と似たような効果のスペルですよ。ちゃらんぽらんに見えるかもしれないですけど、さすがにパーティーでの役目は果たしてます。安心してください」

　人差し指、中指、薬指と器用にステッキを回しながら答えるクーリ。

「先輩の立ち回りを基に、僕もパーティーのサポーターとしてのスペルを極めることにしたんですよ。モンスターの察知や罠わなの解除はお手の物です。いわば先輩の魔導士版といったところですかね？」

　魔導士版の俺か――。

　エリンの罠魔法を用いた魔法系アタッカーとして転身し始めた俺にとっては、興味をそそられるワードだった。

　彼の立ち回りを見れば、俺にも吸収できるところがあるかもしれない。

　果たして戦闘スキルのない魔導士の彼がダンジョンにどう挑んでいくのか。見てみたい気持ちが強まった。

「どうせですし、先輩と一緒に戦いたいなー。モンスター出てこないかなぁー」

　そう呟つぶやきながら、前方を歩くライシュに呼びかける。

「ライシュさん！　モンスターと戦いたいんですけど！　呼び寄せちゃっていいですか？」

「確かにこのままだと歩いているだけだからね……。いつもと違うメンバーだし、連戦は避けたいから適度にだったらいいよ」

「やったー！　じゃあ、派手にいきますよ！」

「おい、話を聞いて――」

　ライシュが言い切る前に、飛び上がるクーリ。

　腰に差してあったショートステッキをもう一本取り出し、右手で回し始める。

「《魔弾マジツクミサイル》」

　その言葉とともに、魔力の塊がステッキから飛び出した。

　発射された弾数は六つ。それぞれの弾丸が手元のステッキと同じように回転しながら上昇していく。

　魔力の塊は天高く浮上すると、弾はじけるように四方へ飛び去っていった。

　数秒後、遠く離れた場所で炸さく裂れつ音おんが鳴る。

「よしっ、ヒット！　ここから連発して放っておびき寄せます。ブラウさん頼みますよ。一番早くこっちに来そうなのは10時の方向の敵かなぁ」

　そう言いながらも、無数の《魔弾マジツクミサイル》を放ち続けていくクーリ。

　彼の右手からは幾重もの線が伸び、規則正しい軌跡を描いている。幾何学的で審美的な曲線はまるで芸術だ。

「すごいな……」

　素直に感心の言葉が漏れ出る。

《魔弾マジツクミサイル》は決して珍しいスペルではない。

　魔力でできた弾を誘導しながら発射するそのスペルは、どちらかというと魔導士にとって初歩中の初歩となるような基本的なスペルである。

　だけど、《魔弾マジツクミサイル》をここまで自由自在に操る魔導士を俺は見たことがなかった。

　魔力の弾丸は大樹が生い茂る森の中に消えていく。

　と思ったら、弾が消えていった方向にいるモンスターからの敵意がすぐに増幅する。

　おそらくモンスターに着弾している。しかも、百発百中。常識的に考えてこれは異常だ。

【地図化マツピング】の恩恵もあるだろう。地形が把握できるこのスキルは、弾道をコントロールする《魔弾マジツクミサイル》との相性がいい。

　それにしたって、余程正確無比な魔法制御能力がない限り、こんな芸当ができるはずがない。

　相手だってモンスターだ。当然動いている相手だ。

　モンスターの動きを読みながら、射線を描いているとしか思えない。

「来ました！　一番乗りはやっぱり10時の方向からのやつでした！」

　クーリが声をあげると、真っ先に飛び出したのはタンクであるブラウだ。自身の数倍もあるような巨大な鹿相手に、弾丸のように飛び込んでいく。

　刃を水に入れたときに万物を斬る長刀――名を『入水』と呼ぶ――を背中から抜くと、身体からだをしならせながら脚へ斬りかかった。

　鹿は危険を察知して跳び上がる。入水は鹿の脚の下をすり抜けた。

　ねじれた角が光る。そう感じた瞬間、雷撃がブラウの下へ走っていく。

　だけど構わずブラウは突き進んでいく。敵の攻撃に視線を向けることもなく。ただ愚直に。長刀を振るっていく。

　不思議なことに雷撃はブラウのことを避けるかのように通り過ぎていった。

　いつ直撃してもおかしくないのに。ノーガードで当たったら即死だってあり得るのに。ブラウはただひたすら攻撃を仕掛けていく。

　これが、ブラウが『死にたがりリビングデツド』と呼ばれる所以ゆえんか。

　いつ死んでもおかしくない立ち回り。だけど、何な故ぜか死なない。まるで彼が神に愛されているかのように死が遠ざかっていく。

　それこそが超変則攻撃型タンクであるブラウの戦い方である。

　ブラウの豪運に頼った変則的な戦い方は、彼が『迷宮騎士団』に加入してから始まったものとされている。

　以前の彼は普通に戦う、人並みの実力しかない戦士であったらしい。

　今と同じように別のパーティーでダンジョン攻略に挑んでいたが、ある日の冒険でモンスターにより仲間の全員を失ってしまった。

　それから彼は、死に場所を求めるかのようにダンジョンに一人潜ることとなる。

　仲間の許もとへ向かおうと強敵と戦うも、何故か倒してしまう。どんなに死のうと思っても死ぬことができない。

　不思議なことにモンスターの攻撃が当たらない。こちらの攻撃だけが当たってしまう。

　それからだ。彼が覚醒したのは。

　その後『迷宮騎士団』を率いていたライシュは、何度ダンジョンに潜っても死なないブラウに目をつけ、彼を己のパーティーへと勧誘した。

　死に場所を求めていた彼は、より深い階層に行けば自分を殺してくれる敵と出会えるかもしれない、そう思ってライシュの誘いへと乗ることとなる。

　次から次へと現れるモンスターを倒していくうちに、彼はいつの間にか『迷宮騎士団』一番のタンクへと――。

　いや、ピュリフ一のタンクといっても過言ではないほどの評価を、この街の冒険者達たちから得ることとなる。

　これが『迷宮騎士団』のブラウに関する最も有名なエピソードである。

「それでは参戦するとするか」

　バチバチと弾けるような音がすぐ傍そばで鳴った。

　ついに来た。『迷宮騎士団』のトップアタッカー、『雷らい槍そう』のお出ましだ。

　ライシュの右手に持つ槍やりが、緑色の迅雷で包み込まれる。雷は地面や鎧よろいへと吸い付くように拡散し、轟ごう音おんを鳴らし続けていた。

　これこそが『雷槍』の異名の由来であり、伝説級とされている最高峰の武具。雷槍エンバーレイン。

　スキルだけ見れば、フォースと同程度。だけど、そこに最強の装備が加わったとあればどうなるか。

　その結果が『迷宮騎士団』を設立してからというもの、一度もエースの座を譲ることなく君臨し続けたライシュ・ミストレイである。

「いくぞ」

　右腕を引き、腰を低く。左半身を相対するモンスターに向けるような構え。

　そこから一瞬で身体を捻ひねり、アンダースローで雷槍を投とう擲てきした。

　空を切り裂きながら直進するエンバーレイン。

　敵のモンスターが、その攻撃に気がついた時には既に手遅れだ。

　鹿の角から放たれる雷撃に覆い被かぶさるように。打ち消すように。まるでなかったことのように。ぶち抜いていく。

　鹿の頭部が吹き飛ぶ。目と鼻と頭があったはずの場所。そこに丸くぽっかりと穴が空いていた。

「戻れ、エンバーレイン」

　ライシュが右手を前に出す。爆音とともに雷撃が走ったかと思いきや、いつの間にかライシュの手のひらにはエンバーレインが握られていた。

　これが噂うわさの雷槍。名を呼べば一瞬で持ち主の下に戻るとされている不可思議な魔槍。

　実際に目にするのは初めてだが、見ただけで高位の魔道具であることがわかる代物だ。一体どんな仕組みで動いているのだろうか。

　貴重な光景をわくわくしながら見ていると、視界に変化が現れた。

「黒き王よ。秩序と成りて、拡散し展開せよ。《浮遊すシヤドウ・オる黒球ブ・シヤボン》」

　腕にチェーンを巻きつけた黒魔導士が呟くと、１メートル大の黒い球体がいくつも現れた。

　球体はふらふらと宙に浮きながら進んでいく。かと思いきや、木々の隙間から飛び出してきた巨大な熊のようなモンスターにぶつかる。

「……あれ？」

　爆発でもするのかと思って身構えていたが、何も起こらない。黒い球体は熊の肩に埋め込まれるように留まっていた。

　他の四方から来たモンスターの身体の部位にも同様に球体が付着している。

「七賢攫さらいよ。我の術式は破壊術式ではない。神髄は拘束にこそあり」

　前方に目を向けると、熊のようなモンスターは動きを封じられたようにもがいていた。他の球体に触れたモンスターも同様の動きをしている。

「戻れ、エンバーレイン！」

　的が止まっているなら、何も難しいことはない。動きを封じられたモンスターは一匹ずつ雷槍の投擲の餌食となっていく。

「絡め技ですか。上う手まいですね」

　ところどころに赤い紋章が散りばめられた派手な黒衣。左ひだり眼めの眼帯。両腕に巻かれた鎖など自己主張が激しい装いや謎の詠唱から、目立ちたがり屋なのかと思っていたが、やっていることは堅実だ。

　いぶし銀のような戦い方。闇の沼をモンスターの出所に置いて行動を封じたり、敵にデバフのような黒い靄もやをかけて動きに制限をかけていた。

「意外に思うでしょ？　こう見えて技巧派なのよ」

　こちらの言葉に反応しながらも、支援スペルを展開し続ける女神官。

　一人前衛に出ているブラウを重点的に、雷槍の反動を受けているライシュのダメージも計算しながら、回復スペルを撃っている。

　器用だ。こちらも派手な立ち回りはないが、堅実に支援がされている。

　まるで回復職のお手本のような動き。戦っている方とすれば、やりやすいことこの上ない。

　人気だけじゃなく、実力も兼ね備えた一流の神官の姿がそこにあった。

「黙れ、女。実力をひけらかすのは二流。真の一流は実力を隠して立ち回るものなのだ」

「えっ？　いつもそんな戦い方じゃん」

「それは普段から実力を隠しているということだ」

「そうなの？　普段からのダンジョン攻略で手抜いてるの？　ライシュに報告していい？」

「おいっ！　ちょっと待て！　怒られるじゃないか、おい！　本気だ、本気に決まっている。命がかかっているダンジョン攻略で全力を出さないわけがないだろ」

「とか言っちゃってー。実力隠してるんでしょ？　わかってるよ」

　笑いながらからかっている女神官。黒魔導士はかっこつけているものの、完全にやり込められていた。

「そういえばクーリですけど――」

　ただひたすら《魔弾マジツクミサイル》を放ち続けている若い魔導士に目を向ける。

「無駄な軌道多くないですか？　《魔弾マジツクミサイル》の」

　彼が放つ《魔弾マジツクミサイル》は縦横無尽に戦場を駆け抜けている。駆け抜けているのはいいものの、過剰に駆け抜けすぎている気もした。

　無駄な経路が多い。観測しうる限り、ほとんどの《魔弾マジツクミサイル》はモンスターに着弾している。

　だけど、必要のない迂う回かいをしたり、くるくると謎の渦を巻きながら放ったりと統一性がない。

　まるで芸を見ているような印象だ。効率的な戦いというよりも魅せるための戦い。

　先ほどまでの正確無比な着弾は鳴りを潜めていた。

「それに気づくとは流石さすがだな七賢攫い」

　黒魔導士は低く作った声で答えた。

「お前はクーリが《魔弾マジツクミサイル》の軌道で遊びながら戦っているように見えているんだろ？　戦いの最中でも舐なめた態度を取る三流魔導士だと」

「そこまでは言ってないですけど……」

　まあ、ちょっと遊んでるなとまでは思ったけど。

　クーリの《魔弾マジツクミサイル》はパーティーの与えてるダメージとしては微々たるものだ。

　エンバーレインを持つパーティー一のアタッカーであるライシュや、変則的な攻撃型タンクであるブラウには及ばないし、使う魔法の規模からもサポートに徹している黒魔導士が攻撃を仕掛けた方が火力が出そうである。

　魔法操作がいくら得意といっても、クーリのスキルは【地図化マツピング】なのだ。

　ダンジョン攻略のサポートとしては必須級のスキルだが、３スロットという性能に見合わない効率の悪いスキル。

　このスキルを持った者は戦闘スキルを持つことができない。

　クーリがいくら魔法を駆使したところで、魔導士系スキルを持つ魔導士には勝つことができないのだ。

　これは俺もぶち当たった壁。マッピング担当の宿命だ。

　しかし、器用にスペルを放ち続けながら黒魔導士は笑った。

「そこまではってことは少しは思っているってことだな。一つ忠告しておく。お前は勘違いしている。クーリという魔導士を低く見積もりすぎている」

「低く？」

「そうだ。奴やつが入ってきて、『迷宮騎士団』は攻撃力、安定力ともに向上した。アタッカーが一人抜けたのにだ。クーリは正真正銘、『迷宮騎士団』一軍に相応ふさわしい魔導士だ」

　アタッカーが抜けて攻撃力が増した？　そんなことがあり得るのか？

『迷宮騎士団』の一軍アタッカーといえば、元とはいえピュリフの街最高クラスの冒険者であるはずだ。

　それを同じ【地図化マツピング】が抜いたなんて……。なかなか信じられない事実である。

「一体どうやって……」

「それはね。あの《魔弾マジツクミサイル》は一見遊んでいるように見えて、メッセージなんだよ。わたし達へのね」

　女神官は杖つえをくるっと振りながら答えた。

「クーリくんは《魔弾マジツクミサイル》の軌道を活いかしてみんなに指示を出しているんだよ。例えばあの直角に曲がった青色の《魔弾マジツクミサイル》。あれはブラウへの指示だね。パーティーで決めたサインでいうとＢ−３。一撃入れた後に進行方向への敵へとシフトチェンジ」

「え？」

　驚くことにブラウは女神官が言った通りに狙う対象を切り替えた。

「次は緑色の《魔弾マジツクミサイル》。太く一直線に伸びていく一本。Ｇ−１、対象を撃破までフルアタック。ライシュへの指示」

　雷槍が轟とどろきながら、ワイバーンの胸に風穴を開ける。

　エンバーレインはライシュの叫びとともに帰還すると、次なる獲物を求めギアをあげていく。

「ね？　クーリくんはいわばこのパーティーの司令塔。この複雑な戦闘をたった一人で管理している天才ゲームメーカーってわけ。あの子が入ったおかげでブラウの怪け我がもかなり減ったね。回復をする身としても助かるんだよね。ほら、ああやってモンスターの注意を向けたり」

　大たい狼ろうの横顔に《魔弾マジツクミサイル》がヒット。弾はじける衝撃に横を向くと、そこにはブラウがいる。

　自然と大狼の注意がブラウに向く。

「障壁を張って、援護をしたり」

　くるくる、トンッ。クーリは左手に持ったショートステッキをライシュの前方に向けた。

　斜めに展開した障壁は敵のブレスを防ぎ、ライシュの攻撃の隙を作る。

　というか、左手にも杖を持っている。右手に二本、左手に一本。器用に回している。

　一体どうなっているんだ、あれ？

「二重発動ダブルキヤスト――いや、《探知》も使っているから三重発動トリプルキヤスト!?　一体、何者なんです？　彼は？」

　二重発動ダブルキヤストはエリンでも使えない技術だ。七賢選抜に出ていたこの国トップクラスの魔導士でも二重発動ダブルキヤストまでしか使っているところを見ていない。

　それを超える三重発動トリプルキヤスト。しかも、戦場全体を見渡しながら、指示出しをしているんだから驚きだ。正直、人間技じゃない。

「奴は魔導士界きっての神童――真っ当な魔法系スキルさえ手に入れれば史上最強の七賢者になれたとさえ言われているほどの化け物だ。スキルなしの魔法センスだけ見たら、この我も足元には及ばないだろう」

「あっさり負けを認めるんですか……」

　黒魔導士に向かって俺は言う。

「当たり前だろう。あれほどの才能を見せつけられたら。嫉妬も絶望もしない魔導士なんているわけがない。惜しむらくは【地図化マツピング】のスキルを引き当ててしまったことだけだ」

　ヘラヘラとした笑みを浮かべながら、《魔弾マジツクミサイル》の弾道で線の世界を描いていくクーリ。

　その淀よどみなく輝いた瞳にはどんな光景が映っているのだろう。

「俺より強いな……」

　自分のことを先輩と呼んでくれて、慕ってくれる可愛かわいい後輩ができて、少し調子に乗っていたところはあると思う。

《絶影》を身につけて、《魔法掌底スペルシヨツト》というダンジョンモンスターにも通用する攻撃手段を得て、慢心していた。

　自分はダンジョン攻略に相応しい力を手に入れたんじゃないかと。せめて【地図化マツピング】を持つ人間の中では最も強い存在なんじゃないかと自うぬ惚ぼれていた。

　だけどそれは間違っていた。

　クーリという天才の出現で悟ってしまった。俺は持たざる者だった。

　そんな大事なことをやっと思い出した。

「ノート先輩！　そろそろ参戦してくださいよ！　こっちの動きも把握しましたよね？　合わせられますか？　一緒に戦いましょうよ！」

　その残酷なほどに無邪気な誘いを、一瞬だけだが怖いと思ってしまった。

　期待はずれだと思われるんじゃないかと。俺のしょうもない戦いぶりを見せたら、憧れは霧散してしまうんじゃないかと。

　クーリは危険だ。いや、『迷宮騎士団』は――か。

　彼らはダンジョン攻略を成し遂げうる存在だ。前人未到のダンジョン攻略という『到達する者アライバーズ』の野望を阻止しうる力を持つ存在だ。

　今までは追うだけでよかった。ジンや『到達する者アライバーズ』のみんなの背中さえ追っていれば上う手まくいった。

　だけど、今は違う。新しいライバル、湧いて出てくる下の世代。

　競う相手は無限にいて、立ち止まっている暇なんてものはどこにもなかった。

「把握できるわけないから。ついていくだけでやっとだと思うよ」

　俺は挑戦者だ。そういう心持ちで挑んでみよう。期待はずれだと思われることが怖くて物もの怖おじしていたら始まらない。

　せっかくの一流パーティーとの交流、年下の天才との共闘なのだ。一つでも多くの物を学んで帰ることにしよう。

　俺は一軍パーティーとの交流を持ち掛けてくれたクーリに心の中で感謝しながら、戦場へ踏み出した。
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「いやぁーノート先輩と戦えてよかったです。もうインスピレーション湧きまくりですよ。【地図化マツピング】だけでもあそこまでできるんですね。僕ももっとやれるかなぁ？」

　18階層のモンスターとの戦闘を終えて、しばらく探索した後、俺と『迷宮騎士団』は探索を切り上げることにした。

　クーリは散々駄々をこねていたが、そもそも『迷宮騎士団』の一軍パーティーは俺と一緒に行動する予定はなかったのだ。

　クーリの希望があって18階層に行っていただけで、一軍パーティーにとって俺と行動するメリットはあまりない。

　ということで、早めの帰還となったわけだ。

　現在は各階層に繫つながる転移結晶がある、遺跡様の建物から出たところである。

　クーリはさっきまで駄々をこねていたことなんてけろっと忘れて、楽しそうに語っていた。

「クーリの役に立つものは見せられなかったと思うけどね。それよりクーリの方がすごいじゃん。あんなすごい魔導士だったなんてね」

「まあ、そうですね。僕、天才らしいですから。みんなが言うにはですけど」

　クーリはさらっと言う。

「僕としてはどうしてみんな僕と同じようにできないのか、わからないんですけどね」

　天才と呼ばれ慣れた少年は言うことが違う。見えている世界自体が違うのか。

　ダンジョンに潜る前にこんなこと言われたら、何言っているんだと笑ってしまったかもしれない。

　だけど、実力を見せつけられた今では笑う気も起きなかった。

　ライシュ達たち四人の背中がどんどん進んでいくのが見える。

　それに追いつこうと歩き出すと転移結晶が光った。誰かが帰還した合図だ。

「ちょっと歩くところが近い！　さっきから盾が肩に当たって痛いから！」

「そちらこそスペルをわたくしに誤射したじゃないですか。少し髪焦げてましたよ？　どう責任とってくれるんですか？」

「回復スペルで治ったからいいじゃない」

「肩だって回復スペルで治せるじゃないですか」

「それはそうだけど――ってだからってガチガチぶつけてくるんじゃないわよ！」

「なんかうるさい人達がいますねー」

　クーリは両手を頭の後ろに組みながら言う。

「まあ、そうだね……」

　こんなに白昼堂々言い合いをしている女二人組なんて、多分彼女達しかいないような気もしたが、先輩としての面子メンツを保つためにも見知らぬふりをした。

　うん、多分知らない人。人違いだよね。聞いたことある声だったけど。

　急いでその場から立ち去ろうとすると声をかけられた。

「あっ、ノートくん」

　どうやら見つかってしまったようだ。

　観念して振り向くと、そこにはやっぱり見知った二人の姿が。

　一方はこちらに手を振って、もう一方は俺達の存在にまだ気がついていないようだった。

「そうやって話を逸そらそうとしても無駄よ、ロズリア。もうその手には引っかからないんだから」

「ほんとですって、エリンさん！　見てくださいよ！」

「信じるわけないじゃない。そこまで私も馬鹿じゃないわよ」

「じゃあ本当にいたらどうするんですか？　どう責任とってくれるんですか？」

「それはもう全裸になって――」

　瞬間、目が合う。

「全裸になってどうするんです？」

「ええと……お風呂に入ろうかしら？　いつも通り」

「なるほど。全裸で街中を徘はい徊かいすると」

「まだそこまで言ってないじゃない！」

　まだってなんだよ。言うつもりだったのかよ……。

　開いた口が塞がらないまま二人の口論を眺めていると、きりっとした目で見つめられる。

「そもそもどうしてこんなところにいるのよ、ノート！　危うく街中全裸ダッシュするところじゃない！」

「理不尽！」

　なんで俺が怒られるんだよ。完全にエリンに非があると思うんだけど……。

「あのー、この変な人達、もしかしてノート先輩の知り合いですか？」

「残念だけど否定できないのが辛つらいところだよね……」

　クーリもだいぶ変わっている方の人種に分類されそうな気がしたが、この光景を見せられたらなぁ……。

　頼むから、言い合いは人目につく場所では止やめてほしい。

「それで隣にいる方はどなたですか？」

　ロズリアは頰に人差し指をあてながら質問をした。

　ニコッと笑いながら目の前の少年は答える。

「クーリ・ルイソンです。ノート先輩の後輩やってます。あと、『迷宮騎士団』にも加入してます。よろしくお願いします」

　俺の後輩やってますってなんだよ。それと『迷宮騎士団』の方をおまけみたいに言うな。

「そうですか。わたくしはロズリアです。ノートくんとはパーティーメンバーであり、恋仲です。よろしくお願いいたします」

「確かにロズリアさん、綺き麗れいですもんね。先輩にぴったりだと思います」

「そう思いますか？　見る目ありますね」

「ちょっと。噓うその情報のまま、話進行しないでくれる？」

　毎度のこと、その類の自己紹介を挟んでくるせいで違和感を覚えなくなってきた。

　今回だって反応が遅れたし。このままいけば、否定し忘れる可能性も出てくるんじゃないか？

「付き合っていないから。ただのパーティーメンバーだから。こういうこと言って、人を困らせることが好きなんだよ」

「えーっ。ノートくん、酷ひどいですよ。人を悪女かなんかみたいに」

「……」

　過去にやった行いを思い出して欲しい。

　どうしたら、そんな自分は純粋な乙女ですよみたいな瞳を浮かべられるんだ。もしかして、記憶喪失なのか？

「クーリ・ルイソン……？　どこかで聞いた名前ね……」

　エリンはというと、会話に参加しないでぶつぶつと呟つぶやいている。

　クーリの手元でくるくると回されるショートステッキに視線が寄せられたと思ったら、その赤い瞳が見開かれる。

「クーリってあの、神童のクーリ？」

「もしかして知り合い？」

「知り合いってわけじゃないけど、有名人だから。私が学園に通っていた時に噂うわさに聞いていたわ。１区の学園にすごい天才がいるって」

「エリン先輩に認知されてるなんて光栄ですね。どうも、今では『堕おちた神童』と呼ばれているクーリです」

　指をくいくいと曲げながらピースをするクーリ。残酷な事実を口にするものの、表情はいつもの通りのヘラヘラとした笑みであった。

「堕ちた神童？　なんかあったの？」

　エリンは不思議そうに尋ねる。

「魔法系スキルが手に入らなかったんですよ。やっぱキツいですよね、スキルなしは。あるのとないのじゃ大違いですもん」

「確かにそれはご愁傷様ね……」

「本当に羨ましいです。エリン先輩、かなりいい魔法スキル持っているでしょ？」

「まあね。どちらかというと、私はスキルだけみたいなところあるから」

　そう答えてエリンは腕を組んだ。人差し指で二の腕を叩たたきながら言う。

「でも、『迷宮騎士団』に入れたわけでしょ、一応？　何軍でやっているのかはわからないけど、採用されるくらいの力は認められたってことでしょ？　昔のように活躍はできないだろうけど、まあマシなんじゃない？」

「ねえ、エリン……」

「何、ノート？」

「クーリ、バリバリ一軍で活躍してるから……」

「えっ、本当っ!?」

　驚いて顔を突き出すエリン。

「魔導士辞めたってわけじゃないわよね……。装備は魔導士っぽいし。まさか魔法スキルなしで、一軍魔導士やってるの!?」

「そういうわけじゃないですよ。魔導士はサブみたいなものです。メインはマッピング担当です」

「マッピング担当ってことは……」

「そうです。僕もノート先輩と同じ【地図化マツピング】のスキル持ちです」

　エリンは笑顔で答えるクーリを見つめる。

　視線を上にあげてしばらく思案に耽ふけった様子を見せると、口を開いた。

「厄介ね……。どうだった、ノート？　その様子だと一緒にダンジョン潜ったんでしょ？」

「正直、俺より強かった」

「あり得る話なのが怖いところね……」

　エリンは息を吐ついて呟いた。

「一瞬でわかってくれるんだ」

「噂通りの才能があるなら、そうなるかもって推測しただけ。それだけイザールでの評判がすごかったから」

「そうなんだ」

「いい噂も悪い噂もね……」

「悪い噂って？」

「色々な女の子に手を出してたとか」

「ああ、それも有名だったんだ」

「現に私の同級生で付き合ってた子もいたはずだしね」

「えっ!?　エリン先輩の同級生って誰ですか？　確か先輩って４区の学園出身でしたよね？　それで年上ってなると、ミファ、アール、メイ、グリィシャ、フェルト……今言った中にいますか？」

「なんでそれだけの条件で五人も出てくるんだよ……」

　俺なんて付き合ったことのある女の子って条件に緩めても誰も出てこないぞ？

　無、無、無、無、無……いくら頑張っても誰も出てこない。

「ミファは知ってたけど、フェルトとも付き合ってたの!?」

「はい……実は……」

　後頭部を搔かきながらヘラヘラしているクーリ。

　こんな無害そうな顔をしておきながら、やっていることはやっているんだよなぁ。

「どうしてノートさん、そんな冷たい視線向けてくるんですか!?　みんなの名前を覚えてたんですよ!?　もうちょっと褒めてもよくないですか!?」

「褒められるハードルが低いから……」

　今まで関係を持ったことのある人の名前を全員覚えているのはすごいかもしれないけど、そんなに関係を持っているとなぁ。

　あまりに住んでいる世界が違いすぎて、俺の物差しで測るのが難しくなってくる。

「でも、懐かしいなあ。やっぱり故郷が同じ人と話せるのは楽しいですね」

「ちょっと、エリンのことも口説かないでよ」

　なんか不安になって、つい間に入ってしまう。

　クーリかっこいいしなぁ。エリンもこういうかっこいい男の子に言い寄られたら、絶対嬉うれしいよなぁ……。

「先輩の狙ってる女の子を口説きませんよ。というか僕、女の子口説くの止めたんですよね」

　クーリは口をすぼめて言った。

「僕、確かに昔はモテてたし女遊びはしてたんですけど、【地図化マツピング】を手に入れてからしばらくの間は女の子が寄り付かなくなったんですよね。それで気がついたんですよ。女の子はみんな僕の才能や将来の地位に惹ひかれて集まってきていたんだって。それでなんか馬鹿らしくなって、女遊びは止めることにしました。まあ、言い寄られれば抱くくらいはしますけど、それだけです。付き合ったりとか、そういう気分にはならないんですよねぇ……」

　いつも通りのような笑みを見せていたが、一瞬だけ瞳に光が失われたのを見逃さなかった。

　置かれた状況が違うため、はっきりしたことはわからないが、彼もまた【地図化マツピング】を手に入れたことで人生が変わってしまった一人なのだろう。

　約束された将来は、そのスキルによって失われてしまった。

　その絶望は夢と幼おさな馴な染じみを失った俺と似通っているのかもしれない。

　だからこそ、【地図化マツピング】のスキルの可能性を切り開いた俺に親近感を持ち、慕ってきているということもありそうだ。

「ノートくん、エリンさん狙ってるんですか？　絶対、止めた方がいいですよ、あんな女……」

「ノートってやっぱり私のこと……」

　不満そうに拳を握るロズリアと、頰を赤らめて口元を緩めてるエリン。

　二人は二人で、またマイペースだよな……。







　エリンとロズリアと合流したということもあり、当初は『迷宮騎士団』の活動拠点による予定だったのだが、その足でパーティーハウスに帰ることにした。

　俺を挟んで右側にロズリア、左側にエリン。

　傍はたから見たら、両手に華みたいな状況だ。

「そういえば、久しぶりですよね。ノートくんとこうして二人っきりになるの」

　ロズリアが腕を摑つかんで話しかけてくる。

　ん？　聞き間違いかな？　思いっきりエリンいるんだけど。俺の左側にちゃんといるんだけど。

「いや、エ――」

「どうかしましたか？」

「どうかしましたかじゃなくて、エリ――」

「じっくり二人きりになれたのって、王都での生活以来でしょうか？」

「あっ、いないことにしたまま、押し切るつもりなんだ……」

　強引にこちらの話を打ち切るロズリアに戸惑いを隠せない。

「あのー、私もいるんだけど……」

　ほらエリンなんて怒るのを忘れて、宙に手を上げたまま視線を泳がせている。どう対処したらいいのか、動揺を隠せていなかった。

「そういえば、ノートとロズリアって私がイザールにいる間、二人で暮らしてたのよね？」

「そうですよ。――って反応しちゃいました！」

「していいのよ！　ていうか、しなさいよ！　無視とか結構傷つくんだから！　学生時代のいじめとか思い出しちゃって！」

　ロズリアが反応したことで、いつもの調子に戻るエリン。

　なんかしおらしいなって思ったら、そういうことだったのね。

「なんかすみません。さらっと闇っぽいエピソード挟むの止やめてくれません？　罪悪感がすごいんですけど……」

「罪悪感を覚えるなら、最初からしなければいいじゃない。そもそも、あんたに罪悪感という感情があったのが驚きなんだけど……」

「酷ひどくないですか？　わたくしも罪悪感くらい覚えますよ」

「……」

　それに関しては全面的にエリンに同意だった。

　罪悪感を覚えるんだったら、パーティークラッシャーなんかになるなよ……。

「それでどうしたんですか？　いきなり昔のこと訊きいてきて」

「だって、気になるじゃない！　私がいない間、二人だったんでしょ？　何があったとか……」

「ははーん。さては不安なんですね。二人で生活している間に何か起こらなかったかと？」

　人差し指をこねくり回しているエリンと、口元に薄うつすらと笑みを浮かべているロズリア。

　ああ、全然両手に華なんかじゃないわ。結局、いつもの口論が繰り広げられるだけだ。ただの激戦地だ。

　これからろくなやり取りが行われないことは百も承知だったが、ここで離れたら何を吹き込まれるかわかったものじゃない。

　何もやましいことはしていないのだ。ここは動じず、どっしりと構えることにしよう。
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「そうよ！　何かあったの？　教えなさいよ、ロズリア！」

「わかりました。いいですよ」

　軽く咳せき払ばらいをすると、ロズリアは口を開いた。

「それはですね……」

「……ごくりっ」

「実は――」

「実は？」

「何も――」

「何も？」

「起こらなかったんですよ！　酷いと思いません、もう！」

「そんなもったいぶっておいて、何もなかったの!?」

　エリンは驚きが隠せない様子だった。ロズリアに詰め寄って、襟を摑んで言う。

「逆に何もないって言われると不安なんだけど！　隠しているとかじゃないわよね！」

「隠してなんかいませんよ。何かあったら自慢しています」

「それもどうかと思うんだけど……。そうなの？　ノート」

「まあね……」

　想像を外れた展開に戸惑いながらも返事をする。

　まさか、ロズリアが噓うそ偽りなく話をするとは……。変な疑いをかけてしまったことに、心の中で謝っておこう。

「意外ね。どうしたの？　ロズリア」

「あの時期は色々込み入っていたんですよ。ノートくんも今のように立ち直ってなかったですし。ふざけた雰囲気じゃありませんでしたから」

「それもそうよね……」

　エリンもジンが死んで、パーティーが崩壊したことを思い出したのだろう。

　目を細めて、口元を引き締めるエリン。

「それにミーヤさんとかいう邪魔者が現れてしまったばかりに……」

「えっ、ちょっと待って!?　誰、それ？　全く知らない女の人が出てきたんですけど！」

「あれ？　もしかして知らなかったんですか？　ノートくんの古い知り合いですよ？」

「何それ!?　初耳なんですけど！　どういうことなの、ノート!?」

　そんなシリアスな雰囲気は、ロズリアの放った一言で跡形もなく消えてしまった。

「あれ？　エリンに言っていなかったっけ？　ミーヤのこと」

「ミーヤって誰よ！　そんな人知らないんだけど！」

「いや、幼馴染の子だよ。前に言わなかったっけ？　『到達する者アライバーズ』に来る前に幼馴染と冒険者活動していて、それでひと悶もん着ちやくあったって」

「それは知っているけど……。って、幼馴染と再会したの!?」

「うん、ロズリアと王都にいる時ね」

「どうしてそんな大事なこと今まで黙っていたのよ！」

「いや、てっきり忘れてたというか……。完全に報告し忘れてました……」

　エリンと再会してからというものの、七賢選抜で騒ぎを起こしたことへの反響だったり、フォースとの再戦だったり、新メンバー探しのことだったりでね？　色々と忙しかったじゃん。

　別に都合が悪かったから黙っていたとかじゃないよ！

　下手に言って、エリンとミーヤが顔を合わせるなんて事態になったら面倒になりそうとか全然考えていないからね！

「なんかあったの？　そのミーヤって子と？」

「何もなかったよ。うん、何も」

「でも、好きだったんでしょ？　本当に何もなかったの？」

「一緒に冒険者活動したじゃないですか！　何もないっていうのはミーヤさんにも失礼なんじゃないですか？」

「ほら！　一緒に活動してたんじゃない！」

　おい、ロズリア……。それ、エリンを怒らせるようにわざと言ってるよね？

　ミーヤを思いやるような素振りなんて全然見せなかったじゃん！　思いっきりいじりまくってたじゃん！　なんでこんな時に限って、急に配慮しだすの！

「それだけよね……それだけだと言ってよね……」

「この街に来るのも一緒でしたよね。仲良く馬車に乗って」

「この街にいるの!?　それも初耳なんですけど！」

　いや、確かに一緒に馬車に乗ってこの街に来たのは本当だけど、あれを仲良くというのは無理があると思う。

　ギスギスしていただけというか、ミーヤがロズリアにからかわれていただけというか。

「もしかして、まだこの街にいるの？」

「はい、ノートくんの影響でダンジョン攻略するらしいですよ」

「なんで、そんなこと黙っていたのよ！　やましいことあったんでしょ！　それなら、一思いに言って！」

　ぎゅっと目をつぶるエリン。やましいこととかないからね、本当に。

「というか、会いに行くわよ。今すぐに」

「それは勘弁というか……」

「なんでよ。も、もしかして陰で付き合っているとか……」

「違うから。逆だから。微妙にまだ仲が悪いんだよ！　会わないって約束しているんだよ！」

「いいから。私に気遣って隠しているんでしょ？　わかってるから。よ、良かったわね……。初恋の幼馴染さんと付き合えて……」

「何もわかってないでしょ、絶対に。頼むからこっちの話訊いて！」

　全然良さそうに思っている表情じゃないよ。

　目から光が失われてるし。口から魂みたいなものが飛び出てるから。

「付き合ってないから！　ミーヤとは本当に何もないんだって！」

「ほ、本当に……？」

「本当だよ。ライバル的な関係になって落ち着いたというか、先にダンジョンを制覇して見返してやろうみたいな？　そういう関係になったんだよ。言葉では上う手まく伝えられないけど」

「仲直りしたわけでもないの？　なんだか、色々とめんどくさそうね……」

「本当、おっしゃる通りだと思います」

　なんで普通に仲直りしないで、歪いびつな距離感に落ち着いてしまったんだろう。

　仕方ない事情があったとはいえ、今となってはもう少し上手いやり方があったのではと思ったりもしていた。

「まあ、そういうわけだから、ミーヤとはこの街に来てから会ってないんだよね。今頃、何してるんだろ。いい仲間見つけたのかな？」

　仲間を見つける方法はいくつかあるが、一番手っ取り早いのは既に有名なダンジョン攻略パーティーに加入することだ。

　ピュリフの街で有名なダンジョン攻略パーティーといえば、『到達する者アライバーズ』に『迷宮騎士団』、そして『天秤と錠前リベレーシヨン』。

　かつては『復讐の戦乙女ヴアルキリー』も有名だったが、投とう擲てき術を使う盗賊のリースが抜けたことで以前の勢いは失われたという話は聞いたことがある。

「『迷宮騎士団』には入ってなかったっぽいし、『天秤と錠前リベレーシヨン』や『復讐の戦乙女ヴアルキリー』に入ったのかな？　それとも別のパーティーか……」

「別のパーティーに入ったっていう情報も聞きませんよね……」

「だよね……。ミーヤがどこかのパーティーに入ったら、絶対街中の冒険者達たちの話題になりそうだし」

「冒険者の話題といえばこの前小耳に挟んだんですけど、なんと遂ついに国がダンジョン攻略に乗り出したみたいですよ。知ってましたか？」

「えっ、そうなの!?　初耳なんだけど」

　国がダンジョン攻略に乗り出すとあれば、ピュリフの街の冒険者勢力事情も大きく変わってくる。

　まさに寝耳に水な情報だった。

「エリンも知ってた？」

「うん。ダンジョンギルドに行った時に、ロズリアと一緒に聞いた情報だから」

　なるほど。そういう経緯で手に入れた情報なのか。

　もう少しダンジョンギルドとかに通って、冒険者界かい隈わいの情報を積極的に手に入れていくべきなのかもしれない。

　情報はあればあるだけ武器になる。情報のアンテナが広ければ、こんなに新メンバー探しに苦労していなかったかもしれないのだ。

「でも、どうなるんだろうね。俺達にとって向かい風となるのかな？」

「どうかしら。国中の人がピュリフの街に集まってくるようになるって考えればメンバー探しも楽になるかもしれないけど。そのパーティーに人員が取られちゃうって可能性もあるから。どっちもどっちじゃない？」

「そうですね。ライバルが増えるって意味ではマイナスにもなりますし」

「要するに一長一短ってことか……」

　特に何をするってわけじゃないが、国がダンジョン攻略に乗り出したことを念頭に置いて、これから動いていった方が良さそうだ。

　国が募集した人員の余りから、『到達する者アライバーズ』に引き入れる。そういったムーブをするのもありかもしれない。

「それにしても、今更どうしてなんだろうね。国ってダンジョン攻略に長い間関わってなかったよね？」

「ノートくんとかの影響みたいですよ。【地図化マツピング】がダンジョン攻略に有用なことが知れ渡って、それならとダンジョン攻略に踏み切ったみたいです」

　俺のせいというより、クーリのせいの方が大きいかもしれない。

　俺の【地図化マツピング】の情報はダンジョン攻略パーティーにしか伝わっていないが、【地図化マツピング】を手にした神童として有名だったクーリがダンジョン攻略に踏み切れば、どうして『迷宮騎士団』がクーリを入れたのか誰しも疑問に思うはずだ。

　トップクラスのダンジョン攻略パーティーに戦闘スキルでない【地図化マツピング】持ちが二人。

　明らかにおかしい状況だ。偶然じゃすまされない一致。

　この一致を機に、世間の人々が【地図化マツピング】がダンジョン攻略に有用だという事実にたどり着いても何らおかしくない。

「国が動き出すって誰が主導なの？　まさか将軍クラスじゃないよね？」

「違いますよ」

「だよね。さすがにそこまで大物は乗り出してこないよね」

「そうじゃないですよ。もっと大物です」

「もっと大物……？」

　ロズリアの言葉に首を傾かしげる。

　将軍よりも大物って……。

「もしかして王族とか？」

「大正解です！」

「マジか……」

　驚きが隠せない。しかし、ロズリアが次に放った一言は更なる驚きをもたらすことになる。

「しかも、王族の中でもかなりの大物。暴虐王女といわれた、レイファ・サザンドールですよ」







[image: ]




　レイファ・サザンドール。

　この国の第三王女であり、王位継承権にて三位を有する人物。

　そんな人物からコンタクトがあったのは、ロズリアからその名前を聞いた一週間後のことであった。

　玄関のチャイムが鳴る。ドアスコープを覗のぞくと、見知らぬ女性が立っていた。とりあえずドアを開けてみる。

　ドアの前に立っていたのは、ショートボブの黒髪の少女であった。

　チャックの開いたパーカーの中からは、腰にレイピアを差しているのが見て取れた。

「どんなご用件でしょうか？」

　とりあえず尋ねてみる。

　一重まぶたの黒い瞳はこちらを凝視していた。

「あなたがノート・アスロン？」

「そうですけど……」

　まさかの自分をご指名ときた。見知らぬ人間からの訪問に警戒していると、彼女は口を開いた。

「ノート・アスロン。レイファ殿下からの面会の要請。ただちに家を出る用意をして」

「はい？」

　ちょっと待て。誰だ、君？

　そもそもレイファ殿下って？　あのレイファ・サザンドールのことか？

　全然状況についていけない。戸惑っていると、少女は告げる。

「あなたのような一般冒険者にレイファ殿下が顔合わせしてあげると言っている。待たせないで」

「あの……もしかして今から？　予定入っているんですけど……」

　今日はこれから『迷宮騎士団』の二軍とのダンジョン探索の予定が入っている。

　いきなり面会だなんて言われても困る。

「それは殿下との面会より重要なこと？」

　少女は眉をひそめる。身長はそこまで高くないため見上げる形になった。

「重要も何も先に入っていた予定ですし……」

「殿下の要請を断る？」

「そういうわけじゃないですけど……」

「だったら、早く来て。殿下の貴重な時間を無駄にしないで」
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　話が通じないのかな？　こっちにだって予定があるのに、事情を慮おもんぱかってくれない。

　しかも、ずっと凝視してくるせいでやけに迫力を感じる。

「これ以上反抗するなら、王族権限であなたを捕らえる。レイファ殿下からは何をしてでも連れてこいと承っているから」

「マジっすか……」

　なんて横暴なんだ。ただ躊ちゆう躇ちよしていただけで反抗の認定をされるなんて。

　こう言われては下手に出るほかない。

『迷宮騎士団』の人達には悪いけど、ダンジョン探索は後日に延期してもらおう。

「わかりました。じゃあ、予定をキャンセルするのでその連絡をするくらいは時間をもらえませんか？」

「話を聞いてる？　殿下の貴重な時間を無駄にしないで」

「30分あれば充分なんですけど……」

「もう一度だけ忠告する。殿下を待たせないで」

「わ、わかりました！　じゃあ、せめて家の人に伝言を頼むくらいはしていいですか？」

「これが最終忠告。殿下を１分１秒たりとも待たせないで」

「わかりましたよ！　すぐ行きますから！　行けばいいんでしょ、行けば！」

　こっちの要求は受け入れる気がないってか。全く困った来客だ。

　まあ、反逆罪とかで捕らわれるのは怖いので、従うことにする。

　だって、ビビるじゃん。王族からの使者なんて、来るの初めてだもん。

　何、話したらいいの？　全然わからないんですけど。

「あのー、一体どういう用件なのかくらいは教えてもらえないでしょうか？」

「静かについて来る。いい？」

「はい……」

　用件を聞くのも許されないみたいだ。

　この人、厳しすぎじゃありませんかね……。







　少女に連れられてきたのは、ピュリフの街で最も有名な高級ホテルの前であった。

　どうやら殿下とやらは、このホテルの一室に滞在しているらしい。

　そこに俺は連れてこられているというわけだ。

「殿下の前で無礼を働いたら、どうなるかわかってる？」

　少女は目を細めながら、すごんでくる。

　もちろん、俺は時と状況をわきまえられる人間だ。呼び出され方に不満はあるものの、そのくらいの配慮は忘れない。

「はいはい。畏かしこまっていればいいんでしょ」

「何、その言い方。殿下の付き人であるわたしにそういう態度を取るということは、殿下への不敬と取る」

「え？　あなたにも？」

　どうやら俺は時と状況をわきまえられない人間だったらしい。

　速攻で怒られてしまった。というか、この人の判定厳しいだけだよね。絶対。

「ほら、早くして」

　少女に急せかされて、ホテルの中に入る。

　それしても第三王女とやらは、一体俺に何の用があるんだろう。

　呼ばれる心当たりが全くない。

　王族の人間なんかと顔を合わせたことなんてあるわけないし、個人的な因縁があるわけでもない。

　そうなると、『到達する者アライバーズ』自体に用があるということになるのだが、それなら俺を指名する意味がない。

『到達する者アライバーズ』のリーダーはフォースである。『到達する者アライバーズ』に用があるなら、彼を指名するのが自然な流れだ。

「ソフィーです。ノート・アスロンを連れて参りました」

　フードをかぶった少女はドアをノックして、そう口にした。

　しばらく間が空いて、部屋の中から声が聞こえる。

「入っていいわよ」

「ありがとうございます」

　どうやら彼女の名前はソフィーというらしい。ソフィーは丁重にドアを開いた。

　豪勢なシャンデリアが天井に設しつらえられた、広い部屋が目に映る。

　深紅色のカーペット。その先にある椅子には一人の少女が座っていた。

　ウェーブがかかった金色の長髪は椅子の肘掛けにかかっている。

　腕と脚を組んだ少女は見下ろすようにこちらに視線を向けた。

「ほお、貴方あなたがノート・アスロン――」

　青色の瞳が全身を嘗なめ回すように動かされる。

　不自然なほど上げられた口角に気味悪さを覚えた。

「【地図化マツピング】を使用したダンジョン攻略の第一人者であり、『到達する者アライバーズ』において、盗賊として20階層までの攻略を進めた功労者。間違いない？」

「まあ、そうですけど……」

「何、そのはっきりとしない物言いは。殿下の前なのを忘れないで」

　ソフィーは先ほどよりも剣幕を増して睨にらんでくる。

　そんなこと言われても、『到達する者アライバーズ』が20階層まで攻略できたのは俺の手柄じゃない。

　パーティーのみんなが強かったおかげだ。【地図化マツピング】を使ったダンジョン攻略だって、俺の案ではない。

「そのくらいの無礼は許してあげなさい、ソフィー」

「はい」

　レイファの言葉に、ソフィーは一歩下がって頭を下げた。

「それで、ノート・アスロン」

　レイファは脚を組み替えると、口を開いた。

「『到達する者アライバーズ』を辞めて、私の作るパーティーに入りなさい」

「……は？」

　俺はレイファの言葉に耳を疑った。何かの聞き間違いかと思った。

「『到達する者アライバーズ』を辞めて、私の作るパーティーのマッピング担当になりなさいと言ったの」

「……え？」

　どうやら何も聞き間違いじゃなかったようだ。

　あまりの驚きに開いた口が塞がらない。

「何かおかしいことがある？」

　レイファはこちらの驚きよう愕がくがさも不思議といった様子で尋ね返してくる。

「私がダンジョン攻略に踏み切ったことはご存じなくて？」

「それは知っていますけど……」

「なら簡単な話でしょう。ダンジョンを攻略するパーティーにはマッピング役が必要でしょう。その役割に貴方を任命すると言っているのよ」

「突然そんなこと言われましても……」

　とっても困る。こっちにはこっちの事情がある。

　せっかく『到達する者アライバーズ』を立て直すことができたのに、それを辞めろって。横暴すぎるだろ。

　暴虐王女という異名は知っていたが、まさかここまで無茶苦茶な物言いをしてくる人間だとは。

　半年前にその提案を持ちかけられていたら、迷っていたところだったかもしれないが、今は仲間達たちがいる。

　レイファの勧誘に応じるなんて以もつての外ほかだ。

「俺には『到達する者アライバーズ』がありますし、レイファ様の作るパーティーには入ることはできませんよ」

「話を聞いている？　こっちは入ってくださいじゃなくて、入りなさいと言っているの。命令しているのよ」

　レイファは頰に人差し指を押しあてながら言った。

「別に貴方にとっても悪い話ではないわ。私の作るパーティーに入れば、ダンジョンの最奥まで連れていってあげる。そのための人員だって集まっている」

　そう口にすると、レイファは部屋の中にいる神官服の男に目を向けた。

「そこにいるのは元最高位異端審問官、最強の神官兵士ギルベルト・アインザック。異教徒との戦闘において、単騎で城を攻め落としたとされる伝説の男よ」

　短髪の中年男は一瞬だけ視線をこちらに寄よ越こすと、興味がなさそうに視線を戻して、手にしていた本を読み続けていた。

　神官兵士。確か神官系統の戦闘職バトルスタイルだったはずだ。

　神官と同じく回復系統の神聖術を用いることができるが、他にもメイスなどを用いた打撃系の戦闘も得意とする。

　攻撃と回復どちらもできるといえば聞こえが良いが、並の人間がそれをやろうとするとどっちつかずになってしまうことが多い。上級者向けの戦闘職バトルスタイルだ。

　どうやらこの男はこの難しい戦闘職バトルスタイルを使いこなしているらしい。

《索敵》で感じられる気配からはフォースと同等――いや下手したらそれ以上といった実力を感じていた。

　最強の神官兵士とレイファが銘打ったのも、そう間違っていないのかもしれない。

「他にも【打撃術・極】を持つ人間や、現七賢者のミル・ガンダクも用意しているわ」

「ミルって、この前の七賢選抜で七賢に選ばれた、あの？」

　確かユイルに連れていってもらった10戦で最初に見物したのが、《魔法剣舞》使いのミルと空間魔法の使い手であるエスカーとの試合だったはずだ。

　あの時は惨敗してたけど、他の候補者が全員棄権してしまったから、結果的に七賢者になったんだったよな。

　そのせいか、巷ちまたでは最弱の七賢という蔑称で呼ばれているらしいが。

「そうよ。七賢選抜では不ふ甲が斐いない戦いばかり見せていたけれど、彼女の実力は本物よ。10戦というルールでは他の魔導士に遅れを取ったけれど、彼女の本領は接近戦も行えるオールラウンダー性にある。剣士であり、魔導士でもある。ダンジョンに挑んだことのある貴方なら、その有用性がわかるんじゃないかしら」

　確かにレイファの言い分には頷うなずけるところがある。

　冒険者のパーティーは基本的にモンスターの矢面に立つ前衛と、後ろで回復やら遠距離攻撃で戦う後衛で構成されている。

　前衛にはタンクという役割があるように、後衛の人がモンスターに狙われてしまうと、どうしてもパーティーが崩れがちになってしまう。

　後衛はパーティーの要であり、同時に弱点にもなり得る存在だ。

　でも、レイファの作るパーティーにはギルベルトとミルがいる。

　どちらも珍しい前衛で戦える後衛職の人間だ。しかも、経歴によってその実力は保証されている。

「貴方は『到達する者アライバーズ』を再結成させた。だけど、所詮『到達する者アライバーズ』は21階層で躓つまずいたパーティー。私が作るパーティーなら、21階層だって突破できる。ダンジョン制覇を可能にするだけの力は用意したわ。あとは貴方がこのパーティーに入れば、すべて完璧になる」

　俺の方を見て、レイファは続けた。

「貴方が入れば、私はダンジョン制覇できる。貴方もダンジョン制覇者の栄誉を得られる。どちらにも得な提案でしょう？」

　当初、王都から王家の人間がダンジョン攻略に乗り出すと聞いた時は、どうせ失敗するだろうと高を括くくっていた節があった。

　ダンジョンは並の冒険者では太刀打ちできない、世界最高峰の異界である。

　そこに部外者が乗り込んだところで、そう簡単に踏破できるはずもない。

　だけど、レイファは万全な準備でダンジョンに立ち向かおうとしている。

　メンバーだけみたら、『到達する者アライバーズ』や『迷宮騎士団』に引けを取っていない。

　彼女は本気だ。本気でダンジョンを攻略する気だ。

「どうしてダンジョンを攻略したいんですか？」

　もちろんレイファの要求を吞のむつもりはない。

　興味本位で、どうしてそこまで本気なのか。ただ聞いてみたかった。

「なんでかって？　決まっているでしょ？　欲しいものを手に入れるためだったら、どんな手でも使う。それがレイファ・サザンドールの矜きよう持じだから」

「欲しいものってダンジョン攻略者の栄誉をってことですか？」

「ダンジョン攻略はあくまで手段よ。目的は別にあるわ」

「目的って――」

「王の座。それだけに決まっているでしょう？」

　レイファははっきりと言い切った。

「人類未到のダンジョン。それを制覇するという偉業を成した王女とあれば、いくら父や姉上達でも私を認めざるを得ない」

「そのためにダンジョン攻略を？」

「そう言っているじゃない」

　レイファの言葉には迷いが感じられなかった。それが俺にはどうにも異質に思えた。

　王になりたい。その気持ちは理解できる。王族に生まれれば、一度は考えてしまう欲望なのかもしれない。

　だけど、ダンジョン攻略は命の危険が伴う。死んでしまうことだってあるのだ。

　ダンジョン攻略という方法は、王になるという目的にとってハイリスクすぎる方法だ。

　リターンが見合っていないような気さえしてくる。

「そこまでして王になりたいんですか？　命をかけてまでも」

「当たり前でしょう。王になれなければ、死んだも同然」

　レイファの瞳には淀よどみはない。彼女は本気で命をかけている。

「どうして……」

「どうしても何も、王の子供に生まれたからには王を目指して当然のこと。人民の頂点に立つ権利があるのに、自ら諦めて誰かの足元で甘んじるなんて、愚かではないかしら？」

　レイファはそう言って、微笑した。清すが々すがしさを全く感じない、気持ち悪い笑みだ。

　これが暴虐王女の本性。自分に逆らう者を次々と力と謀略でねじ伏せ、実姉への暗殺を企てたという噂うわさの持ち主。

　幸いにも暗殺は事前に食い止められたが、それにより実父である現国王から見放されたという話は聞いたことがある。

　そんな人物からの勧誘。断って、無事に済めばいいが。

「どうして俺なんか勧誘するんですか？　同じ【地図化マツピング】持ちなら『迷宮騎士団』のクーリの方が上だと思いますよ」

　とりあえず、さりげなく諦めてもらう方向性に持っていくことにする。

　別にクーリのことを売っているわけではない。

　ただ、わざわざ俺を指名する理由が思いつかなかったから、名前を持ち出しただけだ。

「クーリという少年についてはもちろん知っているわ。優秀な魔導士であると。でも、私の理想のパーティーメンバーには入らない。私が思い描く理想のパーティーは、弱点がないパーティー。クーリの実力は確かなものかもしれないけれど、彼の能力は後衛としてのもの。決して一人で戦えるわけではない」

「俺だって一人で戦えるわけじゃないですよ。周りのサポートがあってのものです」

《魔法掌底スペルシヨツト》による攻撃だって、エリンの罠わな魔法があってのものだ。決して一人で戦えるわけじゃない。

「そう？　七賢選抜の会場からエリン・フォットロードを連れ去ったのに？　あれほど厳重な警備だったにもかかわらず逃げおおせるなんて、普通の人間にはできないわ」

　どうやらレイファは七賢選抜での出来事を完全に把握していたようだ。

　ミルとのパイプもあったことだし、もしかしたらあの会場にいたという可能性だってあるのかも。

「それに私は貴方あなたを戦闘能力以外の面でも評価しているわ」

「それはまたどうして？」

「だって、貴方は私と同じタイプの人間だから」

　レイファは艶やかな唇を撫なでながら言った。

「目的のためには手段を選ばない人間。自分の目的を叶かなえるためだったら、他人の幸福を蹴落とすことを躊躇ためらわない異常者。違う？」

「散々な言われようですね……」

「だって、そうでしょ。エリン・フォットロードはあの七賢選抜で確実に七賢者に選ばれていたはずだった。それを貴方の我わが儘まま一つでひっくり返した。自分の目的のために、彼女の将来と幸福を奪い取った。何か間違っているかしら？」

「……何も間違っていないですよ」

　それは俺自身だって理解していることだ。

　自分の夢のために、エリンの人生を歪ゆがめてしまった。

　エリンは別に気にしていないと言っていたが、どうしても気にしてしまうのが現実だ。

　それにエリンだけじゃない。俺はネメが作ったパーティーを間接的に解散させて、平和に暮らしていたいといったロズリアまでもダンジョン攻略に巻き込んだ。

　俺はどうしようもない人間だ。レイファの言う通りの最低な人間だ。

「貴方は私と同じ異常者。けれど、何かを成し遂げるのは決して凡人じゃないわ。私達のような異常者にこそ、前人未到のダンジョン制覇という栄誉は相応ふさわしい」

　そう口にするレイファの顔には確信の表情が浮かんでいた。

「どう？　もう一度訊きくわ、ノート・アスロン。貴方、私の作るパーティーに入りなさい」

「確かにレイファ様の言う通りなのかもしれないです……」

　俺は俯うつむきながら、口を開いた。

「俺はあなたと同じように目的のためだったら、手段を選ばない人間なのかもしれない。本当は冷淡な人間なのかもしれない。自分の夢のためだったら、周囲にいる人を不幸にしてしまう選択肢を選んでしまうのかもしれない」

「だったら――」

「だけど、俺の夢は『到達する者アライバーズ』でダンジョンを制覇することなんですよ。俺一人がダンジョン制覇すればいいってわけじゃない。ということでお断りします」

　俺はレイファに向けて言い放った。言い放ってやった。

　相手が暴虐王女？　知ったことか。

　俺は最低な人間だ。そんな最低な人間に四人もついて来てくれたのだ。

　そんな仲間を裏切るような真ま似ねできるかよ。これ以上最低な人間になれるかよ。

「そう。やはり交渉は決裂みたいね」

　レイファは笑っていた。やはりという言葉に背筋が凍る。

　この状況は彼女の想像通り。動き出そうとする前に、既に詰んでいたことを確信する。

「ソフィー、手て筈はず通りに始めなさい」

「はっ！」

　いつの間にか至近距離に迫っていた少女は、レイピアを構えていた。

《離脱ウイズドロー》で跳ぼうとしたが、虚を突かれたせいで一瞬だけだが反応が遅れる。

「《六連刺突》っ！」

　華麗な連撃。身体からだを捻ねじって躱かわそうとするも、避けきれず一撃が太ももに入った。

　熱い痛みとともに床に叩たたき付けられる。

「命が惜しければ抵抗しないで」

　ソフィーはレイピアを頭上に突きつけながら告げる。

　なんて奴やつだ。完全に実力行使で来やがった。

　ここは室内だ。ホテルの一室とあれば、よっぽどの騒ぎにならない限り、人の目には留まらない。

　しかも相手は王族ときた。多少の犯罪ならもみ消すことも可能だろう。

　要するにこの部屋に連れてこられた時点で勝敗は決していた。

　流石さすが謀略に長たけた王女だけはある。踏んできた場数が違う。完全に油断していた。
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「そっちがそう来るなら――」

「一つ忠告しておく。手元の罠魔法を起動しても無駄。その前にわたしのレイピアはあなたの頭部を穿うがつ」

　しかも、完全にこっちの手の内がバレている。

　どうしてだ？　ごく限られた人間しか、俺の奥の手は知らないはずだ。

《罠探知》は盗賊系統の戦闘職バトルスタイルにしか使えないはずだ。

《六連刺突》は騎士の戦闘職バトルスタイルが使えるアーツだ。彼女の戦闘職バトルスタイルは騎士で確定である。

　狩人かりゆうどなどの戦闘職バトルスタイルも似たような罠察知アーツは使えるが、少なくとも騎士の戦闘職バトルスタイルにはそのようなアーツはなかったはずである。

「わかった。降参する」

「素直に信じるわけない。手袋は預からせてもらう」

　ソフィーに奪い取られる手袋を見て、俺は敗北を悟ったのであった。
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「で、いつになったら解放してくれるんですか？」

「決まっている。あなたがレイファ殿下の作るパーティーに入ると約束するまで」

　現在、俺はというとレイファと話していた部屋の隣の部屋に移されていた。どうやら王女様はこのホテルの一フロアごと貸し切っているらしい。

　腕と胴にはしっかりと拘束が施されている。見張っているのはソフィーのみだが、俺が何か行動を起こさないようにしっかりと目を凝らしていた。

「それじゃあ、一生解放されないってことですね」

　幸いにも、すぐには俺に危害を加えるつもりはないようだ。

　拷問でもされたらどうしようかとビビッていたが、パーティーに入れるという目的のため、そう手荒な手段を用いるのは得策でないと考えたのだろう。

　少なくとも、自主的にパーティーに入るという言質を取りたいらしい。拘束をしている時点で自主的かどうかは怪しいところだけど。

「このまま縄で縛られたまま死にたくないようなら、殿下に従うこと。いい？」

　レイファに言いつけられた通り、ソフィーは俺を監視して、こちらが折れるまで見守り続けるつもりらしい。

　大した忠誠心だ。どうしてそこまであの王女に従う気になるのか、不思議なものだ。

「変な動きを見せないで。抜け出そうとするなら容赦なく刺すから」

　身体のポジションを調整しただけなのに咎とがめられる。

　先ほどソフィーに刺された太ももは神官兵士の男に治療してもらえたが、あの時の痛みは覚えている。

　殺すつもりはないとわかっていてもひるんでしまうのが、人間の性質ってやつだ。

「身体の位置を変えただけですよ。抜け出したりしないですから」

「信じられない。あなたが《罠解除》を使うのは知っている。この拘束だって解くことはそう難しいことじゃないはず」

　ソフィーは目を光らせながら、こちらに切っ先を向けてくる。

　彼女は【高位鑑定】のスキルを持っているらしい。それによって、こちらのスキルや使えるアーツを見破れると言っていた。

　もしそれが本当なら厄介なことこの上ない。こちらの手の内はすべてバレて、拘束されているという不利な状況にいる。

　ソフィー自体もダンジョン攻略パーティーの一軍レベルの実力は持っているんだろう。

　虚を突かれたとはいえ、俺を一瞬で制圧したのだ。

　まさに八方塞がり、現実的に考えて脱出は不可能だ。

　まさか人生最大の窮地がダンジョンではなく、街の一室で繰り広げられるなんて想像もしなかった。

「反抗したりしませんって。手痛い目には遭いたくないですし」

「だったら、さっさと殿下に従って」

「それも無理って言っているじゃないですか。なんと言われても折れませんよ」

　刃を向けてくるソフィーを見上げながら吐き捨てる。

　いくら武力で脅そうとも無駄だ。それだけは譲ることができない。

　俺を信じてついて来てくれた仲間。それを見捨てるような真似ができるものか。

「こちらの提案じゃ駄目なんですか？　現在、『到達する者アライバーズ』には一枠分冒険者が足りません。王女様に相応しい力があるとわかればそこに入れることだったら、可能ですよ」

「何度も言っている。こちらも譲るつもりはないと」

　ソフィーのレイピアが窓から差し込む光を反射していた。

「レイファ殿下は自力でダンジョン攻略をすることを必要としている。殿下が『到達する者アライバーズ』に入ってダンジョン制覇したとしても、周囲の人間はダンジョン攻略パーティーに連れられてダンジョン制覇しただけの王女として扱う。その程度の功績では、王の座を与えられないかもしれない。殿下が確実に王の座に就くためには、殿下自身が作ったパーティーでダンジョン攻略をすることが大事なの」

　どうやら向こう側にも譲れない理由があるらしい。

　相当厄介な状況だ。自身の作ったパーティーでダンジョン制覇を成し遂げなければならないレイファと、何としてでも『到達する者アライバーズ』でダンジョン攻略をしたい俺。

　相あい容いれない二人。どちらかが折れない限りこの問題は解決しない。

　そして、そのどちらもが折れる気はないときた。

「はあ……」

　大きく息を吐く。要は俺とレイファの根比べだ。

　今から張り詰めていても精神的に持たない。それだったら、体力を温存して来たるべきチャンスに備えていた方がいい。

「それにしても、どうしてソフィーさんはあの王女に付き従っているんですか？　いくら貰もらったんですか？　それとも何か弱みでも？」

　気分転換がてら、ソフィーに雑談を持ちかけることにした。

「違う。わたしが殿下に忠誠を尽くすと決めただけ」

「忠誠を尽くすほどの人格のようには思えないんですけど……」

「それは殿下を愚弄しているの？」

　一歩近づいて、レイピアを構え直すソフィー。

　どうにも融通の利かない人間だ。このくらいの軽口くらい許してくれよ。

「違いますよ。いいから剣を下ろしてください」

「だったら、無駄口を叩かないで。殿下に従うと決めた時だけ口を開いて」

「そう言わずに。ソフィーさんがどうしてあの王女様に従うようになったか教えてくれませんか？　そうすれば俺の見る目も変わって、パーティーに入るようになるかもしれませんよ」

「それもそう……？」

　ソフィーは顎に手を当て、考える素振りを見せながら言った。

「わかった。特別に話してあげる」

　そう口にすると、彼女は近くにあった椅子に腰掛けた。

　レイピアを手放していないところを見るに、未いまだ警戒は続けているようだ。

「わたしは昔、貴族だったの」

　ソフィーはそう言って話し始めた。

「でも、お父さまとお母さまが死んで、わたし一人だけになってしまった。お父さまは生前に悪いことをやっていたみたい。そのせいで貴族の爵位を剝奪されて、わたしまでもが後ろ指を指されるようになった。そこに手を差し伸べてくれたのが、殿下だったというわけ」

「あの王女様にも意外と優しいところがあるんですね」

「別にそういうわけではないと思う。レイファ殿下は自分の得になることしかしない人間だから。近くにいたわたしが一番わかってる。多分、殿下はわたしに利用価値を求めて、恩を売った。それだけのこと」

　確かにそっちの方が理解できる。

　レイファと話した時間はそう多くないので正確なことは言えないが、彼女に善性というものが備わっているようには思えなかった。

「それでもわたしは充分だった。周りの人がみんな非難してくるなか、レイファ殿下だけが味方をしてくれた。たとえ、わたしという駒を手に入れたいだけだったとしても、その期待に応えたかった。受けた恩はしっかり返すと決めた」

　ソフィーは真っ直すぐにこちらを見据えると言った。

「だから、わたしは世間がどう言おうとレイファ殿下に付き従うの。殿下が非道な手段を選ぶ人間だとしても、わたしだけは殿下の味方。そう誓うことにした」

　ソフィーはレイピアのグリップを握り直すと言った。

「わたしはレイファ殿下のためだったら、なんでもできる。たとえ拷問であろうとも、必要ならやる。早めに降伏して、殿下のパーティーに入った方がいい。どうせ入ることになるなら、痛みはない方がいいでしょ？」

　その淡々とした話しぶりから、彼女の覚悟が窺うかがえた。

　ソフィーはやれと言われれば、本当に実行するタイプの人間だ。

　レイファがあのような異常者なら、その部下もまたまともではないということだ。

　厄介だ。拷問なんかで屈するつもりはさらさらないが、命あってのダンジョン攻略だ。

　彼女達たちを逆上させて、殺されてしまえば、フォース達にどう顔向けすればいいのかわからない。

　とりあえず時間稼ぎをして、ソフィーに隙ができるのを待つことにしよう。それくらいしか、今の俺にできることはなかった。







　俺が縛られてから、既に３時間以上経たっただろうか。

　しびれかけている手足にどうにか血液を流そうと身体からだを動かしていると、ソフィーがそれを見み咎とがめる。

「動くなと言っている」

「そうは言われましても、キツいんですもん。もう少し緩く縛ってくださいよ」

「そんなことをしたら、逃げ出す」

　だいぶ時間は経ったものの、依然警戒を緩めないソフィー。

　なんとか雑談で気を逸そらせないかと試みているものの、なかなか話にも付き合ってくれない。

　忠誠心は本物のようだ。彼女を崩すのは不可能なようだ。

「そろそろ一発痛い目見ないとわからない？」

　それにソフィーはこの膠こう着ちやくした状況にいら立ってきている。

　なかなか折れようとしない俺に対して、攻撃的な手段で解決しようという思惑が透けてきていた。

「でも、王女様にはなるべく手荒な真ま似ねはしないように言われているんでしょ？」

　ソフィーに攻撃されては堪たまったもんじゃないので止めに入る。

　だけど、彼女はこちらの意にそぐわない姿勢を見せてくる。

「なるべくだから。別に手荒な手段を取らないように言われたわけじゃない。わたしの優先するべき役割はあなたをパーティーに入れること。そこをはき違えてはいけない」

「でも、このまま縛り続けてたら、もしかしたらですけど仲間になるかもですよ。そう切羽詰まって、暴力に訴えかけないでも」

「あなたは仲間になる気はないと言っていた。このまま放置しても、折れない。だったら、ダメ元でいたぶるのも悪くない」

　どうやら限界のようだ。これ以上引き延ばすのは難しそうだ。

　これから訪れる痛みに耐える覚悟をし始めていると、部屋のチャイムが鳴った。

「鳴ってますよ」

「知っている。レイファ殿下かも」

　ソフィーはこちらを見張ったまま、ドアに近づいていく。

　一秒も視界から外さないところがまた油断ない。

「殿下ですか？」

　そう言ってドアを開けると、そこには意外な人物がいた。

「ノート先輩いますかー？　ってあれ？　女の人？　もしかしてお取込み中だったですか？」

　場違いなほどに能天気な声。忘れるわけもない。

『迷宮騎士団』のマッピング担当であり、神童と謳うたわれた魔導士、クーリ・ルイソンである。

「女の子とホテルで二人っきりって、やっぱ先輩もやることやってるんじゃないですか！　しかも、縄で縛られているってＳＭプレイですか？　随分マニアックな趣味ですね。僕もそんなのやったことないですよ」

　しかもなんか盛大に勘違いされているし。

　ＳＭプレイじゃないから。完全に監禁されているだけだから。

「ノートくんがＳＭプレイ!?　それ本当なんですか!?」

　物もの凄すごい剣幕でドアから顔を覗のぞかせてきた人物がもう一人。

　我がパーティーの聖騎士ロズリアだ。

「まさかそんな性癖があったとは……。だから、わたくしは今まで落とせなかったんですね！」

　納得した表情をするな。違うから！　そんな性癖全くないんですけど！

　というか、一体どういう組み合わせなんだろう。ロズリアとクーリって。

　それにどうやって、ここに来る羽目になったのかも気になるところだ。

　とりあえず誤解を解くことから始めよう。

「違うから！　連れ去られて監禁されたの！　レイファとこの女に」

「やっぱりそうでしたかぁー」

　クーリは朗らかな笑みを浮かべながら言った。

「先輩がうちのパーティーとの約束の時間に来ないからおかしいと思ってたんですよー。寝坊でもしているのかなと『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスに呼び出しに行ったんですけど、そこにいるロズリアさんも先輩の行方を知らないときて。何かあったのではと《探知》使ってみたんですよ。そしたら、この部屋にいるときたじゃないですか」

　ナイス、クーリ。さすが俺にできることは大体できてしまう、天才【地図化マツピング】魔導士だけはある。

　こちらの居場所の特定もお手の物ってわけか。

　それにソフィーが『迷宮騎士団』への言こと伝づてを許してくれなかったのも、いい方向に働いた。

　言伝ができていたら、クーリ達は俺を探そうとしなかったはずだ。

「ノートくんがＳＭプレイヤーじゃなくてよかったです。いや、別にノートくんにそういう趣味があっても全然受け入れるんですけどね。色々と勉強しますよ。ＳでもＭでもバッチリこなしてみせます！」

　何の宣言だよ。性癖の話はどうでもいいから、早く助けてほしいんですけど。

「先輩も罪な男ですねー」

　クーリまで加わってきているし。ちょっとソフィーも面食らっているからね。

「賑にぎやかしはいいから、助けてくれない？」

「わかりました！　この女の子を倒せばいいんですね」

　ロズリアは聖剣フラクタスを召喚する。ソフィーの額には冷や汗が浮かんでいた。

「【聖剣の導き手】っ!?　どうしてそんな特級スキル持ちがこんなところに!?　聞いていた話と全然違う！　『到達する者アライバーズ』の聖騎士は大した功績もない神官上がりの冒険者だと聞いていたのに……とんだ化け物っ！」

【高位鑑定】によって明らかになったロズリアのスキル構成に、ソフィーは臆しているようだった。

　ロズリアも好機と見たのか、光り輝く切っ先を向けながら言う。

「ノートくんを解放してくれるなら、今回はただで見逃してあげます。引くなら今のうちですよ」

「引くわけにはいかないっ。殿下の命令だから」

　ソフィーもここで矛を収めるほど、物分かりのいい人間ではない。

　彼女には彼女なりの引けない理由があった。

「ロズリア、油断しないで。その子、かなり強いから」

「わかっていますよ。ノートくんを捕らえるくらいの実力はあるってことですもんね」

　油断をしていないようで安心した。

　一瞬の隙をついて縄を解くと立ち上がった。

「これで三対一だ。今回は大人しく見逃してくれない？」

　できることなら、ソフィーとの戦闘は避けたかった。

　隣の部屋にはレイファやギルベルトが控えている。騒ぎを聞きつければ、彼らもやってくるはず。

　二人が参戦するとなれば、状況は三対三になってしまう。

　そうなると戦闘スキルを持っていない人間が二人いるこちらが不利になってしまう。

　それにいくらロズリアとはいえ、最強の異端審問官であるギルベルト相手には分が悪いように思えた。

「ここで騒ぎを起こせば、王女様にも迷惑がかかるんじゃないですか？」

「そうだけど……」

　ソフィーは判断に迷っている様子だ。視線が俺とロズリアを行ったり来たりしている。

「どうします？　先輩。この距離なら《魔弾マジツクミサイル》を使ったサインで、僕らのパーティーの人呼べちゃいますけど。念のため救援に来てもらいますか？」

　クーリのこの言葉で、ソフィーは勝算がないことを悟ったようだ。

　構えていたレイピアを下げ、こちらを睨にらみながら呟つぶやいた。

「……わかった。今回だけは見逃してやる」

　今回だけは、か。できれば、ずっと見逃して欲しいんだけど。

　そう文句を言いたかったが、ここで軽口を言ってもソフィーを刺激するだけだ。

　彼女をむやみに刺激して、戦闘にでもなったら面倒この上ない。

「わかりました。とりあえず、今日は遅いですし、帰りますからね。もうこんな荒っぽいことしないでくださいよ」

　代わりに無難な一言を告げる。

　しかし、当のソフィーはというと。

「保証はできない。レイファ殿下はなんとしてでも、あなたを手に入れようとするはずだから」

　といった口ぶり。全然諦める気はなさそうだ。

　俺はというと、その返答に無言で答えることしかできなかった。







「あの人はどうしてノートくんを捕らえていたんですか？」

　ロズリアとクーリのおかげでレイファの監禁から抜け出すことができた俺は、二人とともにホテルを後にした。

　もちろん、二人はレイファと顔を合わせていないため、どうして俺が捕らわれていたかを知らない。

　理由は説明しておいた方がいいだろう。

「王女のレイファがダンジョン攻略に乗り出したって話は前にロズリアがしていたじゃん。そのレイファに今日、急に呼び出されたんだよ」

「えっ、あの暴虐王女にですか？」

「うん。それでホテルに着いたら、いきなり私の作るパーティーに入りなさいって言われて。断ったら拘束されたんだよ。『到達する者アライバーズ』を抜けて、私の作るパーティーに入ることを了承するまで逃がさないって」

「それはまた、荒っぽいやり方ですね……」

「本当だよ。今日の一件で反省して、諦めてくれるといいんだけど……」

　そうはならないだろうなという予感を胸に秘めながら口にする。

　ソフィーが去り際に言っていた通り、レイファは一度失敗しただけで諦めるようなタマじゃないだろう。

　レイファが諦めないとあれば、その配下であるソフィーも動いてくることは確実だ。

　もう一度、彼女らと矛を交える可能性も出てくる。その時のために何か予防策を立てておかないといけないかもしれない。

　俺がそんなことを考えていると、クーリが意外なことを口にした。

「僕、そのレイファって人と会ったことありますよ」

「えっ、そうなの!?」

「はい。その人がこの街に来たばっかりの時でしたかね？　一度呼び出されて会いました」

「一体、何を話したんですか？」

　ロズリアの問いかけにクーリは答える。

「【地図化マツピング】のことを中心に聞かれましたね。スキルの特徴とか、どう活いかしているかとか。僕にはあんまり興味はなさそうでしたね。その頃から先輩を狙っていたんでしょうか？」

　既に情報収集は済ませていたということか。用意周到なことだ。

　やはりレイファは侮れない相手なようだ。

「いやぁー、あのレイファさんって王女も見る目ありますね。ノート先輩に目をつけるなんて。さすがって感じです」

「いや、どこに感心しているんだよ……」

　もしかしてあのレイファ相手でも、こんな調子で話していたんじゃないよな？

　能天気な後輩のことが少し心配になってきた。

「それでノートくん、一体どうするんです？　あの王女さんがまた襲ってきたら」

「どうしようか……」

「もう一度捕らわれても困りますし、もしよかったらわたくしが警護しましょうか？　朝から晩まで、いや寝る時も一緒に。ずっとノートくんと居られますし、一石二鳥のいい案じゃないですか、これ？」

「一度あの二人の気配は覚えたから近くにいたらすぐにわかると思うし、襲撃さえ察せれば逃げることもできそうだから、一人でも大丈夫だよ。気持ちだけ受け取っておくから」

「残念です。せっかく名案を思いついたと思いましたのに……」

　しょぼんとするロズリア。

　まあ、四六時中一緒に行動するってのは現実的じゃないしね。

　俺は『迷宮騎士団』の二軍パーティーとともにダンジョン探索をしなくてはいけないし、ロズリアにもエリンと一緒にダンジョンに潜って金を稼がないといけないっていう役目がある。

　レイファが次も同じ手で来るとは限らないし、彼女の襲撃を配慮してパーティー活動が疎おろそかになるのも避けたかった。

「一応、他の仲間にも言っておくか。レイファから襲撃があったこと」

「そうですね。エリンさんなんか、聞いたら怒って飛び出していきそうですけど」

「そうならないようにロズリアは止めてね」

「なんでわたくしの役目なんですか。飼い主のノートくんがちゃんと見守ってくださいよ」

「エリン先輩ってパーティーでどんな扱い受けているんですか……」

　ちょっと引いた目で見てくるクーリ。

　これは違うからね。冗談みたいなもので、ちゃんと仲間として扱っているからね。

　狂犬みたいなところがあって、制御が効かない時があるだけで……。

「とりあえず今は注意だけして、何か来たら対処するって感じですかね」

「そうだね。なんか対策を思いついたら、俺の方でもなんとかしておくけど」

　一応はそう言っておくが、何も起こらないのが一番いい。

　これから面倒なことが起こらなければいいのにと願いながら、帰り道を歩いていくのであった。
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　あれからすぐにレイファが接触してくるかと思っていたが、意外なことに彼女からの音沙汰はなかった。

　何もないというのは逆に不安なのだが、向こうから接触もないのに、わざわざこっちから地雷を踏みに行く必要もないだろう。

　とりあえず様子見ということで、新メンバー探しを続行していくことにした。

　メンバー探しの進捗状況といえば、未いまだ好転していないのが現状だった。

　このままピュリフの街で募集をかけていても変化はなさそうだ。

　ということで、フォースには街の外に出てもらい、冒険者のスカウトをしてもらうことになっていた。

　先週から、フォースには王都に向かってもらっている。

　能力のある冒険者が大きな街に集まるのは世の常だ。ピュリフの街で集まらないとなると、王都か魔法都市くらいしかないだろう。

　なんで行ったのがフォースだけなのかというと、他に適したメンバーがいなかったからだ。

　エリンとロズリアは相変わらずダンジョン探索。俺も『迷宮騎士団』の二軍との活動。

　唯一ネメのみ手が空いていたが、人見知りの彼女が同行したところで役に立たないとフォースに却下されてしまった。かわいそう……。

　個人的には王都に思い入れがあるし、久しぶりに会いたい人もいたので同行したかったのだが、予定が入っていたとなれば仕方ない。

　代わりといってはなんだが、フォースには手紙を預けといてある。

　近況報告など、伝えたいことは全部書いておいたつもりだ。あとは届くかどうか……。

　ということで、フォースが遠い地で頑張っているなか、俺はというと――。

「ノートと二人きりで出かけるなんて久しぶりね」

　エリンとデートに来ていた。

　今日はエリンとロズリアがダンジョン探索を休むと決めていた日であり、俺の方もちょうど『迷宮騎士団』の手伝いが休みとなっていた。

　そんな中、エリンに話しかけられたかと思うと、突然「ねえ、二人だけで一緒にどこか出かけない？」と耳打ちされたわけだ。

　新メンバー探しをしなければならないというのはあったが、エリンとは一年近く顔を合わせていない時期もあった。

　再会してからも、『到達する者アライバーズ』の立て直しで忙しく、じっくり二人で話せる機会は少なかった。

　久しぶりに会えたことだし、こうして二人で遊ぶのも悪くない。

　今日一日くらいは遊んでもバチは当たらないと踏んで、誘いを了承することにした。

「久しぶりっていうか、ほとんどないよね。こうやって用もなく出かけるのって」

　意外なことに、エリンとパーティー活動以外で外出した記憶はほとんどない。

　買い物やら、ダンジョン攻略に関係することで出かけることはあったが、プライベートとなるとまったくだ。

　ロズリアとかネメとかだったら、ちらほらあるんだけど。

　俺もエリンも、本来あまり人を誘うようなタイプじゃないからだろうか。

「今日はどうして珍しく誘ってくれたの？」

「ノートが暇っていうからさ……」

「そうだったんだけど、エリンから誘ってくれることってあんまりないじゃん」

「それは――」

　エリンは人差し指の先端をこすり合わせながら言う。

「王都にいた頃、ロズリアとよく遊びに行ってたんでしょ？　聞いたわよ……」

「まあね。でも、なんかあったわけじゃないよ」

「それに幼おさな馴な染じみとも会ってたんでしょ？」

「そっちも何もなかったって。言ったでしょ？」

「そうだけど……。でも、いいなぁーって思うじゃない！」

　とエリンは言い放つ。

「ずっとノートと会えてなかったし。遊びたいって思ったのよ！」

　これはやきもちというやつなのか？　だったら、エリンには悪いけど、嬉うれしいと思ってしまう自分もいた。

　かつて『到達する者アライバーズ』がバラバラになった時、魔法都市に向かうエリンを引き留めようとしたことがあった。

　その際に、一緒に冒険者を辞めて、付き合って、ゆくゆくは結婚しようと流れで口にした。

　だけど、エリンには自分の魔法の腕を上げることを優先したいとあえなく振られてしまった。

　だから、俺のことなんてどうでもよくなってしまったのかと不安に思っていたところもあったが、どうやら深く考えすぎていたらしい。

「俺もエリンと遊びたいって思ってたよ」

「ノート……」

「だから、今日は誘ってくれてありがとう。二人で精一杯楽しもうね」

　エリンの気持ちに対して、俺は本心で応えることにした。

　今日だけはダンジョン探索だとか、新メンバーだとか、余計なことを考えない一日にしたい。心の底から楽しめるそんな一日にしたいと思った。

「そうね。楽しみましょ」

　エリンはそう言うと、尋ねてきた。

「で、どこに行きたいとかある？」

「具体的にはないけど。エリンは？」

「私もないのよね……。そもそも休みの日にあまり外に出ないから、どういうところで遊んだらいいかわからないのよね……」

　一見活発な性格にも見えるが、エリンは意外にもインドア派だ。

　ダンジョン探索や買い物などの用事がある時は外に出るが、休日に出かけているところをあまり見たことがない。

「ちなみにだけど、ロズリアとはどういうところで遊んでいたの？」

「それ聞いちゃう？」

「一応よ。参考にするだけだから、気を悪くしたりしないわよ」

「ご飯を食べに行ってたのが一番多かったかな？」

「ご飯かぁ……。さっき食べたわよね……」

「うん、ついさっき」

「お腹なかいっぱいよね」

　時刻は昼過ぎ。俺もエリンもパーティーハウスで昼食を摂とったばかりであった。

　残念なことにタイミングが悪いというか、なんというか。

「それと買い物に行ったりもしたかな？」

「買い物？」

「うん、服とかを普通にショッピングしてたんだけど」

「服かぁ……」

　エリンは後ろの髪を人差し指で巻きながら呟つぶやく。

「あんまりショッピングとかしたことないのよね。結局、服装とかいつものローテーションになっちゃいがちだし」

「だったら、尚なお更さらいいんじゃない？　新しい服持ってないんだったら買えば」

「そうも考えられるわね。いいわ、ショッピングにしましょ」

　ということで、今日の方向性は決まった。とりあえずエリンの服を買いに行くことになった。

「じゃあ、どの辺行く？　エリンのお気に入り店とかある？」

「いつも適当に買っているからないのよね。ノートは知ってる？」

「俺が女物の服の店を知っているとでも？」

「どうして自信満々に言うのよ。そうなると、どこに行こうかしら……」

　エリンは顎に手をあてて考える素振りを見せる。

「そういえば、前にロズリアが良さそうな服屋見つけたって言っていたわね。そこにしようかしら」

「いいの？」

「いいのって？」

「いや、ロズリアがよく行っている店なんでしょ？」

　他の女が通っている店を二人っきりの遊びで使いたくないみたいなの、あるかなって思ったんだけど――。

「いいじゃない！　ロズリアはノートとまだそこに行ったことないんでしょ？　だったら先を越したってことじゃない！　今後あの女がノートをショッピングに誘っても、ノートに『あっ、その店エリンと行ったことあるんだよね……』って言われて、ダメージを与えられるわけでしょ？　一石二鳥じゃない！」

　何、そのみみっちいマウントの取り方……。

　ツッコミたい気持ちは山々だったが、野暮なことを言うのは止やめにしておこう。

「うん、それでいいよ……」

「それじゃあ、行くわよ！」

　意気揚々と歩き出すエリンに、俺は黙ってついていくことにした。







　エリンと一緒に着いたのは、街の東の繁華街にある服屋であった。

　女性のマネキンがガラス窓に飾られている店内へと入っていく。

「いらっしゃいませー」

　と店員の声が響く。

　どうやらこの店は人気があるらしい。若い女性やカップルが店内にちらほらいる。

　店員はそれらの客にかかりっきりで、こちらに来る様子はないようだ。

　俺達たちは二人で見て回ることにした。

「何か欲しい服ある？」

　身近に飾ってあるコートを眺めながら言う。

　店内は広く、服の種類も豊富だ。どんな種類の服が欲しいのか目星をつけてないと、手が付けられなそうである。

「う～ん、あまり思い浮かばないわね。服は今のところ足りているから……」

「そうなの？」

「強いて言うなら靴下？」

「……」

　初めて見た。男と服買いに来て、一番最初に靴下チョイスする人間。

　欲しい服がないところ無理に連れてきた俺も悪いような気がするが、それでも初手靴下だけはないだろう。

「あっ、靴下あった！　この黒の靴下と白の靴下どっちがいい？」

　靴下でそれやるやつ初めて見たし。オーソドックスな無地の二つを選んできたせいで、反応に困るんですけど。

「えっ、どっちでもいいんだけど」

「ノート、どっちでもいいが一番困るんだけど……」

　だって、靴下だよ。どっちでもいいじゃん。

　なんで俺が責められるの？　絶対に悪いのエリンだよね！

　黒か白どっちがいいかなんてその日来ていた服次第だし、なんならそこまで高くないので両方買えばいいと思う。

「靴下より別のもの見ない？　こっちもリアクションに困るから。他に欲しいものとかないの？」

「あと足りないとなると下着くらい――」

「なんでリアクションに困るの出してくるの!?」

　えっ!?　下着見せてきて、『ノートはどっちが好き？』みたいなのやるつもりなの？

　それに対して俺はどう反応すればいいの？

「人と服を買いに行ったりしないから、よくわかんないのよね……。友達とか全然できなかったから、人とショッピングなんて無縁だったし」

「エリン……」

　どうやら申し訳ないことをしてしまったみたいだ。

　そうだよな。誰でも初めてはわからないことだらけだよな。

　かく言う俺もショッピングに詳しいわけじゃないのだ。エリンの好きなようにさせてあげよう。

「わかった。文句は言わないから。エリンが欲しいと思うものを自由に買って行こう。下着でもなんでも。さあ」

「いや、さすがに私でも男子と下着を買うのは違うってわかるから……」

　そうなの？　エリンの下着選ぶ気満々だったんだけど……。

　白と黒なら俺は白が好きって言う準備までしてたんだけどなぁ……。

「ちょっと凹へこんでる？」

「凹んでないです。ちゃんと冗談だってわかっていましたからね」

　精一杯見み栄えを張って取り繕うことにした。

　なんとも情けない限りである。うん、顔が熱くなってきた。

「語尾が変になっているような気がするんだけど……。もしかして動揺――」

「さあ、服でも見てみようか。このコート可愛かわいくない？」

　困った時は強引に話を変える。それこそが窮地を生き抜く秘ひ訣けつである。







「どう？　似合ってる？」

　エリンがその場でくるっと一回転をする。

　現在、試着室に入ったエリンの洋服お披露目会が開かれている最中だ。

　エリンが今着ているのは淡い黄色のセーターだ。股下まですっぽりと隠れたチュニックタイプのものである。

　元が良いせいで、こういうシンプルな服装も映えて見える。本当に何を着ても似合うんじゃないだろうか。

「似合ってるよ」

「さっきからそればかりじゃない」

「だって、本当に可愛いんだもん。仕方ないじゃん」

「あ、ありがと……」

　視線を逸そらしながら顔を赤らめるエリン。

　つい口から出てしまった言葉だったけど、割と恥ずかしいこと言っているな、俺。

「あっ、この服とかいいんじゃない？」

　不自然に生まれてしまった間を解消しようと、近くにあったＴシャツを手に取った。

　柄を見ると、変な蛸たこが正面に大きくあしらわれた白色のシャツであった。

　よく見ないままに手に取ったから初めて気づいたけど、このＴシャツめちゃくちゃダサいな。

　なんでこんなの売っているんだよ。今どきの女子に大人気のお店じゃなかったの？

「えっ、ダサくない……？」

　ほら、エリンも引いているし。「ノートが選んでくれたわけだし、一応着てみるわよ」って一旦手に取るのは偉いところだけど。

　別に無理しなくてもいいよ。俺もダサいと思っているから。

「ちょっと待っててね」

　試着室のカーテンが閉じられる。

　まあ、着てくれるなら止める必要もないか。ダサい服着たエリンを逆に見てみたい気持ちあるし。

　エリン本人の素材の良さと服のダサさのどっちが勝つのか気になるところだ。

　エリンが着替えている間、俺は手持ち無沙汰だ。店内に並べられた服を眺めていると、《索敵》で妙な気配が近づいてきたのが感じ取れた。

「ねえ、ちょっとエリン」

「何？　今、着替えている最中なんだけど。急ぎの話じゃなかったら、着替えてからにしてくれると助かるんだけど」

「まあ、そんなに急ぎの用じゃないから後にするよ。ただロズリアが近くにいるっぽいって話をしようとしただけだから」

「それ急ぎの用じゃない！　早く言いなさいよ！」

　カーテンの奥で慌ただしく揺れ動くエリン。

　一体何をそんなに焦っているのだろうか。

「これよくあるパターンのやつじゃない!?　途中でロズリアが乱入してきて、せっかくの二人の時間が台無しになるやつ！」

「それだ……」

　完全に心当たりがあった。確かエリンと20階層の遭難から帰ってきた夜も、そんな感じでうやむやになったことがあった。

「ちなみにロズリアはどの方向に歩いて来ているの？」

「まっすぐこっちに向かって来ているね」

「なんでっ！　神様は私達に試練を課すの!?　いや、まだロズリアがこの店に来るとは限らない。たまたまこの店の近くを歩いているだけで、違うところに用事がある可能性の方が高いわ。同じ店に同じ時間に入るなんて偶然、そうそう起こるわけないもの」

「あのさ、エリン。もしかしてだけど、ロズリアはこの店に向かっているんじゃない？　だって、この店ロズリアのお気に入りなんでしょ？」

「……」

「久しぶりの休日だったのはロズリアも同じことだし、同じタイミングで店に向かっているのも自然っていうか……」

「もうこれ以上は何も言わないで。私の幸せな時間は終わったのよ……」

　カーテンのシルエットからがっくりと肩を落としているのが見て取れた。

　完全な諦めモードだ。若干泣き声になっているし。

　このままロズリアが流れ込んできて、いつもの感じになるのはなんかかわいそうだし、珍しくエリンと遊ぶことができたのに結局三人で遊ぶことになるのも悲しい。

　別にロズリアが加わってくるのが嫌ってわけじゃないけど、三人で遊ぶならまた別の機会にしたかった。

「エリンちょっといい？　なんとかできるかも」

「なんとかって？」

「《隠おん密みつ》で隠れることができれば――」

「それよ！」

　エリンは大きく声をあげる。

　いや、店中の人が振り向いちゃったから。あまり大きい声出さないでくれる？　注目されちゃうからね。

「今すぐ入って！」

　カーテンの隙間から手が伸びてきたかと思うと、瞬く間に引き寄せられる。

　そのまま試着室に入るとそこには下着姿のエリンが。

「……あのさ、怒らないで聞いてくれる？」

「何よ？　それより早く《隠密》を」

「その前に服を着た方が――」

「っ～～」

　ばっと胸を腕で隠すエリン。

　これ俺悪くないよね？　完全に不可抗力だよね？

「あの怒らないでくださいよ。これは服を着ている最中に勝手に引っ張ってきたエリンが――」

「知っているわよ……。恥ずかしいからあんまりじっくり見ないで……」

「あっ、はい……」

　しおらしく縮んでいくエリン。顔は火を噴いていて、耳の先まで真っ赤だった。

　下手に出てこられると、こっちは悪いことをしていないはずなのに罪悪感を覚えてくる。どうせだったら、怒られた方が楽だったかもしれない。

　慌てて後ろを向くことにする。瞼まぶたの裏には完全にエリンの下着姿が焼き付いていたけども。ちなみに俺の好み通りの色だった。

　ガサゴソと布の擦れる音が聞こえたかと思えば、か細い声が後ろから響く。

「……服着たから」

「……そう。じゃあ、目開けていい？」

「うん」

　瞼を開く。すると、Ｔシャツ姿のエリンが立っていた。

　この状況気まずい。不可抗力とはいえ下着を見ちゃったわけだし、なんと切り出せばいいのか。

　とりあえず、思ったままの感想を口にすることにした。

「それ、ダサくない？」

「えっ、下着ダサかった!?　ごめん、変なもの見せちゃって！」

「違う！　下着の方じゃなくて、Ｔシャツのこと！　下着はすごいよかったから！」

「よ、よかったんだ……」

「いや、よかったってのは言葉の綾あやで！　悪くはないって意味というか！　別にエロい目で見てないけど、純粋に客観的な意見としてというか！　興奮とか決してしていないんで安心してください！」

　必死に弁解する俺。対するエリンはというと――。

「ノートは私の裸で興奮してくれなかったんだ……」

　あっ、弁解しすぎたかもしれない。

　確かに人の裸見て、エロい目で見ていないとか興奮しないってのも失礼だよな……。

　でも、なんて弁解すればよかったんだ。彼女いない歴＝年齢の俺には荷が重すぎる状況だ。

「いや、噓うそです。すみません。本当はめちゃくちゃ興奮しました」

　多分間違っているんだろうけど、正直に答えることにした。

　まあいいか。エリンに怒られても。彼女を悲しませるよりかはよっぽどいい。

　そんな当の本人の反応はというと――。

「そう。なら安心した」

　なんか正解だったみたいだ。ほっと息を吐つくエリンを見て、俺も安心していた。

　それにしても、なんだこの状況。

　ついさっき下着姿を見てしまった女の子と狭い密室で二人きり。

　しかも興奮してしまったことをこちらは伝えているわけだし、向こうも嫌悪感を見せるどころかまんざらでもない様子ときた。

　心なしか桃色の空気が流れている気がする。絶対、俺の気のせいじゃないよね？　エリンも意識してるよね？　エッチな雰囲気になってきてない？

　突然の急展開に動揺する俺に、エリンは静かに告げた。

「よかったら、もう一度見る？」

「……いいの？」

「ノートが見たいっていうなら……」

　もうこれあれだ。俺の気のせいじゃなかった。エリンもその気だった。

　ここまで言われて、紳士ぶって断るのは男じゃないだろう。

　その気になってくれたエリンのためにも。いや、俺自身の欲望で。その返事を口にした。

「じゃあ、見た――」

「あのお客様？　当店の試着室でいかがわしい行為は止やめてくださいませんか？」

　まあ、そうなるよね。試着室に入ってきた店員に怒られました。





＊






　そんなこんなで服屋でめちゃくちゃ恥ずかしい思いをした俺達たちは、その後も気まずい雰囲気を引きずりながらデートを続けていき。

　街で今流は行やりのスイーツを食べたりして、結局ロズリアの妨害なんかもなく、無事にデートを終えることができた。

　パーティーハウスに帰ってくると、しばらくしてロズリアも帰宅してきた。

「あれ？　お二人とも帰ってきていたんですか」

「まあね……」

「二人ともいないから暇でしたよ。一緒に買い物でもと思っていましたのに」

「別に私達二人で出かけてたわけじゃないわよ！」

　エリンの不必要な一言でデートの存在がバレるんじゃないかとひやひやしたが、特段ロズリアが気にしている様子はなかった。

　代わりに手に持っていた大量の袋を床に置いた。

「それより聞いてくださいよ！」

　そう言って、ロズリアは話し始める。

「今日、休みだったんで服を買いに行こうって思ったんです。色々何軒か回って、その途中でお気に入りの店に入ったんですけど」

「……」

　ロズリアが床に置いた袋に目を移す。

　俺とエリンがデートで真っ先に向かった店のものだった。

「で、そこの店員さんと少し仲良くなっていたんで話していたんですけど。わたくしが来る前に男女のカップルが来ていたそうなんです」

「へぇ……そうなんだ……」

　そう答える声は震えていた。

「その店員さん、そのカップルにすごい腹を立てていて、愚痴を言われ続けたんですよ。なんでもカップルがやらかしたみたいで。一体何をしていたと思います？」

「……」

　完全に答えを知っているどころか張本人なので即答できるものの、口を噤つぐむことしかできなかった。

「なんと、試着室に二人で入ってエッチなことしようとしていたみたいなんですよ！　こんな真っ昼間にですよ！　物好きなカップルもいるものですね。ピュリフの街の性事情ってわたくし達がいない間に荒れ始めたんですかね？」

「……」

「どうしたんですか、二人とも？　普段ならここで『お前が言うな』ってツッコミを入れられるところなんですけど……」

　当事者がツッコめませんよ。性事情荒らしているの、俺達ですもん。

　なんてことは口が裂けても言えなかった。

　どうやら口ぶりからして、そのカップルが俺達だとはまだ気がついていないようだ。

　ここでそのカップルが俺とエリンでしたなんて打ち明けても、ロズリアの得にならないし、なんなら見下されるだけだ。

　俺とエリンとしても、もうこれ以上黒歴史を掘り返されたくなかった。

「それにしても、ネメ遅いわね……」

　声を上ずらせながらエリンが呟つぶやく。

　ナイス話題転換だ。若干不自然な演技なのは気になるものの、意識していなければ注意は向かないはずだ。

　案の定、ロズリアも気には留めていない様子だった。

「確か昼には帰ってくるって言っていましたよね？　ちょっとお菓子買ってくるだとかで」

「どうせまた、あの子達と夕食を食べる流れになったんじゃないの？　前にもそういうことあったじゃない」

　確かにネメはナクトやフーリエと出会ってから、外に遊びに行くことも増えた。

　だけど、今日は『最強無敵パーティーず』のみんなは他のパーティー活動で忙しいのだとネメが言っていた。

　だから、一人でスイーツを買いに行くのだと。

「今日は『最強無敵パーティーず』の人達は忙しいらしいですよ。ネメ姉さんが言っていました」

「そうなると何？　迷子？」

「いや、ネメ姉さんもこの街に住んで長いし、流石さすがに迷子はないでしょ」

「でも、ネメよ。いつまで経たっても幼さが抜けない」

「有り得ないと言えないのが怖いところですよね……」

　二人の言い分も一理あると思ってしまう自分もいた。

　だって、あのネメだ。お化け系モンスターと戦った日は夜が怖くて一人で眠れなくなるネメである。

　迷子くらい有り得ないことではない。

「とりあえず《索敵》で探してみるよ」

　脳内のマップ上からネメの気配を探っている間に、ロズリアが言う。

「もしかしたら、ナンパされてデートしてるってこともあるかもしれませんよ？」

「あのネメが？　ないわよ」

「わかりませんよ、エリンさん。昨今のピュリフの街の性事情は荒れているんです。ロリコンに襲われている可能性も――」

「考えすぎよ。そもそもピュリフの街の性事情は荒れていないと思うわ。そのカップルが例外だっただけなんじゃない？」

「そうかもしれませんけど。でも、意外にホテルにいるとかあるかもしれませんよ？」

「ロズリア、まさかの正解だよ」

　気配を見つけた俺は、二人の会話に割って入った。

「えっ!?　本当なんですか!?」

「噓よね!?　私より先に大人の階段を上ったの!?」

　何、二人とも吞のん気きなことを言っているんだ。

　これが平時だったら、『エリンもそういうこと気にするんだ』とか思っていただろうけど、そんな浮ついたことを考えている余裕なんてなかった。

　俺は急せかすように告げる。

「そうじゃなくて。レイファが泊まっていたホテルにネメがいるんだよ。しかも、俺が監禁されたあの部屋に」

　そう、俺達が吞気に遊んでいる間にも、レイファによる水面下からの一手は忍び寄ってきていたのだ。
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　エリンとロズリアの二人を連れ、早速街の中央にあるホテルへと向かう。

　階段を駆け上り五階へ。ネメの気配があった部屋へと一直線に走っていると、廊下に人影が。

　そこにいたのはレイファとソフィー、そしてギルベルトと呼ばれた神官兵士の男であった。

「あら、こんばんは。どうしたのかしら、そんなに息を切らして」

　白々しいレイファの挨拶。一発でわかった。こいつは黒だ。ネメの失踪に関与しているのは間違いない。

「どうしたも何も――」

「まるで、パーティーメンバーの誰かがいなくなったみたいな焦り方ね」

「……くっ」

　絶対わかって言ってやがる。みたいも何も、お前らが監禁しているんだろう。

「御託はいいわ。さっさとネメを解放しなさい。さもないと容赦しないわよ」

　杖つえを正面に構え、魔力を練り上げるエリン。いつでもスペルを発動できるぞという強気の姿勢を見せていく。

　いきなりの武力行使を物もの怖おじしない性格。正直喧けん嘩かっ早ぱやいって思うことも多かったが、こういう状況だと頼もしいのも事実だ。

　エリンにとっては相手が王女であろうとなんであろうと、関係ないらしい。

　ソフィーが割って入ろうとするのを、レイファは手で払った。

「物騒ね。幻の七賢者さんも。でも、一体なんで怒っているのかわからないのだけど？」

「だから、ネメを返しなさいって言っているの！」

「ネメ・パージンだったっけ？　貴方あなたのパーティーメンバーの。その方がどうかしたのかしら？」

「どうかしたも何もここにいるのはわかっているのよ！　さっさと出しなさいよ！」

「酷ひどいものね。いきなりやってきたと思ったら、疑いをかけてきて。何の根拠があって言っているのかしら」

「しらばっくれないで！　ノートの《索敵》とやらでわかっているんだから」

「そのようなことを言われても。本当に《索敵》とやらで見つけることができるのかしら？　そちらの勘違いなのでは？」

　挑戦的で不敵な笑みを浮かべるレイファ。

　エリンの杖を握る力が強まる。

「そんな屁へ理り屈くつはいらないのよ。ネメがいるかどうか確かめさせなさい」

「いやよ。部屋が片付いていないもの。誰だって綺き麗れいにしていない部屋に人をあげたくないでしょ？」

「白々しい噓うそをっ！」

「もしかして噓を吐ついているのは貴方達たちなのでは？　パーティーメンバーを探すという口実で私の部屋に入って、部屋にある金や宝を盗む。いかにも金のない冒険者がやりそうなことではないかしら」

「馬鹿にして！　いいわよっ！　やってやる！　王女だかなんだかわからないけど、私が攻撃しないと思っているんでしょ！　そんなものにビビるほど、私は甘くないわよ！」

　杖の先端に込められた魔力が収束していく。

　エリンは本気だ。本気でスペルをぶっ放すつもりだ。

　冗談なんかではない。そのことを目の前の王女達は感じ取っているだろうか？

　レイファに目を向けると、彼女は口角を上げて傍観しているのみであった。

「ちょっと待ってください！」

　手を広げたロズリアがエリンの前に立ちはだかる。

　射線を妨害されたエリンは咄とつ嗟さにスペルの発動をキャンセルして怒鳴る。

「邪魔よ！　そこの女ぶっ倒せないじゃない！」

「これは罠わなです。エリンさん、落ち着いてください」

「何が罠よ。ぶっ倒せばそこで終わりじゃない！」

「だから、ぶっ倒してはいけないんですよ。ノートくんも見てないでエリンさんを止めてください！」

「とりあえずエリン、クールダウンして」

「クールダウンなんてできる状況じゃないじゃない！　仲間が捕らえられているのよ！　喧嘩売られてるのよ！　じっとしていられるわけないじゃない！」

「そうだけど！　一旦、ロズリアの話も聞こう！　罠ってどういうこと？」

　グイグイと詰め寄ろうとするエリンの肩を摑つかんで止めながら、ロズリアに尋ねる。

「そこのレイファって人はわたくし達を怒らせるためにあんなふざけた態度を取っているんですよ」

　ロズリアは視線を頭上の方に向けながら言う。

「貴族の人とか王族とか、そういった権力を持っている人が謀略に使う手の一種なんですけどね。自分より身分が低い人を始末したい場合、わざと相手を怒らせるんです。そして、相手に手を出させる。そうしたら、大義名分ができます。あとは手を出したことを罪に問えばいいだけです。いくら自分より身分が低い相手だからって、冤えん罪ざいで捕らえるのは難しいですからね。でも、その罪が冤罪じゃないとすれば話は別になりますから」

　そう言って、ロズリアはエリンに背を向けると、レイファの方に向き直った。

「レイファ様はノートくんをパーティーに入れたいんですよね？　それなら一見ネメさんを攫さらうという行為は、ノートくんの反感を買う悪手のように思えます。ですけど、先ほど言ったような手を使うつもりなら、上手な手です。ノートくんに強行手段に出るよう促して、罪に問う。王女への殺人未遂とあらば、かなりの重罪でしょう。最悪の場合、一生牢ろう獄ごくから出てこられないということもあります。そこで司法取引をし、懲役から解放する代わりにパーティーに加入させる。思い描いていたのは、そんな手でしょうか？」

「へぇ……貴方のパーティーにも頭の回る人物はいたみたいね」

「踏んできた場数が違いますから」

　目を光らせて答えるロズリア。

　最後の言葉の意味はよくわからなかったが、彼女がいて助かった。

　もしロズリアが止めなければ、たちまち俺達は詰んでいた。

「というわけで、エリンさんも落ち着いてください」

「……っ。わかった、けどっ……」

「エリンさんが捕まるようなことになったら、ノートくんは必ず取引に応じてしまうでしょう。迷惑をかけたいんですか？」

「かけたいわけないじゃない！　わかったわよ！　手は出さないから」

　エリンは頭を振りながら髪を搔かきむしる。深呼吸して気持ちを落ち着かせていた。

「あら、一番落としやすそうだったのに……」

「誰が一番落としやすそうよ！　このクソ王女！」

「エリンさん、さっき言ったこと覚えてます？　落ち着いてください。そうやってすぐに嚙かみつくから落としやすそうとか言われるんですよ」

「わかっているわよ！　これは条件反射みたいなものよ！」

　なんていう条件反射だよと呆あきれる気持ちもあったが、ロズリアが止めてくれている分、エリンのことは心配しなくていいだろう。

　あとはネメの安否である。

「王女様。ネメは無事なんですか？」

「無事なのでは？　そちらが大人しくしていれば、問題なく家に帰ることができるのではないかしら。もちろん私は監禁などしていないので、仮定の話だけれども」

　あくまでも形式上はしらを切るらしい。レイファのもったいぶった言い回しが鼻につく。

　だけど、ここで頭に血が上ったら負けだ。それこそレイファの思い通りになってしまう。

　冷静になるよう努めて、口を開いた。

「どうしたらネメを返してくれますか？」

「言われないとわからないの？　私の要求はただ一つだけ。貴方がパーティーに入ること、それだけよ」

「それは無理って言ったじゃありませんか」

「だったら、お仲間は帰ってこないってことね」

「……っ」

　レイファの打った一手は狡こう猾かつだが、とても効果的な一手だ。

　力に訴えかけても駄目。だからといって、人質を捕らえられている状況を見過ごすわけにはいかない。

　まさに八方塞がり。完全に詰んでいる状況だ。

　憲兵でも呼んで、強引にレイファの部屋へと押し入るか。

　いや、不可能だ。レイファだって、こちらがそういう手を思いつかないわけがないと考えているはずだ。

　それでも彼女が自信満々にしらを切っているということは、憲兵を手中に収めているということだろう。

　俺達がいくら騒いだところで、憲兵は動かない。

　要するに一般人である俺達だけで対処しなければならないということだ。

　しかし、武力に訴えかけた瞬間、一般人である俺達はお縄についてしまう。

　この状況で打てる手は残されていなかった。

「王女様、もし俺がパーティーに入ると言ったらネメは返してもらえるんですか？」

「ふぅん、やっとその気になったのね。物分かりのいい人は嫌いじゃないわよ」

「ちょっと、ノート！」

「少し静かにしてて」

　食ってかかろうとしてくるエリンを手で制止して、続ける。

「返してもらえるか訊きいているんです」

「もちろん返すわよ。無事に傷一つなく」

「信用できないんですけど」

「その辺りは信用してもらうしかないわね。言っておくけど、私は自分に恩恵をもたらす人間には、それなりの慈悲を持って応えるようにしているの。王の器たるべき人間として」

「じゃあ、仮に俺がパーティーに入ると言って、ネメを返してもらった瞬間に約束を破ったら？」

「私に害をもたらす人間には、慈悲を与えないと決めているわ。それを聞いても約束を破りたい？」

　そう口にする彼女はどこか悪魔めいて見えた。

　残忍な思考回路と、手段を選ばない性格。そして、どんな手段をも行使できる程の権力。

　やはりレイファ・サザンドールという人間は危険だ。

　決して、気を抜いて対たい峙じしていい相手ではなかった。

　武力行使によって監禁されてなお、俺はレイファという人間の善性を信じていた節はあった。

　どんな手段を用いるといっても、一線は越えない人間だと。

　だけど、その考えは間違っていた。

　相手は実の姉への暗殺を企てるような非道な人間なのだ。彼女にとって、俺や俺の仲間を殺すことだって造作もない。

　エリンやロズリア、ネメにフォースとせっかく集まってくれたのに。俺のせいですべてが終わってしまう。そんなのは許せなかった。

「王女様。一週間ください。そこで答えを出すことにします」

「一週間？　お仲間が捕らえられているのに悠長ね」

「今、パーティーのリーダーが街の外にいるんです。俺の一存でパーティーを抜けることはできませんから」

「まあ、そうね。いいでしょう。一週間だけ待ってあげる」

「その間ネメは――」

「もちろん返ってくるわけないでしょ」

「っ……」

「もちろん丁重に扱うわよ。傷をつける気もないし、不自由なく部屋の中で過ごさせてあげる。逃げ出さない限りという条件付きだけれども」

「わかりました。約束は絶対守ってくださいよ」

「そちらこそ、一週間後の期限は守るように」

　レイファは満足そうに微笑ほほえんで言う。

　ネメのことは心配だが、ここですぐさま答えを出すことはできない。

　代わりに、ドア越しに大きな声で叫んだ。

「ネメ姉さん、聞こえていますか！　一週間だけ待ってください！　必ず助けますから！　そこの部屋で大人しく待っていてください！」

　返事は聞こえない。だけど、メッセージが届いたと信じるほかなかった。

　ネメにここで暴れられて、レイファに始末されるようなことになったら最悪だ。

　一週間だけ。一週間だけでいいから待っていて欲しい。

　そうすれば必ず助け出すと約束するから。

「さあ、もういいかしら。これ以上廊下に居座って騒ぎになるのも面倒だから、部屋に戻りたいのだけど」

「いいですよ。帰ろう、エリン、ロズリア」

　勝手な物言いに腹を立てる気持ちはあったが、このまま話し合いを続けたところで事態が好転するとは思えない。

　レイファが有利なこの状況で、人質という最大の切り札を手放すとは思えなかった。

　俺達たち三人は渋々帰宅するほかなかった。
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「一体どうするつもりなんですか、ノートくん！」

　無言で静まり返った帰路も終わり、パーティーハウスに戻ると、いの一番にロズリアが口を開く。

　それに続いて、エリンも詰め寄ってきた。

「そうよ！　勝手に一週間っていう期限まで決めて！　あんなやつ、さっさとぶっ倒して、私達に逆らえないようにしちゃえばよかったのよ！」

「エリンさん、わたくしの話聞いていましたか？」

「聞いていたわよ！　私達を犯罪者に仕立て上げたいんでしょ？　なら、逆らえないほど痛めつけてやればいいのよ！」

「知能レベルが野蛮すぎません!?　あのですね……あのレイファとかいう人が痛めつけただけで素直に折れてくれるように見えましたか？　どちらかというとあれは、痛めつけるほど、執念を燃やしてくるタイプの人間ですよ」

「なら、どうすればいいのよ！　何か解決策でもあるっていうの!?」

「そう言われると痛いところなんですけど……」

　そう言って、ロズリアはこちらを窺うかがってきた。

　俺がどういう考えを持っているのか、尋ねたいといった様子だ。

　焦って見えないように、ゆっくりと口を開いた。

「心配しないで。全部、俺がなんとかするから」

「なんとかするって――」

　啞あ然ぜんといった表情を見せるロズリア。

　構わずに俺は告げる。

「ロズリア達は何もしなくていいから。一週間待ちさえすれば、必ずネメを取り戻す算段をしてみせるから」

「一人で――ですか？」

「うん。そう言っている」

　どういった反応を返していいかわからないといった様子のロズリア。

　対するエリンはというと、か細い声で呟つぶやいた。

「もしかしてだけど、あの女の言いなりになるつもりじゃないわよね……？」

「言いなりって？」

「あの女のパーティーに入るつもりじゃないかって訊いてるの……？」

　不安そうな瞳で見つめてくるエリン。

「ねえ、どうなの？　答えてよ。ノートがパーティーにいなくなるなんて嫌だから！」

「大丈夫、心配しないで。そんなことにはならないようにするから」

　エリンの心配する気持ちを鎮めようとする俺に対して、ロズリアが言う。

「大丈夫って一体どうするつもりなんですか？　わたくしもエリンさんも不安なんです。よかったら教えてくれませんか？」

　こちらを慮おもんぱかった丁寧な問い。

　それに対して俺はというと――。

「ごめん。それは言うことができない」

　明確な拒絶であった。

「言うことができないって――」

「どうしても言えない理由があるんだ」

「それはわたくし達が知っては作戦に都合が悪いってことですか？」

「そういうわけじゃないけど、とにかく言えないんだ」

　俺はそういうほかなかった。

　具体的なことは何一つ言わない俺に対して、エリンが腕を摑つかんでくる。

「これはパーティー全体の問題でしょ？　それを一人で解決しようとしなくてもいいんじゃない？　私達だって、力になれることはあるはずよ」

「エリンの言いたいことはわかるよ。仲間を信頼していないわけじゃないんだ。ただ今回だけは別なんだ」

「どうしても言えない理由があるってこと？」

「うん。本当にごめん……」

　俺とエリンの視線が交差する。

　こちらが間違っていることを言っているのは百も承知だが、それでも譲れない理由があった。

　ここはなんとしても、視線を逸そらすことはできない。

「信じていいのよね？」

　視界に映るエリンの瞳は揺れていた。

　俺はというと、曖昧な頷うなずきを返すだけであった。
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　そして、一週間が経たった。

　レイファが定めた約束の期限当日。

　俺はというと、朝早く家を出て、一人でレイファの元へ向かうことにした。

　フォースは昨日の時点で既にこの街に帰っている。事情もあらかたは説明し終えた。

　それでもなお俺は三人を置いて、一人でレイファと対談するつもりであった。

　これから行う話し合いは、決して仲間である彼らに聞かせられるものではない。

　俺はそういう類の取引を彼女と交わすつもりであった。

　ネメが捕らわれているホテルの前に着く。時刻は早朝ということもあり、目の前の大通りは静けさが広がっていた。

　まるでこれから行われる対談の行く末を揶や揄ゆしているみたいだ。

　たとえ成功したとしても失敗したとしても、俺がやろうとしていることは褒められるようなことではない。

　人によっては軽蔑さえするはずだ。フォース達が聞いたら糾弾してくるかもしれない。

　だけど、仲間のために、そしてネメのために止まるわけにはいかなかった。

「ノート・アスロンです。約束通りやってきましたよ」

　レイファのいる部屋の扉をノックする。すると、すぐさま扉は開いた。

「やっと来たの？」

　そう小言を言ったのは、レイファの付き人であるソフィーである。

　部屋の奥にはその主であるレイファ・サザンドール、そして元最高位異端審問官であるギルベルトが待ち構えていた。

　この部屋にネメはいない。《索敵》で探るに隣の部屋に監禁されているみたいだ。

　強者二人の気配も確認できる。おそらく、最初の顔合わせ時にレイファが言っていた七賢者のミルと【打撃術・極】の持ち主だろう。

　完全な敵地。包囲されている状況だ。

　背筋を撫なでる悪寒に、鳥肌が立っていくのを感じていた。

「レイファ殿下、ノート・アスロンがやってきました」

「わかったわ」

　レイファは俺を一いち瞥べつすると、座る足を組み替えた。

　視線の位置はこちらの方が高いはずなのに、見下ろされている感覚。

　彼女から醸し出される不気味な威圧感に少しばかり気け圧おされる。

「で、私の下に来たということは、いい返事がもらえるということでいいのよね？」

　相変わらずの尊大な物言い。

　その顔に浮かぶ余よ裕ゆう綽しやく々しやくな笑みは、勝利を確信しているといった様子だ。

「いい返事かはわからないけど、答えは用意してきました」

　下に見られないよう精一杯虚勢を張りながら、レイファの言葉に答える。

　そんな俺の虚勢を笑い飛ばすように、レイファは言った。

「そう。貴方あなたが間違った答えを用意してきてないことを期待するわ。お仲間が傷つくところは見たくないでしょう？」

　きっと彼女はこのような状況を何度も経験しているのだろう。

　誰かを屈服させるための交渉。交渉とは名ばかりの脅迫。

　レイファの瞳は微み塵じんも揺れることなく、こちらを射抜いてきた。

「で、どういった答えを用意してきたの？」

「そうですね――」

　緊張で口の中が乾いている。それでも、ここで口を噤つぐむわけにはいかない。

「こちらの要求は二つです。ネメを返して、俺の勧誘は諦めてください。もちろん俺や仲間に危害を加えるのも禁止です。そうしたら、全部水に流してあげますよ」

「ふっ、ふふっ――」

　レイファは突如噴き出して、太ももを叩たたき出した。

「何を言うかと思えばっ！　仲間を返して、もう危害を加えないでくれですって？　馬鹿にしているの!?　今の自分の状況わかっているのかしら？」

　笑いながら人差し指が向けられる。

「貴方は人質を捕らえられているの。それに今は私の配下が囲んでいるわ。そんな不利な状況で、自分の要求を吞のめって？　そんな要求が通るはずがないことなんて、子供でもわかるのじゃないかしら」

　レイファはよっぽどツボに入ったみたいで、肩で息をしていた。

　はあはあと息を整えながら、口を開いた。

「残念ね。貴方のことを過大評価していたみたい。これほど馬鹿だとは思わなかったわ。愚かな子には躾しつけをしないとね。ソフィー」

　レイファに呼ばれたパーカー姿の女騎士は「はい」と返事をする。

「ネメ・パージンを処分しなさい。ノート・アスロンは本当に私が手を下さないと思っているみたい。そういう子には、一度痛い目を見せてあげないと」

「先に忠告しておきます。何もしないなら許してあげます。手を引くなら今のうちですよ？」

「あら？　そのふざけた態度は崩す気ないみたいね？　本当に今の状況がわかっているのかしら？」

　レイファは手を広げて、声を張り上げた。

「貴方は人質を捕らえられている。しかも敵地に一人。武力では私達たちに勝ち目がない。貴方のお仲間である『到達する者アライバーズ』の人達を呼んだところで、そう簡単に私達を倒すことはできない。騒ぎになれば、憲兵達もやってくる。そうなれば、貴方達は王女への叛はん逆ぎやく罪ざいで逮捕される。わかっているの？」

「わかっていますよ、そんなこと」

「だったら――」

「もう一度言います。手を引くなら今のうちです」

　俺は態度を崩さず、もう一度この台詞せりふを言う。

　会話が通じないこちらの様子に、レイファの顔が曇り出す。

「貴方、この状況が本当にわかってないの？」

「状況がわかってないのはそちらの方じゃないですか？　手を引く気がないなら、もう帰りますけどいいですか？」

　そう言って、俺はレイファに背を向けた。

　部屋の扉まで歩き、鍵を開ける俺に、この場にいる三人は啞然としているようだった。

「帰るって――」

「あっ、そういえば」

　扉を開くと、立ち止まった。

「一つだけ渡すものがあるの、忘れていました」

「渡すもの？」

　不審がるレイファに向かって、一枚の封筒を投げた。

　封筒は重力で落ちていき、ちょうど彼女の座る椅子の手前に滑り落ちた。

「何かしら、これ……」

　呟きながら、レイファは封筒を拾った。

　そう。黒い封筒を。

「まさか知らないってことはないですよね？　レイファ様ほどの人間だったら」

「まさか!?」

　レイファは慌てた様子で封筒の端を破り取る。

　中の便箋を取り出して開くと、みるみるうちに顔が青ざめていく。

「そのまさかですよ。だから、言ったでしょ。手を引くなら今のうちだって」

「ノート・アスロンっ！」

　レイファは便箋を握りつぶすと、椅子の肘置きを拳で叩いた。

「よくもっ！　よくもやってくれたなぁー！」

　激げき昂こうするレイファ。それも無理はない。
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　この手紙一枚によって状況は１８０度変わってしまったのだから。

　完全に勝ちを確信していた状況から一変、絶体絶命の窮地へ。

　それも無理はない。だって、この手紙は死神からの手紙なのだから。

　この国で最も有名な死神。最強の暗殺者。

　正体不明、神出鬼没、認識不能の大剣使い、首切りのものなのだから。

「あなたが悪人で助かりましたよ。人を殺すようなことを躊躇ためらわないような人間で。仲間を人質に取るような人間で。そのおかげで――」

　はち切れんばかり、目を見開く彼女に向かって言った。

「あなたを殺すことができる」

　そう、俺が用意した対レイファ用の一手。

　逆転の鬼札は、首切りヒューゲルへの暗殺以来であった。

　彼は悪人のみを殺すという独特な暗殺者である。

　圧倒的な《隠おん密みつ》により斬られる寸前までその存在すら悟られない暗殺者は、国中の悪人達に恐れられている正義の執行人であった。

　悪人の代表のような存在であるレイファが知らないわけもない。

「いったいいつ？　どうやって？」

　レイファは俺と首切りの接点を疑っているようだ。

　眉間に皺しわを寄せながら、手紙とこちらを交互に見る。

「実は首切りと知り合いなんですよ。連絡するのはそう難しいことじゃないです」

　かつてジンを暗殺しに来た首切り。

　それを食い止める際、彼の素性を明らかにし、顔見知りとなったのだ。

　そして、王都で再会したことで、彼らの住所を知ることができた。

　レイファとのファーストコンタクトで彼女の危険性を察した俺は、メンバー探しに向かうために王都に向かったフォースに一つの頼みごとをしていた。

　それは手紙を届けること。俺の会いたかった人物とはヒューゲルとエイシャであり、彼らからの救援を得るべく手紙を送ったのだ。

　ネメを人質に捕らえられた時は焦ったが、フォースが帰ってくるまで待ってくれないかと時間稼ぎをすることで、本命であったヒューゲルとエイシャの到着に間に合うことができた。

「貴方、本気なの!?　王女である私に手をかけるつもりっ!?」

「本気ですよ。最初にレイファ様が言ったんじゃないですか。私と一緒だって。俺のことを目的のためなら手段を選ばない人間だって」

「……っ」

　俺だって最初からレイファを殺そうとしていたわけじゃない。

　エイシャの情報収集能力に期待して、レイファの弱みを探ってもらうために王都への手紙を出したのだ。

　だけど、ネメが捕らえられたことによって方針を変えることを余儀なくされた。

　そんな回りくどいやり方じゃ駄目だ。もっと直接的に止めない限り、レイファは俺の勧誘を諦めない。俺が折れるまで、仲間に危害を加え続ける。

　俺への攻撃だけなら、まだ許せた。でも、仲間を手にかけるというなら話は別だ。

「手を引くつもりがないというなら仕方ないじゃないですか。仲間が死んでいくのはもう嫌なんですよ。だったら、誰だって殺してみせますよ。王女だろうが、なんだろうが」

　かつて俺は覚悟したのだ。ジンを暗殺しに来た首切り相手に。

　止まるつもりがないなら、殺してでも止めてみせると。それと同じことを、別の手段を用いてやっているだけだ。

　わかっている。これは俺と仲良くしてくれたヒューゲルやエイシャへの裏切りのような行為だ。

　俺がどん底に堕おちていた時に闇から引き上げてくれた彼らに暗殺を依頼した。

　それは友人と呼べるような人間にするようなことではない。

　最低な行為だ。これが原因で縁を切られたとしても、おかしなことではない。

　それでも、ヒューゲルとエイシャは俺に協力してくれた。感謝してもしきれないほどの恩である。

「レイファ殿下、これが偽物だという可能性は……」

　隣にいたソフィーは手紙を眺めながら訝いぶかしむ。

　レイファは歯を食いしばりながら呟つぶやく。

「おそらく、これは――」

　レイファが言い切る前に廊下から駆け込んでくる人物が。

　その姿は一度見たことがあった。現七賢者、《魔法剣舞》使いのミル・ガンダクである。

「レイファさま！　大変です！」

「どうしたっていうの？　今は取込み中よ！」

　叱責するレイファに対して、ミルは早口で告げた。

「ネメが消えたんです！　目を離した一瞬のうちに！　忽こつ然ぜんと消えたんです！」

「何っ!?」

　声を荒らげるレイファ。彼女の視線がこちらに吸い寄せられる。

「どうやらやってくれたみたいね、首切りが」

　他人に悟らせないまま首を斬り落とすことができる彼にとって、捕らえられている人を一人連れ去ることなんて容易なことだ。

　これで心配事は完全に取り除かれた。

　やけになったレイファがネメを傷つけるということもなくなったし、この予告状が本物だと証明することもできた。

　首切りの実力も、ネメを連れ去ったことで証明できたわけだ。

「これで詰みだと思いますよ」

「っつぁ！」

　レイファは自分の髪を両手で摑つかみ取ると頭を搔かきむしった。

「くそっ！　くそっ！　ノート・アスロンっ！　こんなところで死ぬわけにはいかないのに！　王になることに命を懸けるのはいい！　だけど、王になる前に死ぬのだけは絶対に嫌っ！」

　彼女は怒りに拳を震わせている。顔は赤く怒張し、唇は嚙かみしめられていた。

「どうしたらいい？　どうしたら暗殺を取り消すの？　金？　地位？　何が欲しいの？」

「取り消すメリットがないんですよね。このままレイファ様を生かしておいても、恨みを買っている状況じゃ、いつ仕返しされるかわからないですし」

「わかったわ！　約束する！　もう手を出さない！　勧誘は諦める！　仕返しもしない！　綺き麗れいさっぱり手を引く！　だからっ！」

　過呼吸ぎみに肩を上下させる姿には、先ほどまでの余裕は微み塵じんも感じられない。まるで別人みたいだ。

「本当ですか？　全然信用できないんですけど」

「本当よ！　仕方ないじゃない！　貴方あなたのことは死ぬほど憎らしいけどっ！　こんなところで死ぬわけにはいかないじゃないっ！　こんな道半ばで！　王になる前に！　あいつらに見下されたまま！　死ぬわけにはいかないのよっ！」

　レイファは近くにあったテーブルを勢いよく叩たたいた。

　テーブルの上にあった花瓶が床に落ち、粉々に砕け散る。

　こちらを見上げるレイファの瞳には悔し涙が浮かんでいた。

「許さない。許さない。死ぬまで絶対に貴様は許さない。だけど、命のためなら我慢してやる！　悔しいけれど手は引いてやる！　恨みは墓場まで持っていってやるっ！」

　すごい形相だ。今まで生きてきた中で、ここまでの悪感情を向けられたのは初めてのことではないだろうか。

　ここで彼女は始末すべきだ。その方がきっと後腐れなく終わることができる。

　だけど、俺はこの交渉を始める前に決めていた。

　レイファが手を引くことを約束し、その約束が信頼できると判断したなら。首切りへの暗殺依頼を撤回すると。

　そういうルールを持って、ヒューゲルに暗殺を頼んだのだ。

「わかりました。未み来らい永えい劫ごう、俺達に危害を加えない。それだけの条件でいいです。それさえ約束してくれるなら、首切りに暗殺は止やめてもらうよう言っておきます」

「し、信じていいのね……？」

「一応はですね。でも、もし俺達たちに危害を加えるようなら、その時は問答無用で暗殺してもらうようにも言っておきますから。俺の命を奪おうとしても同じです。首切りの情報収集力を舐なめない方がいいですよ。一瞬でわかりますから。刺し違えようっていうなら、話は別ですけど」

「私はそこまで馬鹿じゃない。目的のためなら、貴様への憎しみくらい押しとどめてみせる！」

　レイファの拳から血が滴っているのが見て取れた。怒りのあまり、自分の皮膚を爪で突き破っていた。

　怖い。怖すぎる。自分の取った方法を後悔し始めていたが、それしか思いつかなかったんだから仕方ない。

「わかりました。そこは信用させてもらいます。あっ、それとダンジョン攻略を勝手にする分には止めないですから。俺達へ妨害をしないのなら、何をしてもいいですよ」

　一応、これ以上の敵意はないことは伝えておく。

　過剰にレイファの恨みを買ってしまうと、いつ自暴自棄になって報復されるかわかったもんじゃない。

　できることなら、買う恨みは最小限に留とどめておきたかった。焼け石に水かもしれないけど。

「わかったわ。それで手を打ちましょう……」

　息を荒らげながら肩を落とし、俯うつむいて呟いた彼女の一言によって、俺とレイファの戦いは完全に幕を閉じたのであった。
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　レイファのホテルから出た後、俺はすぐに『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスへと戻ることにした。

　玄関で靴を脱ぎ、すぐさま階段を上って二階へ。

　自分の部屋に入るとそこにはベッドに眠るネメがいた。

「無事に救出しておいたぞ。交渉はどうだった？」

　部屋の陰から大柄な男が現れる。

　その傍そばには眼鏡をかけたおっとりした顔の美人が。

　彼らこそ俺が王都から招いた救援、ヒューゲルとエイシャである。

「大丈夫でしたよ。おかげで一応はまとまりました。本当にありがとうございます」

　事前にヒューゲルには、俺がレイファと交渉しているうちにネメを回収してもらうようにお願いをしてあった。

「勝手にあがりこんじゃいましたよ。外で変に落ち合って、レイファ陣営の人物に見られるのも都合が悪いので」

　ネメをパーティーハウスに送り届けることになってはいたが、まさか俺の部屋まで送り届けてくれるとは。

　気配を消して忍び込んだのだろう。一階にいるパーティーメンバーは、ヒューゲル達の存在に気がついていなかった。

　流石さすがはこの国一の暗殺者。彼らほど隠おん密みつ行動に長たけた人間はいないのではないだろうか。

「全然構いませんよ。無茶なお願いをしたのは俺の方ですから」

　両手を握って横たわるネメに視線を寄せる。彼女の胸は上下に動いていた。

　どうやら息はしているようだ。目立った外傷も見当たらない。

「突入した時は既に眠っていたみたいだ。おかげで騒がれることもなく、連れ去ることができて助かった」

「そうですか。まあ怖い思いさせちゃったのはあれですが、無事に帰ってきてよかったです」

「そうだな。それでこそ手を貸したかいがあるというものだ」

「ですね。わたしが集めた情報でも、監禁されている間ネメさんは好待遇な扱いを受けていたみたいです。心配いらないと思いますよ。ホテルの料理を食べ過ぎて、３キロほど体重が増えたというデータも集まっています」

　待って。どうやって知ったの、その情報。

　エイシャが情報収集のプロフェッショナルなことは知っていたが、いくらなんでもプロフェッショナル過ぎないか？

「それならよかったんですかね？」

　せっかく手を煩わせたのに、なんか身内の恥ずかしい情報が出てきて申し訳なさを感じている自分もいた。

「でも、本当にすみません。二人に無理なお願いを言って巻き込んじゃって」

　それも合わせて、再度頭を下げる。

　今回のレイファとの抗争において、一番の功労者はヒューゲルとエイシャである。

　彼らの尽力がなかったら、レイファを無償で折れさせることはまず不可能であった。

　彼らの暗殺者としての実力、そしてレイファほどの人間をも恐怖させる知名度があったからこそ作戦は上う手まくいった。

　しかし、それは同時に首切りがレイファに目をつけられるという可能性も孕はらんでいた。

　今は正体不明の謎の暗殺者として活躍しているが、レイファが本気を出せば正体にたどり着く可能性もある。

　ヒューゲル達にとって、この依頼を受けることは百害あって一利ない行為なはずだ。

　それを二人は嫌な顔一つせず、快く引き受けてくれた。

「それはいいって言ったじゃないですか。もう謝らないでくださいよ」

「そうは言われても。この恩は絶対返しますから」

「それもいいですって。今回は無報酬で引き受けるって決めたんですから」

「元々、私達はレイファ・サザンドールに目をつけていた。依頼さえあればいつ暗殺してもおかしくなかった。それを今回はたまたま知り合いから承ったというだけだ。ノート殿が気に病む必要もない」

「それに今回の一件、元をたどればわたし達も部外者というわけじゃないですしね」

「そうだな。後始末をしただけだ。こちらも一度ジンを襲おうとした。その分の償いだと考えてくれ」

　そう言って、二人は宥なだめてくれた。

　なんといい人達であろうか。この人達と俺は知り合うことができて本当によかった。

　きっと二人は一般常識で見れば悪人なのだろう。悪人だけを裁く暗殺者といっても、やっていることは人殺しだ。

　でも、たとえ世界中の人が糾弾しようとも、仲間を助けてもらった俺だけは彼らの味方であり続けたかった。

　そもそも俺に人殺しを責め立てる資格なんて、存在しないのだ。

　今回の一件、俺は確かにレイファを殺すつもりで、計画を進めていた。

　結果的にはレイファが折れてくれたおかげで暗殺は未遂に終わったが、覚悟だけは本物だった。殺意のトリガーを引いていた。

　レイファが言っていた。俺は目的のためなら手段を選ばない人間だと。おそらく、それは真実なのだろう。

　俺はダンジョン制覇のためなら、仲間のためだったら、なんだってできる。

　たとえレイファのような残虐な行いでも、必要に迫られれば選んでしまうという確信があった。

　だからだろうか。すべてが終わった今なら、レイファに少しだけ親近感を抱いている自分がいた。

　ネメを人質に取ったことは許せないけど、もし彼女が王の座を本当に手に入れることになっても、そこまで嫌悪感を覚えないような気がする。

　だからといってはなんだけど、レイファが王の座を目指してダンジョンを攻略するのなら邪魔はしないつもりだ。

　やるなら、勝手にやって欲しい。

　お互いに足を引っ張り合うんじゃなくて、同じ一つの目標を目指す好敵手として、関わっていきたいという気持ちであった。

　まあ、あちら側は全然そんなこと考えてないんだろうけど。絶対恨んでいるだろうな……。

「ううんっ……」

　ベッドの上から寝返りを打つ音が聞こえる。

　目を移すと、布団を被かぶりながらもぞもぞと動くネメの姿が。

「そろそろ起きそうだな。見つかる前にお暇いとますることにしようか」

「そうですね。それじゃあ、わたし達は帰ることにします。すみませんね、ゆっくりできなくて。また助けがいるようならいつでも手紙をください」

「元々は俺が急に呼び出したのがいけないんですから。すみません、お忙しいところ。またいつか、時間ができた時にでも会いましょう」

「そうだな。今度は王都にでも来てくれ」

「うちに来れば、また美お味いしいご飯作りますよ」

　二人は手を振って、そのまま部屋の扉から出ていく。

　まるで知人の家に遊びに来たような態度で帰っているのに、《隠密》のおかげで誰も気づくことはなかった。

　まあ、いくらパーティーメンバーとはいえ首切りの正体を打ち明けるわけにはいかない。

　秘密はどこから漏れるかわからないものだ。彼らが安全に暮らすためには、正体を知る人は極力少ない方がいい。

　そういった背景もあり、今回の計画はパーティーメンバーに教えるわけにはいかず、すべて一人で抱え込んでいたというわけだ。

　すべてが上手くいったことだし、みんな許してくれないかな？

　割と反感を買うような言動をとっていた自覚はあるので、あとで詰め寄られそうな気もする。

　あとでネメのことも含めてなんて説明しようかな。首切りのことは言うわけにはいかないし、どうやって誤魔化そう。

　今後のあれやこれやを考えると、完全に晴れやかな気持ちとならないのが残念であった。
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　人に対してこれほどの怒りを覚えたのは、いつぶりであろうか。

　温室育ちの姉上達たち。愚鈍な父上。私を排斥しようとする宰相。

「ああっ、くそっ！　ノート・アスロンっ！」

　彼らへ向ける憎しみと同じほどの激情が、レイファ・サザンドールの胸で叫び声をあげていた。

「私をコケにしやがって！　くそっ、くそっ！」

　何度も執しつ拗ように机を叩たたく。既に机の脚は折れて傾いている。拳の側面は青あざになっていた。

　それでも力を込めることはやめない。

「首切りを持ち出すなんて！　反則じゃない！」

　ノート・アスロンという存在を侮っていた。

　彼は自分に似た存在だと思っていた。目的のためなら手段を選ばない賢明な人間だと思っていた。

　だが、目的のためなら人を殺す選択をも厭いとわない狡こう猾かつさを兼ね備えているとまでは思わなかった。

　狡猾さは自分が持ちうる最大の武器だ。レイファはそう考えていた。自分だけの武器だとおごっていた節もあった。

　だけど、それは間違っていた。

　ノート・アスロンは本気だ。己の行く道を阻む者には容赦しない。

　彼の瞳からは本物の覚悟が窺うかがえた。

　欲しかった。王への道に是非とも必要な人材だった。チャンスを失った今となっては、ただただ惜しく感じるのみだ。

　もうノート・アスロンには手出しすることはできない。首切りに目をつけられたとあれば。

　様々な悪事を働いていた自分にとって、悪人のみに手を下す暗殺者、首切りは天敵というべき存在だ。

　神出鬼没。ぽっかりと浮かんだ影のようにその正体は不明で、しかし首を刈られた死体は存在する。

　いくら護衛を雇おうとも、衆人の中だろうと、容易たやすく首を刎はねられる。

　護衛はおろか、刎ねられた者まで一部始終に気づかないまますべてが終わるという。

　もはや都市伝説的な存在だ。実在する最悪の都市伝説。

　黒い封筒に入った予告状。それが届いた者は、自身の犯した罪を後悔しながら処刑までの日々に怯おびえなくてはならない。

　民衆にとっては勧善懲悪のヒーローのような存在なのだろうが、狙われる立場としてはたまったものではない。

　これからの毎日、自分の死に怯えながら生きていかなくてはいけないのだ。おちおち寝てもいられない。

　いくら最強の神官兵士であるギルベルトを護衛として雇っているからといって、きっと首切りの襲撃を防ぐことはできない。

　あれは回避不能な類の怪異である。

「落ち着いてください。レイファ殿下」

　机をひたすら叩き続けるレイファの腕をソフィーが摑つかんだ。

　身を案じてだろう。ソフィーの眉は下がっている。

「怪け我がをしてしまいます。どうか冷静に」

「冷静になれるわけないでしょ！　あの首切りに目をつけられたのよ！」

「そうですが……。ノート・アスロンは手を引けば、首切りへの依頼を取り消すと言っていました。早急に対策を講じる必要はないのでは？」

「貴方あなたは何もわかっていないのね。首切りに目をつけられたことの意味が」

　ああ、ムカつく。この状況も、頭の悪い配下を持つのも。

　なんでこんな簡単なことを一々説明してあげないといけないのかしら。

「これから先、私が王を目指すうえで謀略が使えなくなったのよ。これから首切りはノート・アスロンに危害を加えないか私をマークするはず。その上で、目立った悪事を働けばノート・アスロンに関係あろうとなかろうと、正義の執行人である首切りは手を下す方向に動く可能性がある。要するに今回の一件で、正攻法でしか王を目指す手段を失ってしまったのよ」

　割に合わない戦果である。

　ダンジョン攻略を少しでも有利に進めようとノート・アスロンの勧誘に乗り出した。

　別にダンジョン攻略にノート・アスロンの存在が必須だったわけでもない。

　パーティーに引き入れることができたならベストだったが、最悪失敗しても別のマッピング担当を用意することはそう難しいことではなかった。

　現に失敗した時の代替案も用意していた。

　だけど今回の一件は、何の利益を得ることもできないまま、ただ首切りに目をつけられたという最悪の結果に終わってしまった。

　首切りに目をつけられたことで、王への道は遠いものとなってしまった。

　自身の得意とする非道な一手が使えなくなったとあれば、王の座に届かなくなってしまう可能性もある。

　この程度の些さ細さいな一幕で、悲願の達成から離れてしまうとは。

　油断をしていた自分にも非はあるが、やりきれない思いが湧いてくるのも事実であった。

「すみません……」

　自分の考えが至らないことへなのか、ソフィーが頭を下げる。

　申し訳なさそうに感じていない形だけの謝罪。尚なお更さら、レイファの中の怒りは増大していく。

「すみませんじゃない！　謝って済むようなことじゃないでしょ！」

「はい、すみません！」

「ああ、もうっ！　使えないんだからっ！」

　レイファは頭を搔かきむしる。

　なんで、この子はいつもそうなんだろう。使えない。

「元はといえば、貴方に原因があることがわかっているの？」

「原因……ですか？」

「理解できていないの？　首切りが出てきたのも、そもそもは貴方のせいじゃない！」

「はい、最初にノート・アスロンを逃したのは反省しております……」

「そうじゃない！」

　使えない。使えない人間だ。

　忠誠心だけはあるから置いておいたものを、ここまで使えない人間だとは思わなかった。

　まず、第一に頭が回らない。言われた通りにしか動くことができない。指示待ち人間だ。

　言われてないことへの対応力がない。よかれと思ってやったことが裏目に出るタイプの人間。

　付け込めると思って、恩を売って配下にしたのはいいが、とんだハズレを引いてしまった。

「確かに貴方が最初にノート・アスロンを逃がさなかったら、こうはならなかった。首切りを呼ばれる前に決着をつけられていれば問題は起こらなかった。でも、今私が言っているのはそのことじゃない！」

「といいますと？」

　ここまで言ってもまだソフィーは事態が理解できていないようだ。彼女が犯した最大の失態に。

　腸はらわたが煮えくり返りそうだ。貴方が勝手なことをしなければ、こうして首切りに目をつけられることもなかったのに。

「まだ気づいていないのね……」

「一体なんのことですか……？」

「なんのことですかじゃない！　貴方が犯した最大の失態についてよ！」

　わからないなら教えてあげる。

　この使えない付き人、ソフィー・ディーンラークに。

「貴方が首切りに依頼してジンを暗殺しようとしなければっ！」

　そして、レイファはまくし立てた。

「ノート・アスロンと首切りに接点が生まれた原因なんて、それくらいしか考えられない！　首切りはジンへの暗殺の際にノート・アスロンと出会って、どういうわけか暗殺を取りやめることにした。首切りが珍しく暗殺を失敗させたのも、ノート・アスロンが首切りへの連絡手段を持っていたのも、そう考えるとすべて辻つじ褄つまが合う。今回の失敗は元をたどれば、全部貴方の勝手な行いのせいなのよ！」
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　わたしの人生で一番幸せだった時間は、もう終わってしまった。

　そこから先は下り坂。緩やかに死を待つだけの消化試合みたいな人生だ。

　五年前のあの時まで、わたしは自分の人生が輝かしいものになると信じ込んでいた。

　世界は幸せと優しさでできていて、その鮮やかさは永遠のものだと、疑いもしなかった。

　要は世間知らずの箱入り娘だったのだ。

　わたしは有名貴族であったディーンラーク家の長女として、この世に生を受けた。

　一人娘ということもあり、お父さまにもお母さまにも大変可愛かわいがられた。

　お父さまに言えばなんでも買ってもらえた。おしゃれなドレスだって、ピカピカのシューズだって、宝石でこしらえたキラキラのブローチだって。

　わたしは友達や屋敷の使用人にそれを自慢するのが好きだった。

　可愛いと褒められるのは好きだったし、お父さまに買ってもらったものを褒められると、お父さまのことまで褒めてもらっているようで心が温かくなった。

　お母さまは綺き麗れいで、優しい人だった。わたしの髪をよく編んでくれた。怖い夢を見た時は抱きしめて、一緒に眠ってくれた。

「ソフィー」

　お母さまはわたしの名前を呼ぶ時、決まっていつも笑顔だった。その響きは温ぬくもりに満ちていて、わたしはわたしの名前がとっても好きだった。

　わたしは二人が大好きだった。お屋敷にいる人もみんな優しかった。

　廊下ですれ違えばみんな声をかけてくれて、お菓子だってたくさんくれた。仕事で忙しいはずなのに、暇だったわたしの遊びによく付き合ってくれた。

　そんな幸せに満ちた人生は、お父さまが死んで一変した。

　死んだのではない。正確には殺されたのだ。

　自分が育て上げた暗殺者に。

　どうやらお父さまは悪い人だったらしい。これは死んでからわかったことだ。

　わたしにとっては自慢の父親だったけれど、裏では相当黒いことをやっていたそう。

　孤児を安値で引き取り、人権をも顧みない過酷な戦闘訓練を叩たたき込み、己の手先となる尖せん兵ぺいを作り出していた。

　そんな尖兵の一人に反旗を翻されて、殺されてしまった。

　お父さまが死んで、悪事が公になって、周囲の人の態度は一変した。

　優しかった人はみんなお父さまを非難するようになって、わたしやお母さままでも糾弾し始めた。

　責め立てる人の中にはお父さまに助けられた人もいたはずなのに。優しくしてもらった人もいたはずなのに。

　そんな恩なんてないかのように酷ひどい言葉を浴びせてきた。

　許せなかった。殺されたのはお父さまのはずなのに。

　なんでわたし達たちが悪者のような扱いを受けなくちゃいけないの？

　お父さまはいいことだって、たくさんしていたはずなのに。

　それを全部なかったことにされて。一方的に好き勝手言われて。悪者にされて。

　そんなのお父さまがかわいそうだ。報われない。

　お母さまはお父さまが裏で行っていたことを知っていたみたいだった。

　だけど、愛する夫を失って。貴族としての地位を失って。世間に後ろ指を指されるようになって。お母さまはおかしくなってしまった。

　きっと変わっていく現実に耐えられなかったんだと思う。

　わたしを殺して、自分の命を断とうした。

「ソフィー、一緒に死にましょう」

　わたしの名前を呼んでいるはずなのに、その顔は笑っていなかった。

　怖かった。お母さまがお母さまじゃないみたいで。逃げ出した。お母さまを突き飛ばして、一心不乱に逃げ出した。

　どうして？　なんで？　お母さまは変わっちゃったの？　お父さまはどうして戻ってこないの？

　結局、お母さまは一人で死んでしまった。

　死んでから後悔した。一人寂しく死ぬくらいなら、一緒に死んであげればよかった。

　どうせいいことなんて、この先一生ないのだから。死んでも変わらないのに。

　お母さまはいつもわたしの味方をしてくれたのに。肝心な時に、わたしはお母さまを見放した。

　わたしは一人になった。味方はもう誰もいなくなってしまった。

　孤独だった。絶望しかなかった。

　この世から幸せと優しさはすべて消え失うせていた。広がっているのは、ただ灰色の人生のみ。

　世界はわたしに優しくなかった。







　レイファ殿下と出会ったのは、そんな絶望の最中だった。

　世間から疎まれていたわたしに声をかけてくれた。

「貴方、ディーンラークの一人娘ね」

　またお父さまを馬鹿にされるのかと思った。

　もう我慢するのは嫌だった。黙って歯を食いしばるのは嫌だった。言い返してやろうと思った。

　でも、違った。

「貴方あなたの父親はなかなか見どころのある人間だったのにね。配下にでもしてあげようと思ったのだけど、残念」

　レイファ殿下は人を駒としか考えていないような人間だ。その評価も駒の１つとしての評価だったのだろう。

　でも、わたしは無性に嬉うれしかった。

　だって、お父さまが死んでから、肯定してくれた初めての人間だったから。

　少しだけ、救われた気がした。この世界はわたしに優しくないけど、もうちょっとだけ生きていてもいいと思えてきた。

　それからだ。わたしがレイファ殿下に付き従うようになったのは。

　レイファ殿下はお世辞にも人格の良い人間ではない。目的のためなら手段を選ばない人間だ。

　野望のためだったら悪事だって平気で行うし、お父さまのように家族に優しいという別の顔を持っているわけでもない。

　ただ純粋に手段として、悪を好んでいる人間だった。

　だからといって、レイファ殿下の下を離れようとは思わなかった。

　わたしはあいつらとは違うのだ。お父さまの悪業を知って、離れていった恩知らずの配下とは違って。

　わたしは一生付いていくと決めたのだ。何があろうとも。

　世界がレイファ殿下の敵であろうとも。わたしだけは味方でいると。

　もう誰かを見放して、後悔するのは嫌だった。
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「全部貴方のせいよ！　貴方が我わが儘ままを言って、首切りを仕掛けたりしなければ！」

　コーヒーカップが飛んでくる。

　わたしはそれを避けることもしないまま、甘んじて受け入れた。

「父親の仇かたきだか知らないけれど、そんなの放っておけばよかったのよ！　復ふく讐しゆうなんていう非合理的なことは諦めて、私のためだけに動いていればよかったの！」

　レイファ殿下の言う通りだ。わたしは殿下に迷惑をかけた。付き従うと決めたはずなのに、殿下の野望の邪魔をしてしまった。

　わたしが首切りへと繫つながるパイプラインを知ったのは偶然だった。

　殿下の謀略の手伝いをしている最中、とある情報屋から耳にしたのだ。

　その情報を手にして、わたしの中に一つの欲望が芽吹いた。

　お父さまを殺した暗殺者。そいつを突き止め、殺すことができないかと。

　気が付いたら、そのパイプラインを利用していた。首切りに暗殺の依頼を出していた。

　レイファ殿下には当時も怒られた。勝手なことをするなと。むやみに動くなと。

　しばらく経たつと、首切りサイドから連絡が来た。

　お父さまを殺した犯人は『到達する者アライバーズ』にいるジンという青年だと。

　その情報とともに、依頼の達成は失敗したと。これ以上の暗殺はリスクが高く、手を引くつもりであると言われた。

　その報告を受けて、少しほっとしている自分がいた。

　衝動的に暗殺の依頼を出してしまったけど、本当はそんなこと許されるわけない。

　人を殺すのはいけないことだ。お父さまがそういうことをしていたことだって、わたしは許されるべきものではないと思っている。

　確かにレイファ殿下の命令に従って、人殺しに近いことに何度も手を貸している。

　だけど、それは間違っていることだ。自分でも自覚している。

　自分の殺意による初めての殺人が失敗して、心は軽くなっていた。

　首切りへの依頼の副産物として、『到達する者アライバーズ』の情報が手に入った。

【地図化マツピング】スキルがダンジョン攻略に有用なことも、この時初めて知ることとなった。

　レイファ殿下の目が光った。

　これは何かを企たくらんでいる目だ。その予測は当たっていた。

　その後すぐにレイファ殿下は、ダンジョン攻略に必要なメンバーを集め出した。

　それはお父さまの仇であるジンが、ダンジョン21階層で命を落とした時期とほぼ同じだった。

「貴方はいつもそう。能力はあるから仕えさせてやっているのに。やることなすこと全部裏目に出て。本当に使えない」

　そんなこと言われなくてもわかっている。わたしだって百も承知だ。

　やることなすこと全部が上う手まくいかない。どうしてこんなに駄目な人間なのだろう。

　わたしは不幸の星に生まれて、不幸であり続けることを運命づけられている。そうと説明されでもしない限り、納得のしようがない。

「わかっているでしょうね。わたしは使えない駒には容赦ないって」

「はい……」

　これで２アウトだ。

　監禁していたノート・アスロンを独断で逃がしてしまったこと。

　暗殺を勝手に依頼したことによって、ノート・アスロンと首切りの接点を作ってしまったこと。

　合計で２アウト。殿下は３アウトする人間を確実に許さない。

「次は必ず上手くやってみせますから」

「次も何もないのよ。ノート・アスロンからは手を引くしかない。首切りが出てきたとなれば、感情に身を任せて仕返しに走るのは得策じゃない。悔しいけど、ノート・アスロンの言う通り、大人しくダンジョン攻略をし続けるくらいしか道は残されていない」

　レイファ殿下は顔に苛いら立だちを浮かばせたまま、爪を嚙かんでいた。

　このまま静かに時が過ぎるかと思いきや、いきなり部屋のチャイムが鳴った。

「来客？　誰？　こんな忙しい時に。ソフィー、さっさと応対しなさい」

「はい、わかりました」

　ドアを開く。すると、そこには見知らぬ女性が立っていた。

「えーと、レイファ・サザンドール様でしたっけ？　そんな感じの人がいるって聞いたんですけど、合っていたりします？」

　誰だろう、この不ぶ躾しつけな人間は。

　頭を搔かいている金髪のハーフエルフに向かって言った。

「誰？　突然やってきて」

「あっ、わたしですか？　ミーヤ・ラインって言います。なんかレイファって人がダンジョン攻略をするためにすごいメンバーを集めているって聞いて。手伝えるかなーって思ってやってきました」

　背後に目を向け、合図をする。

　レイファ殿下は呆あきれたようにため息を吐ついていた。

「なに、この舐なめた態度の人間は？　冷やかしかしら？」

「冷やかしなんかじゃありません！　本気の本気です！　わたし、ついこの間この街にやってきた冒険者なんですよ。ダンジョン攻略でもしようかって。でも、どうせ入るなら一番すごそうなパーティーに入りたいじゃないですか。で、噂うわさに聞くと、王女殿下がダンジョン攻略に乗り出すそうで。それで面白そうだなーと思ってやってきました！」

「はあ……」

　レイファ殿下は頭を抱えて、目をこすっていた。

「なんでこう一日に何件も面倒ごとが舞い込んでくるの……。ねえ、ソフィー」

「な、なんでしょうか」

　背筋を伸ばしながら返事をする。

　このドスの利いた声。本気で怒っているタイプのやつだ。

「この舐めたやつを追い出しなさい」

「えっ、なんでですか!?　まだ名前しか名乗ってないのに！　経歴とか、少しくらいは聞いてくれません!?」

「今、私は気が立っているの。二度は言わせないで」

「聞いてくださいって。わたし強いですよ。少なくとも、あなたが集めた人の中では一番役に立つ自信があります！」

「ほお……」

　レイファは面白いものを見つけたかのように、口の端を吊つり上げた。

「いいだろう。なら、見せてみなさい。そこにいるソフィーと戦ってみて。そして、勝てたらパーティーに加入させてあげるわ」

「本当ですか!?　ありがとうございます」

　無邪気な笑顔で飛び跳ねるハーフエルフの少女。

　レイファ殿下は立ち上がると、部屋を出る準備をした。

　コートを羽織って、わたしの隣を通り過ぎる時にそっと耳打ちをする。

「ねえ、ソフィー。あの女をコテンパンにしてやりなさい。あの舐めた態度を後悔させてやるの」

「で、でも――」

「でも、じゃない。やりなさい。もし、負けるようなことがあったら、わかっているかしら？」

　ゴクリと唾を飲み込む。そんなこと言われたって――。

【高位鑑定】によって映る情報からは彼女のスキルが、余すところなく表示されていた。

【弓術・極】に【身体強化・大】、そして【森精霊王の加護】。

　どれもが一級のスキルで、正直わたしなんかに勝ち目がない。

　スキルだけ見ればギルベルト超えの存在。彼女は十数年に一人の逸材だ。

「ノートでしょ？　それにフォースだっけ？　最近負けが込んでいるんだよねー。だから、ここいらで一発勝たないと。雑魚キャラみたいになっちゃうからなぁ」

　そう吞のん気きなことを呟つぶやく彼女を前に、わたしは絶望していた。

　やっぱりだ。世界はわたしに優しくない。

　なんでこんな時に、こんな化け物がやってくるの。神様はわたしに試練を課さないと気が済まないの。

　最悪だ。せめて一日だけ早かったら。一日遅くでもいい。レイファ殿下の虫の居所はここまで悪くなかったはずだ。

　でも、この最悪の機嫌のまま、もしわたしが負けたら――。

　きっと、わたしは――。
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　この日、わたしは３アウト目を言い渡された。
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「いやー、今日も雨降っていますね」

　レイファとの騒動があった翌日の早朝。

　俺は窓の外を眺めながら呟いていた。

　雨は昨夜から降り出していた。地面は水たまりの域を越えて、一面が水の膜で覆われている。

　降り始めてからだいぶ時間は経っているのに、雨の勢いは止やまず、庭に植えられた植物の葉を叩たたく音が室内からでも聞こえてくる。

「これじゃあ仕方ないです。今日は走れなさそうです」

　隣で同じく窓の外を見つめるのはネメだ。

　お寝坊さんな彼女が、こんな早くから起きているなんて珍しい事態だ。

　なんでも先日のホテル監禁により、体重を増加させてしまったネメは、俺の日課であるランニングに同行し、ダイエットに励むことにしたらしい。

　監禁といっても、実際のところは軟禁といった具合だったらしく、抵抗さえしなければ、自由に過ごすことが許されていたらしい。

　さすがに部屋の外に出るわけにはいかないので、ホテルの豪勢な食事を食べては寝て、食べては寝ての繰り返しをしていたらしく、帰ってきたネメは丸みが増していた。

　軟禁生活は快適だったらしくそこまでショックを受けている様子はなかった。

　どちらかというと「お前、太った？」という、フォースがネメを見ての第一声の方にショックを受けていたみたいだ。

　女遊びが鳴りを潜めたのはよいが、こういうデリカシーがないところは相変わらずらしい。

　そういうこともあって、一念発起。ネメのダイエット生活が始まったのだ。

「ダイエットは明日からにするです。お休みです」

　自室に戻って、二度寝をしようとするネメ。

　ネメのダイエット生活は始まって数秒で終わりを告げていた。

「いやいや、そう言って明日も絶対やらないやつじゃないですか」

「確かに明日も雨で地面がぬかるんでそうです。走るのは明後日あさつてからにするです」

「せめて一日くらいは続けてくださいよ。三日坊主どころか、一日も始まってないじゃないですか」

「そもそもネメは太ってないです！　太ったっていうのはフォースが言っていただけです」

「いや、３キロ――」

　信頼できる情報筋からのリークを危うく口に出しそうになったが、世の中には知らない方が幸せなこともある。

　俺はどこぞのデリカシーのないリーダーとは違うのだ。優しい黙秘を行使することにした。

「そもそもフォースは信頼できないです！　新しいパーティーメンバー連れてくるって言っていたのに、誰も連れてこなかったです！」

「それはいいメンバーが見つからなかったって言っていたじゃないですか」

　ネメは太ったと言われたことを根に持っているようだ。拳を握りしめて言う。

「それじゃあ、王都に旅行に行っただけです！　ずるいです！　ネメも旅行に行って美お味いしいものいっぱい食べたかったです！」

　根に持っているというより、ただの食欲だった。絶対、ダイエットする気ない思考だよね、それ……。

　まあ、いいけど。ネメが太ろうと太らなかろうと、彼女の勝手だ。

　ダンジョン探索に影響がでない分にはっていう条件付きだけど。

「じゃあ今度暇になった時でも、王都に行きますか。住んでいたんで、ある程度美味しいお店紹介できますよ」

「さすがです、ノート！　絶対の約束です！」

　途端に笑顔に返り咲くネメ。

　社交辞令のつもりで言っただけなのだが、ここまで喜ばれるとは。

　自分で言っといてなんだが、案外悪くないアイデアかもしれない。

『到達する者アライバーズ』のみんなでどこかに出かけたりすることは、今までなかった。旅行を機に、より一層パーティーの親交を深めるのも面白そうである。

　そんなことを考えていると、パーティーハウスの正面に一つの気配が。

　ドンドンと扉を重苦しく叩く音が聞こえる。

「なんです？　お化けです？」

　ネメは身体からだをすくませて、俺の裾を引っ張ってきた。

「下がっていてください。今、開けますから」

　ネメをリビングに静止させたまま、薄暗い廊下に向かって歩いていく。

　わかっている。扉の先にいるのはお化けなんかじゃない。

　いるのは人間だ。明確な実態がある人間。

　鍵を開ける。扉を押しやると、そこにはずぶ濡ぬれになった一人の少女が。

「ノート・アスロン……」

　そう、人間だ。目の前にいるのは人間なはずなのに、俺の目には亡霊が佇たたずんでいるようにしか見えなかった。

「ソフィーだよな……」

　雨が滴るフードをかぶった女は、確かにレイファの付き人だったはずだ。

　だけど、泥にまみれた黒髪。風穴の空いたような空虚な瞳。不自然なほど引きつった口元。小刻みに震える息遣い。

　そのどれもが別人のようで。その変わりように恐怖している自分がいた。

「やっと……捜した……」

「捜したってなんで……」

「決まってる……お前を殺すため……」

　ふっ、とソフィーは息を吸い込んだ。

「お前を殺して、殿下に！　もう一度！」

　力を込めた一いつ閃せん。腰元から光る剣先が放たれた。

「くっ!?」

　上半身を捻ひねり、寸前のところで躱かわす。

　殺気がだだ洩もれだ。そんなんじゃ、襲撃してくるって自分から言っているようなものだ。

　剣けん戟げきだって甘い。彼女と最初に刃を交えた時は、もっと鋭かった。

　力任せの一撃。執念と怨念のみで振るわれた剣が届くわけもない。

《離脱ウイズドロー》で二歩、下がると構える。術式の編まれた手袋はつけていないし、パジャマ姿のままだ。

　だけど、錯乱している相手なら――。

「ノート！」

　土足のまま、廊下に突っ込んでくるソフィー。

　渾こん身しんの突きを避けると、腹部に一発《掌底シヨツト》を叩き込む。

「うっ！」

　硬い。全然、手応えがない。

　大したダメージは与えられてなさそうだが、衝撃だけはお見舞いすることができた。

　彼女は身体をくの字に曲げて、宙に浮く。そこからもう二発。肩と胸に《掌底シヨツト》を食らわせて、家の外に吹き飛ばす。

「いきなりやって来て、なんなんですか！　どう考えても正当防衛ですからね」

　一体、この少女はどういうつもりなんだろう。明らかな殺意を向けてきている。

　レイファがけしかけてきたのか？　首切りからの殺害予告がブラフだと疑って仕掛けに来た？

　いや、それにしてはやり方がずさんだ。いきなり家にやってきて、襲撃してくるなんて。

　もし俺がレイファの立場なら、人目につかない暗殺方法を選ぶ。
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　それに襲撃者の様子も変だ。常軌を逸している。

　言葉はろくに通じないし、息も絶え絶えだ。目の焦点も定まっていない。

　何がソフィーにあった？　ソフィーの独断？

　あり得る可能性だ。でも、だったらどうして？　俺を殺そうとしている？

「何をやっているかわかっているのか？　これ以上襲い掛かってくるようなら、レイファからの敵対と取るぞ。首切りの存在を忘れたわけじゃないよな？」

「……知らない、そんなの。お前を倒して、見直してもらう」

　見直してもらう？

　もしかしてレイファが偶然不慮の事故で亡くなって、死の原因を俺や首切りだと思い込んでいるという可能性も考えたが、どうやら違うようだ。

　なんだろう。理由はわからないが、落ち着いて会話のできる状況じゃない。

　ソフィーは錯乱して、状況を正常に把握できていない。

　やるしかない。やらなきゃ、こっちがやられてしまう。

　玄関に下りて靴を履く。これでやっと本気を出せる。靴下のままじゃ、足の踏ん張りが利かない。

　ソフィーはぬかるんだ地面から起き上がる。こちらを睨にらみながら、膝に手をついて立った。

「倒す、絶対に」

「かかってくるなら容赦しませんよ。前にやられた仕返しをまだしてないので」

　こちらも構えの姿勢をみせる。

　駆け引きなんてものはなかった。一直線にソフィーは駆けてくる。

　ぬかるみにバランスを取られながらの愚直な突進。こんなの避けるなという方が難しい。

「ふっ――」

　躱して足をかけると、一発。《掌底シヨツト》を放ち、のけ反らせる。

　それでもソフィーの進撃は止まらない。すかさず、二発、三発入れていく。

「うっ！　どうしたんですか、一体？」

　圧倒的優位な状況にいるのはこちらのはずなのに。段々追い詰められていく感覚がある。

　攻撃を何度も食らっているはずなのに、ソフィーは止まらない。

　まるでゾンビのようだ。こちらの攻撃は効いていないのか。《掌底シヨツト》は確実に決まっているはずなのに。

　このまま攻撃を与え続ければ死んでしまうんじゃないだろうか。そう思えるほど、俺は攻撃を繰り出していた。

　だけど、ソフィーはノーガードのまま突き進んでくる。

　死んでもいいのか？　目の前の少女の気迫は、まるで自分の命など気にも留めていないようだった。

「――」

　ソフィーが何か小さく呟つぶやいた。そう思った時だった。

「あっ……」

　足元の地面が途端にぬかるんで、バランスを崩す。片足を泥だまりに入れたまま、身体が倒れていくのを感じていた。

「魔法!?　まずっ――」

　ノーモーション、触媒なしでの魔法行使スペルキヤスト？　もしかして、精霊術か？

　状況を把握しきれない俺に対して、容赦なくソフィーはタックルをかます。

　体重のこもった一撃。地面に叩たたき付けられる。

「くはっ！」

　ソフィーはのしかかると俺の肩を両手で摑つかんだ。胴体を揺らして、もう一度地面に叩き付ける。

「ノートっ！」

　振りかぶる拳。そのまま俺はやられるかと思った。

　頭上にあるのは空虚な瞳。そこからは雨だか涙だかが滴り落ちていた。

「アスロン……」

　倒れたのは一瞬だった。

　ソフィーの動きは糸が切れたかのように止まった。かと思うと、そのまま俺の上に倒れ込んできた。

　ちょうど俺に重なるような形で覆いかぶさってくる。

「おい、ソフィー」

　呼びかけても返事がない。頰を叩く。全然反応がない。

「大丈夫か、おい！」

　頰に触れて気がついた。すごい、熱だ。雨で冷えた指先が熱かった。

「どうしたんだよ、いきなり。しっかりしろよ」

　重い胴体を逸そらして、のしかかっていた重みから抜け出すと、ソフィーの身体を横に丁寧に寝かせた。

　どうやってこの熱で動けていたんだよ。常人なら歩くことも覚おぼ束つかないほどの体調なはずだ。

　このまま放っておくのはまずい。本当に死んでしまう。

　ソフィーの肩に手を回すと、そのまま持ち上げた。

　いつから雨に打たれていたのだろう。水を吸った服からは大量の雨水が流れ出る。

　ソフィーの身体は一切力がこもっておらず、地面に吸い付くような重さを感じていた。

　幸いにもパーティーハウスはすぐそこにある。運ぶだけなら、そう難しいことじゃない。

　とにかく早く屋内に入れて、雨風から逃さないと。体調をこれ以上悪くさせてはいけない。

　ネメはまだ起きているはずだ。すぐに回復スペルを使ってもらって。それから濡れた服を着替えさせて。

　ああ、どうしてさっきまで自分を殺そうとしていた相手を助けようとしているんだろう。

　でも、仕方ないじゃないか。

　このまま見捨てるのはなんか違う気がする。確かに俺は目的のためなら手段を選ばない人間かもしれないけど、人の命をないがしろにしたいわけじゃない。

　助けられる命は助けたい。

　もし、ソフィーを助けたことによって、俺や俺の仲間の命が奪われるというなら話は別だけど、今のソフィーからはそんな気迫は感じられない。

　俺は土砂降りの中、ソフィーを担いでパーティーハウスまでの道のりを歩いたのであった。
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「どうしたのよ、これ」

　起きてきたエリンが目を見張っている。

　現在の時刻は午前７時。朝ご飯を食べに来たパーティーメンバーが一階に集まってくる時間帯だ。

　エリンが驚くのも無理はない。リビングのソファーには熱でうなされたソフィーが寝そべっていた。

　あの後、ソフィーを家に連れて帰った俺は、すぐにネメを呼び、戦闘で傷ついた身体からだを癒してもらった。

　回復スペルでは風邪までは治すことはできない。

　雨で濡ぬれた身体のまま放置すれば、体調は悪化するのは目に見えているので、ネメに頼んで着替えをさせて、毛布で冷えた身体を暖めることにした。

　安静にしてさえいれば体調は良くなるはずだ。ソフィーの調子が戻ってから、事情を聞こうと思っていた。

　意外なことに、軟禁生活を強いられていたネメはソフィーの看病に抵抗を示さなかった。

　なんでもホテルでの生活中、ソフィーとはいくらか話す機会があり、そこまで悪い印象を持っていないらしい。

　ちなみにネメが一番話していたのは、現七賢者であるミルだったらしく、よく暇つぶしに付き合ってくれたと楽しそうに話していた。

「ネメも新しく友達ができたです！」と喜んでいた。人が必死に助け出そうとしていた中、吞のん気きなものだ。

　まあ痛めつけられるよりはよっぽどいいし、友達ができることは喜ぶべきことだ。

　あんなに人見知りなネメも、いつの間にかたくさん友達ができている状況になっているのは不思議なものである。

　ひょっとすると、女子陣の中で一番友達がいるのではないだろうか。

「ノートが勝手なことはいつものことだから仕方ないけど、これはどういう状況なの？」

　エリンは顎をしゃくって、ソフィーを指した。

　いや、これは冤えん罪ざいだ。確かにレイファとの交渉を勝手に進めて、方法を打ち明けないまま話を終結させたことは悪いと思っているが、これに関しては完全に予想外の出来事だ。

　俺も何が起こっているのかわからないのだ。

「知らない。いきなり襲われたんだよ。そんでもって戦っていたら、熱でぶっ倒れたんだよ。放っておくわけにはいかないし、こうして寝かしているってわけ」

「なんで襲われたの？　ノートの話じゃ、全部片付いたんじゃないの？」

「そのつもりだったんだけど、それがわからないんだよ。なんでも普通の様子じゃなくて。錯乱しているみたいなんだよ」

「要するにノートにとっても予想外の出来事が起きたってことね」

「うん。話を聞いてみないことにはわかんないけど、この様子じゃあね――」

　ソフィーの方へ視線を向ける。

　彼女は未いまだに苦しそうな寝息を立てている。この様子じゃ、当分の間は話をするのは難しそうだ。

「おはようございます。どうかしたんですか」

「おお、朝から集まってどうしたんだ？」

　ロズリアとフォースも起きてきたようだ。

　話題はリビングで寝込んでいる見知らぬ人物になるのは当然のことだ。

「誰だ？　こいつ」

「あっ！　見たことありますよ！　ノートくんを監禁してた人ですよ！　悪い人です！」

「マジか」

「敵地で隙を見せるとは甘いですね。隙ありっ！」

「ほら、攻撃しようとしない」

　攻撃するふりをするロズリアにツッコミを入れながら、改めて事情を説明する。

　レイファとの取引の内容は伏せて、今日の朝起きた出来事だけを。

「うーん、よくわからねえなぁ」

「とりあえず叩き起こして訊きいてみましょうよ」

「なんで強行手段に頼ろうとするんだよ」

　襲い掛かろうとするロズリアにツッコミを入れる。

　本気で叩き起こすつもりはさすがにないだろうが、ロズリアが言うと怪しくなるのもまた事実だ。

「とりあえずは起きるまで様子見することにしない？」

「まあ、そんなところが無難だよな」

　リーダーが了承したことで、ソフィーをどうするかという一応の方針は固まったのであった。







　ソフィーが目を覚ましたのは、その日の夕方すぎであった。

　一階が騒がしくなっているのに気づき階段を下りると、エリンとロズリアが慌ただしくしているのが見て取れた。

　中心にいるのはソフィーであった。なんとかして立ち上がろうとするも、よろめいているようだ。

　すぐにバランスを崩して、ソファーに倒れ込む。

「あまり無理しない方がいいわよ」

　エリンの制止を振り切って、なおも立ち上がろうとするソフィー。

　目の前に立つ俺の存在に気づくと、見上げながら呟いた。

「ノート・アスロン、ここはどこ……？」

「そんなに睨にらまないでくださいよ。襲い掛かったりしないですから。ここは『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスです」

「パーティーハウス……？」

「戦っていた時、急に倒れたからびっくりしましたよ。起きないし、熱もありそうだったので家まで運んできたんです」

「これを……ノートが……？」

　ソフィーは身につけていた部屋着と、地面に落ちた濡れタオルに目を移す。

　慌てて否定する。

「それは違いますよ！　着替えをさせたのはネメ姉さんですよ！」

「あのドワーフの子……」

　ソフィーは納得したように頷うなずいた。

　無理やり立ち上がると、よろめきながら廊下に向かって歩き出した。

「ありがとうと言っておいて」

「無理しない方がいいんじゃないですか？　足元もおぼついてないですし。帰るのはもう少し休んでからでも――」

「これ以上、迷惑をかけるわけにはいかないから」

「なら、せめて送りますよ。あの王女様がいるホテルまで――」

　そう口にした瞬間、ソフィーの動きは止まった。

　顔をくしゃくしゃにして崩れ落ちる。

「そうだ……もう帰る場所なんてないんだった……」

　ぽろぽろと泣き始めるソフィー。

　えっ、どうして？

　焦る気持ちを抑え、なるべく敵意を感じさせないように丁寧に話しかける。

「大丈夫ですか？　とりあえず起きたばかりですし、飲み物でも用意しましょうか？」

「うん……」







　椅子に座り、しばらくして泣き止やんだソフィーはゆっくりとお茶をすすった。

　そろそろ大丈夫な頃合いかと思い、話を切り出すことにした。

「帰る場所がないってどういうことですか？」

「そのままの通り」

　ソフィーは答えた。

「レイファ殿下に見放された。用済みだって。使えない人間はいらないって」

「それはまたどうして……」

「わたしが使えない人間だったから。ノートを逃がしたり、勝手な行動をしたり――」

　そう言って、付け加えた。

「ミーヤとかいう女に負けたから」

「ミーヤ!?」

　知っている人物の名前に驚きの声をあげてしまった。

　隣に座っていたロズリアも気になったようで尋ねる。

「どうして、ミーヤさんの名前がここで出てくるんですか？」

「もしかしてお前達たち、あの女の知り合いなの……？」

「知り合いも何も――」

　言葉に詰まる。この状況でミーヤの名前が出てきたということは、俺が関係しているのかと思ったが、どうやらソフィー陣営は俺とミーヤの接点を知らなかったようだ。

「ノートくんの幼おさな馴な染じみですよ。昔は一緒に冒険者活動をしていたそうです」

「そう。やっぱりノートが関係しているの……？」

　そんな恨んだ視線で見つめられても……。

　ミーヤが何をしたのかわからないけど、その件と俺は無関係だ。

　この街に戻ってきてから、俺とミーヤは顔を合わせていない。

「違いますから。確かにミーヤとは知り合いでしたけど、今は全然接点とかないですから。俺のせいじゃないですよ。で、ミーヤは何をしたんですか？」

　誤解を解きながら尋ねる。

　ソフィーの一件がなくても、ミーヤの動向は知っておきたかった。

　いくらダンジョン制覇が終わるまで会わないと約束したとしても、彼女とは生まれてきた時からの仲なのだ。

　気にならないといえば、噓うそになる。

「レイファ殿下の作るパーティーに入れてくれっていきなり訪ねてきて。レイファ殿下は怒って、わたしに勝つことを条件にパーティーに入れることを吞のんだの。それでわたしが負けて……代わりに追い出された……」

「それはまた……」

　もしかして、俺もちょっとは関係しているのか？

　ミーヤにダンジョン攻略を焚たきつけたのは俺だ。ミーヤがレイファの下に向かったのも、間接的にだが俺に原因があることになる。

「ミーヤさんってノートくんの影響でダンジョン攻略をすることにしたんですよね？　ノートくんにも責任がないこともないんじゃないですか？」

　余計なこと言わないでくれませんか、ロズリアさん。

　自分でも、ひょっとするとって思っているんですから。

　ほら、ソフィーの視線も険しくなってきているから。

「また、その女の名前……」

　ついでにエリンの視線まで険しくなってきているし。

　違うよ。今は本当に関係ないんだから。

「でも、また厄介なタイミングで現れますね。毎度毎度、間が悪いっていうか」

　ロズリアの言い分も気持ちはわかる。

　俺とロズリアが冒険者活動を再開しようと思った瞬間に現れて。王都を出て心機一転、『到達する者アライバーズ』を復活させようってところで、また再会して。

　やっとレイファとのいざこざも解決したってところで、またかき回し始めて。

　ミーヤに悪気はないんだろうけど、つくづく間が悪いとしか言いようがない。

　本当に波長が合わないんだろうな、俺達って。

　それにしても、レイファの作るパーティーにミーヤが入るのか……。

　どうなんだろう。心配っちゃ心配だ。レイファの人格はあんな感じだし。

「それでどうするんですか？　王女様のところには戻れないって」

「それは……」

　言葉に詰まるソフィー。

　顔を俯うつむかせて、机の上に置かれた拳はぎゅっと握りしめられていた。

「昨夜はどうしたの？　ミーヤって人と戦って追い出されたのって昨日のことでしょ？」

　エリンは気になったのか、質問をする。

「わかんない……。ふらふら歩いてて、気がついたら朝になってた」

「朝になってたって。昨日は一晩中雨が降ってたじゃない。もしかして、ずっと外に？」

「うん……」

　ソフィーは静かに頷いた。

「そんなことしてたら熱が出るのも当たり前じゃない。ほんと、何考えてるの？」

「ごめんなさい……」

「エリンさん、ほどほどに。ソフィーさんだって普通の精神状態じゃなかったんですから」

　かつてソフィーから、レイファに感じている恩義について話してもらったことがあった。

　貴族として没落した彼女に手を差し伸べたのが、あの腹黒王女だったと。

　それからソフィーは、レイファに忠誠を誓った。

　だけど、その忠誠は用済みとされ、見捨てられてしまった。

　そのショックは計り知れないものだ。ソフィーほど、忠誠心が高い人間なら尚なお更さらのことだ。

「それでどうして俺を狙って来ようとしたんですか？」

「ノートを倒せば、殿下に見直してもらえると思って」

「あのぉ……」

　一言言おうとする前に、「ごめんなさい」とソフィーが謝る。

　俺が責めようとしたのはそういうことじゃない。彼女の考えの無さについてだ。

　もしソフィーが俺を殺すことに成功したら、即座に首切りはレイファの暗殺に動くはずだ。

　たとえ、ソフィーの独断で動いたとしても、第三者である首切りからはレイファがけしかけたようにしか見えない。

　よって、この状況で俺を狙うのは逆効果。却かえってレイファの反感を買うこととなる。

　まともな精神状態じゃなかったソフィーには、冷静に考えている余裕なんてなかったんだろうけど。

「これから泊まる予定の場所とか、お金とかあるんですか？」

　ソフィーはゆっくり首を振った。

「わからない……。荷物とかお金持ってきた記憶がないから……」

　割と詰んでいる状況だ。お金や私物はないときた。この街に来たばっかりなので、頼れる人間もいないだろう。

　それに意識は戻ったとはいえ、依然熱はある状態だ。そんな中、一人で帰すわけにはいかない。

「なら、体調が戻るまではここで休んでも……。その状態で外に出るのは危ないですし……」

「気遣わなくていいから」

　ソフィーは首を振る。

「別に生きる意味もなくなったし、どうなったっていいから」

「そんなこと言われたって……」

「そもそもわたしは、あなたの敵。そんな相手に手を差し伸べる必要なんてない」

　そうかもしれない。でも、危なっかしい状態のソフィーをこのまま見捨てるわけにもいかない。

「でも、夜も遅いですし。今日だけはこの家で休んでいってくださいよ」

「そういうわけには――」

「せっかく助けたのに、すぐに死なれちゃ助け損じゃないですか。それに服だってまだ乾いてないですし」

　ソフィーは自分の服が借り物だということに気がついたようだ。

　襟元を見つめると、ゆっくり呟つぶやいた。

「わかった――ううん、わかりました。服が乾くまでは泊めてください。明日には出て行きますから」

　そう言って、ソフィーはしおらしく身を縮めた。
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　そして、翌日。起床して、リビングに下りると、ソフィーが乾いた自分の服を探しているところであった。

　そうまでして急がなくても、と思う。

　体調だって万全じゃないはずだ。あの後、エリンが用意したお粥かゆを口にしたソフィーは、またすぐに眠ってしまった。

　意識を取り戻したとはいえ、熱はあり、体力の消耗も激しいようで、またうなされながら深い眠りについていた。

「もう行くんですか？」

「うん……」

「もう少し休んでからでも――」

　俺がそう口にしている瞬間にも、ソフィーはふらついていた。

　顔もまだ赤らんでいるし、熱はあるようだ。

「大丈夫ですか？」

「これ以上、迷惑はかけられないから」

「別にこれくらい迷惑のうちに入らないですよ。いきなりやって来て命を狙われたことに比べたら」

「それはごめんなさい……」

　ちょっとした冗談のつもりだったのだが平謝りされる。言った自分にも責任はあるような気もするが、少しやりにくい。

「これからどこに行くつもりですか？　王都から来たんですよね？」

「うん」

「だったら、戻るんですかね？　旅費がないようなら貸しましょうか？　お金ないんですよね？」

「そこまでしなくていい……。もう充分助かったから……」

「でも、どうするんですか？　お金」

「多分、まだホテルにあるはずだから……」

　ソフィーはもう一度レイファの下に戻るつもりなんだろうか。

　正直、今の状態のソフィーとレイファを面会させるのには抵抗を覚える。

　ソフィーをいらないものとして、切り捨てたレイファ。

　そんな彼女が今の弱っているソフィーを見て、同情を覚えるとは思わない。

　無情に突き放すのが関の山だ。

「わかりました。じゃあ、俺も同行しますよ」

「どうして……」

「今の状態のソフィーさんを一人で行かせるのは不安だし」

「大丈夫だから」

「それにミーヤと話をしたいってのもありますから」

　ミーヤとはダンジョン制覇をするまで顔を合わせないと誓った、いわばライバル的存在だ。

　だけど、同時に彼女は幼馴染だ。あの危ない王女様の下で活動するのは引き止めたい気持ちはあった。

「どうせですし、一緒に行きましょうよ。レイファ様のところに一人で行くのも、気まずいんですよね。俺も連れていってくれると助かります」

　俺としては、ミーヤよりソフィーをほっとけないという気持ちの方が強かったが、それを前面に押し出せば、ソフィーは同行を拒否するはずだ。

　だから、建前としてミーヤの件を持ち出す。

「……わかった」

　彼女もこちらの建前を受け入れてくれたようだ。

「ありがとう」

　とソフィーは付け加える。

　どうやら俺の簡単な建前など、彼女には見破られているようだ。

　まあ、いい。俺が見ていれば、ソフィーはそこまで危険な行動を起こさないだろう。

　それこそ、豪雨の中外で一晩過ごすといったような。

「それじゃあ、ひとまずは朝ご飯食べてから行きません？」

「でも、それは悪いから……」

「俺としてもお腹なかペコペコのまま行きたくないですし、こんな朝早くに押しかけてもレイファ様に門前払いされちゃいますよ」

　ソフィーは窓の外に目を向ける。

　街には薄霧がかかっていて、やっと日が出てきたといった頃合いである。

「うん……」

　やっと自分が非常識な時間帯に出向こうとしていることに気がついたようだ。

　やっぱりまだ本調子とは程遠いらしい。まだ正常な思考回路が戻っていないようだ。

　これはレイファの下に一人で行かせなくて正解だったな、と思ったのであった。
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　どうやらこの部屋の中にレイファとミーヤはいるようだ。

　時刻は昼前。朝ご飯を食べた俺とソフィーはしばらくした後、レイファの過ごすホテルへと向かった。

　道中は万全の状態でないソフィーの足並みに合わせていたため、20分ほどで行ける道のりは１時間くらいかかった。

　彼女の額は汗でびっしょりだ。一声かけることにした。

「大丈夫ですか？　少し休みますか？」

「いい。大丈夫」

　ソフィーは首を横に振る。あまり大丈夫な様子ではなかったが、ここで押し問答していても彼女の体力が減るだけだ。

　早いところ用事を済ませて、休ませてあげた方がいいかもしれない。

「わかりました。じゃあ、いきますよ」

　備え付けられていたチャイムを鳴らす。

　しばらくすると、ドアの向こう側に人の気配が現れた。

「はーい、どなたですかー？」

　聴き馴な染じんだ声。遠い昔、そして数カ月前にも聴いていた声。

　ドアが開かれる。中から現れたのは、金髪のハーフエルフであった。

「げっ、ノート!?」

　げっ、ってなんだ。げっ、ておい。

　久しぶりに幼おさな馴な染じみとあった時のリアクションじゃないだろ。

　文句を言いたい気持ちをグッとこらえる。

　今は口論をしている場合ではない。できる限りトラブルは避けるべきだ。

「久しぶりミーヤ」

　笑顔になるよう努めて挨拶をする。

　すると、ミーヤは。

「あれ？　ダンジョン制覇するまで会わないんじゃなかったの？　もしかして、わたしの顔見たくなっちゃった？　我慢できなかった？」

　うざい。うざすぎる。

　なんでこんなハイテンションなんだ。ニヤけているんだ。

　くねくねしているミーヤから目を離して、ソフィーの方を向く。

「なんかムカつくから、一旦ぶっ飛ばしていい？」

「なんで!?　酷ひどい!?」

　涙目で抗議してくるミーヤ。

　違う、そうじゃない。俺はミーヤと喧けん嘩かをしに来たわけじゃなかった。

「それよりミーヤ。レイファの作るパーティーに入るって本当!?」

　本題に入る。ミーヤは笑顔のまま頷うなずいた。

「うん！」

「えっ……マジ……？」

「何？　なんか問題あるの？」

　正直、問題しかない。

　無邪気に首を傾かしげるミーヤ。その表情には裏は感じられない。とぼけているわけではなさそうだ。

「あっ、わかった！　わたしが王女様の作るパーティー入ったのが羨ましいんでしょ！　だから、文句を言いに来たんでしょ」

「……」

　あまりにも的外れな意見に開いた口が塞がらなかった。

　隣にいるソフィーも同様に呆あきれている。

「そうじゃなくて、あの暴虐王女だよ。絶対やめた方がいいって」

　ミーヤの肩をゆすって忠告する。ソフィーの咎とがめる視線を感じていたが、そんなのは気にしない。

「悪いこと言わないから、ねえ」

「ちょっと、それは酷いのじゃないかしら」

　部屋の奥から声がした。万人を見下すような高圧的な声。

　姿を見せたのは、件くだんの暴虐王女レイファ・サザンドールであった。

「私と貴方あなたはお互いに手を出さない、そういう約束じゃなかった？　それなのに私のパーティーメンバーに向かって、好き勝手吹き込んで。反則ではないかしら？」

「でも――」

「でもも何もないでしょ。何か間違ったこと言っているかしら？」

　確かに道理はレイファの方が正しい。

　首切りの暗殺を交渉材料に俺とレイファは相互不干渉の契約を結んだ。

　いくら幼馴染がレイファのパーティーに入ったからといって、加入をやめさせるのは契約に反している。

「あれ？　レイファ様とノートって知り合いなの？」

　無邪気に尋ねるミーヤ。どうやらミーヤは俺達たちの因縁を知らなかったらしい。

　それはレイファも同じだったようで。

「貴方達こそ、知り合いだったの？」

「うん、昨日言ってたぶっ倒したい幼馴染ってのがノートなの」

　人のこと、陰でどんな悪口言ってるの……？

　知りたいようで、聞きたくない。

「あら、奇遇ね。私も殺したいほど憎んでいる相手が、そこのノート・アスロンだったのよ」

「ほんと!?　じゃあ、仲間じゃん！」

　ハイタッチをせがむミーヤ。

　戸惑うレイファは咳せき払ばらいをして答えた。

「そういうわけだから。ミーヤ・ラインは私のものよ」

「ねえ、ハイタッチ！」

「えっ、するの？」

「しようよ！」

「あっ、うん……」

　勢いに押されてちょこんとハイタッチをするレイファ。

　完全にミーヤのペースに持っていかれている。

「何、じろじろ見ているのよ」
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「いや、顔が赤いなって」

「うるさい！　黙りなさい！」

　少しからかいすぎたみたいだ。ここで機嫌を損ねるのは得策じゃない。反省しなければ。

　それにしても、ミーヤはあの暴虐王女相手でも物もの怖おじしないんだな。

　二人が一緒にいる光景が想像つかなかったが、案外いいパートナーなのかもしれない。

　残酷で冷淡なレイファとマイペースで物怖じしないミーヤ。

　正反対な性格が、逆にバランスが取れているっていうか……。

　って、今日はそんなことを話しに来たんじゃない。ソフィーのことを忘れていた。

「それでソフィーさんのことなんですけど――」

　俺がソフィーに目を向けると、レイファの顔に冷たさが宿る。

「こんなところにいたの？　気がつかなかった。あれ？　私の前に姿を見せないでって言わなかったっけ？　聞こえてなかったの？」

「……っ」

　ソフィーの肩がビクンと跳ねる。

　忠誠を誓っていた人物からの残酷な物言い。ショックを受けない方がおかしい。

「あの……そんな言い方はないんじゃないんですか？　ソフィーさんだって頑張って――」

「部外者は黙っていなさい！」

　レイファはぴしゃんと言い放つ。

　そう言われると反論はできない。ミーヤもどうしたものかとおろおろとした様子を見せていた。

「あのね、私が結果を出せない人間が嫌いなのは知っているわよね？」

「……はい」

「それでもって貴方は結果を出せなかった」

「……はい」

「なら、どうなるかわかっているでしょ？」

「…………はい」

「私は見捨てた人間を処分するってことは知っているわよね？　後々敵になられても困るから。だけど、貴方は特別無罪放免で許してあげることにした。それ以外、何か望むつもり？」

「……いえ」

　何も言い返すことができないソフィー。

「……すみません。わかりました」

　レイファの圧に押され、引き下がってしまう。

　ここで口を挟まなきゃ、ソフィーは路頭に迷ってしまう。

　俺は意を決して口を挟むことにした。

「いいんですか？　ソフィーさん。ここで引き下がって」

　ソフィーは無言で首を振った。

「レイファ殿下、お願いです！　もう一度だけチャンスをください！」

「うるさいわね」

「殿下っ！」

「触らないで！」

　ソフィーの手をレイファが弾はじく。弾かれた手は宙をさまよっていた。

「レイファ殿下……」

「うるさい！　用済みって言ったでしょ？　さっさと出て行きなさい」

「頼みます！　どんなことでもやりますから！」

「私は貴方に最初から言っているでしょ。私の前から消えなさいって。どんなことでもやるなら、さっさと消えなさいよ」

「……っ」

　ソフィーの顔色はすでに真っ青であった。これ以上は見ていられない。

「ちょっとそれは酷すぎません？　もうちょっと話を聞いてあげても――」

「だから部外者の貴方は黙っていなさいって言ったでしょ？　聞こえなかったの？」

　二人の視線がぶつかる。

　何か言ってやろう。俺が口を開こうとすると、それを止めたのはソフィーだった。

「もういい……」

「えっ!?」

「もういいから……」

　そう言うと、レイファに向かって頭を下げた。

「迷惑かけてすみませんでした」

「ソフィーさん……」

「もう出て行きますから……荷物だけ取っていいですか？」

「勝手にしなさい」

　レイファは興味を失ったかのように背を向けると、部屋の奥へと消えていった。

　ソフィーの拳が震えているのがわかる。必死に涙をこらえようと、顔を歪ゆがませていた。

　俺は無力だ。何かが変わるかと期待してソフィーをここに連れてきたものの、結局彼女を傷つけるだけになってしまった。

　こんなことだったら、無理やりにでも家で休ませた方がよかった。レイファに会わせない方がよかった。

　ソフィーの悲嘆にくれた姿を見ていると、どうしてもそんな風に考えてしまうのだった。
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　あの後、ソフィーの荷物を回収した俺達はレイファの下を後にすることとなった。

　今はその帰り道。ソフィーの体調は万全じゃないので、荷物は俺が持っていた。

「重いでしょ、荷物？　わたしが持つよ」

「さすがに病人には持たせられないですよ」

「いい。もう大丈夫だから」

　そう言っているが、見たところ全然大丈夫そうじゃない。

　家を出た時よりも体調は悪そうだ。無理をさせてしまったかもしれない。

　前髪は汗で濡ぬれて張り付いているし、焦点が定まってない時がちらほら見受けられた。

「もういいから。これ以上わたしに構わないでいい」

「そんなこと言われても――」

「わたしを気遣う必要なんて、ノートにはどこにもない」

　そうかもしれない。だけど、ここで義理はないからって見捨てるほど薄情でもない。

「そうかもしれないですけど、今のソフィーさんを見てたら心配で放っておくことなんてできませんよ。これからどうするんですか？　このまま放っておいたら、それこそ死んじゃいそうじゃないですか」

「死ぬ……それも悪くないかも……」

「どうしてそんなこと言うんですか。何かないんですか？　生きる希望とか、楽しみとか」

「ない、そんなもの……」

　ソフィーは言う。

「わたしにとっては、レイファ殿下がすべてだった。すべてを失ったわたしに殿下は手を差し伸べてくれた！　その恩を返す、それがわたしの生きるただ一つの目的だった！」

　歪んだ生き方だ。そう思った。

「でも、その目的もなくなった！　もう生きている意味なんてないっ！」

　その歪められた生き方に辛うじて繫つなぎ止められていた人生を彼女は手放そうとしている。

　傍はたから見れば、他人に生きる意味を求めるのは間違っている。間違った依存体系だ。

　でも、そうまでしないと生きられない理由が彼女にはあったのだろう。

　かつて、ソフィーは家族を全員失ったと言っていた。貴族という立場や、世間の信用も失ったと。

　俺は当事者じゃない。だから、その苦しみはわからない。彼女が味わった絶望を知ることができない。

　でも、俺にも何かできることがないか。そう思った。

　彼女の絶望に寄り添うことができなくても。仮初めでもいい。彼女に生きる意味を与えられたら。

　そう思ったからだろうか。無意識のうちにこんなことを口にしていた。

「だったら、一緒にダンジョンに潜りませんか？」

「えっ？」

「いや、なんて説明すればいいんですかね。俺も実は昔、生きてる意味なんてないなって思ってた時期があったんですよ。好きだった女の子に振られただけなんですけどね。そんなんで人生に絶望するなって話なんですけどね。その時は、彼女が人生のすべてだったんです」

　自分でも何を言っているんだと思う。

「でも、『到達する者アライバーズ』に迎え入れてもらって、ダンジョン探索をするようになって人生が変わったんです。なんか全部吹っ切れて、生きる意味を見つけられたっていうか。変な話って思うかもしれないですけど、ダンジョンにはそういう魔力があると思うんです」

　それでも、口は止まらなかった。

「だから、試しにダンジョンに潜ってみないですか？　一緒にダンジョン攻略をしてみないですか？　平穏な生活からは程遠いかもしれないですけど。幸せになれる保証なんてないですけど。命の危険だってありますけど。嫌なことを忘れられるくらい目まぐるしい日々が待っていますよ」

「何を言っているの……？」

　ソフィーが不審がるのも無理はない。俺だって場違いなことを言っている自覚はある。

「自分でも意味わかんないなって思いますよ。でも、本当なんですよ。ダンジョン攻略って楽しいんですよ」

「もしかして、馬鹿なの？」

　そうかもしれない。こんな状況でどうして勧誘なんてしているんだろう。

　どうやら俺はダンジョン探索のことになると周りが見えなくなってしまうらしい。エリンにもダンジョン馬鹿って言われたことあるしな。

「ちょうどうちのパーティー一人足りてないんですよ。よかったら入りませんか？　生きる意味がないんだったら、それを見つけるまでの繫ぎでいいですから。きっと死ぬより有意義な体験ができると思うんです」

　もうやけくそだった。なりふり構わず言葉を羅列していく。

　ふと、ある人物の存在を思い出す。

　それは『迷宮騎士団』の一軍に同行させてもらった時に出会った人物。

　ダンジョン攻略で味方を失って、それ以来ダンジョンに死に場所を求めているという戦士ブラウであった。

　きっと彼のパーティーメンバーは彼がダンジョンで死ぬことなど１ミリも望んでいないはずだ。

　それでも彼と一緒にダンジョンに潜るのは、彼が仲間との時間を過ごしていくうちに少しでも心変わりをしてくれればいいと、そう願っているからではないだろうか。

　そんな風な願いを俺がソフィーに持つことは間違っているだろうか。

　恐る恐るソフィーの方へ目を向ける。彼女は少しだけ、ほんの少しだけだが笑っていた。

「あなたってよく変わってるって言われない？」

「最近はよく言われますけど……」

　昔はそんなことなかったんだけどなぁ。『到達する者アライバーズ』に入ってから変わってしまったのかもしれない。

「わたしはあなたに敵対してた。あなたの仲間を捕らえ、あなた自身も剣で傷つけた。それでもわたしを勧誘しようっていうの？」

「まあいいんじゃないですか？　俺は全然気にしてませんよ」

「わたしはあのエルフに負けた。そんなに強くない。役に立たないかもしれない」

「そんなことありませんよ。充分強いですよ。ミーヤがそもそも規格外なだけです。気にしなくて充分ですよ」

　ソフィーとの最初の立合いで、既に彼女の強さは充分にわかっているつもりだった。

　長年レイファの付き人をやっていただけはあって、その実力は本物だ。

　そもそも、ミーヤと正面から戦って勝てる人間なんて、この国には一握りしかいない。そこまで落ち込む必要もない。

「だから、入りませんか『到達する者アライバーズ』に」

「……」

　ソフィーは黙りこくった。視線は地面に固定されている。

「お願いします。俺達たちを助けると思って」

　その言葉が決め手になったのだろう。ソフィーは口を開いた。

「あなたには助けてもらった恩がある。その恩だけは返さないといけないと思ってた」

「いや、恩だなんて――」

「わたしにとっては大事なことなの。恩を返すことは。わたしはあの恩知らず達とは違う……」

　ソフィーが一体何のことを指して言っているのかはわからない。

　わからないけど、その瞳には確かな情念が宿っていた。

「あなた達が困っていて、わたしにできることがあるなら手伝いたい。楽しさとか生きる希望とか、そういうのはわからないままだと思うけど。恩を返せるなら、ダンジョンにだって潜るから」

「初めはそれでいいですよ。直じきにわかってくるものですから」

　確証なんてない。そうなればいいってだけのただの希望的観測だ。

　でも、そんな希望的観測が叶かなえばいいと、口にせずにはいられなかった。

「じゃあ、約束ですよ。もう死ぬだなんて言わないでください」

「……わかった。約束する」

　ソフィーはゆっくり頷うなずいた。

　なんか自分でも不思議に思う。最初は敵対していたのに。

　レイファ同様、ソフィーまでも快く思っていなかったのに。

　紆う余よ曲きよく折せつがあって、ソフィーをパーティーに入れる流れになってしまった。

　まあ、でも案外悪くないんじゃないだろうか。奇妙な縁で繫がった、新しいパーティーメンバーというのも。

　話してみて、そんなに悪くない子だっていうのは痛いほどわかった。

　彼女はただ、レイファへ忠誠を誓っていただけだ。良くも悪くも純粋なのだ。

　純粋すぎて危なっかしいところもあるけど、そんなの他の『到達する者アライバーズ』のメンバーに比べたら普通すぎるくらいだ。

　エリンとかロズリアが暴走した方がトラブル起こるからな。

「これから楽しみですね。『到達する者アライバーズ』がどんなパーティーになっていくのか」

　新しいメンバーが加わり、『到達する者アライバーズ』は変化を求められるだろう。

　それは悪い方向に行くのか、良い方向に行くのか。神のみぞ知るところだ。

　でも、ソフィーとなら上う手まくやっていけるんじゃないだろうか。不思議とそんな自信があった。

　ソフィーは口を開く。

「でも、いいの？」

「何がですか？」

「勝手に決めて。わたしをパーティーに入れるって、普通パーティーメンバーの了承を得ないといけないから」

「……」

「どうして黙っているの？」

「いや、おっしゃる通りだなと思って」

　完全に大事なこと忘れていた。そういう決め事って独断で進めるべきじゃないですよね。

　普通、パーティーメンバーに相談してから言いますよね。また怒られるやつだ、これ。

「駄目そうなら、別に無理しないでも……。私がいなくなればいいだけだから……」

「まあ、なんとか説得してみせますよ。自慢じゃないですけど、パーティーメンバーを振り回すのは慣れてますから。我わが儘ままの一つくらい押し通してみせますよ」

　レイファとのいざこざも含めると、一つじゃ済まない気はしたが、ここで後悔しても仕方ない。

　ソフィーを心配させまいと、自信満々に言い切ることにした。

「何、それ。おかしいの」

　ソフィーはくすりと微笑ほほえんだ。俺もつられて笑ってしまう。

　人生上手くいかないことばかりだ。俺もソフィーも、誰だって。

　だけど、それでも俺達は生きなければいけない。前に向かって歩かなければいけない。

　だって、途中で諦めたら、上手くいかないままの人生で終わってしまうから。

　一度は失敗したダンジョン攻略も次こそは成功させてみせる。誰一人欠けることなく。新しい『到達する者アライバーズ』で。

　こうして『到達する者アライバーズ』は新しいメンバーを引き入れて、ダンジョン攻略に挑むのであった。
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あとがき




　皆さんお久しぶりです。鴨かも野のうどんです。

　またしても五カ月ぶりくらいですかね？　どうでしたか、今回の巻は？

　実は今回の巻は続く７巻と合わせて一章構成となっております。要するに前半戦ってことですね。

　どうりで大してダンジョンにも潜らないまま、ソフィーが仲間に加わったということが決まった時点で終わったわけですね。

　少しばかり中途半端感がある終わり方は計画的だったということです。

　……はい。本当はこの巻で続く７巻までの内容を全部終わらせるつもりだったんですよ……。

　でも、書いているうちに思ったより分量がかさんでしまい、もう後半の展開は次の巻に持ち越そうかなって、未来の自分にぶん投げることにしたわけです。

　言い方が悪いですね。後半の展開は次の巻で丁寧に書いた方がいいと判断したわけです。

　さっきのは冗談だからね。決してぶん投げたわけじゃないからね。安心してね。

　ということで、次巻はソフィーが加わった『到達する者アライバーズ』のダンジョン探索をお楽しみください。




　最後に謝辞を。

　雫しず綺きさん、いつも素敵なイラストをありがとうございます。イラストが届く度に感動させてもらっています。エリンの口絵良かったです！

　担当の曽山さん、色々と相談に乗ってくださりありがとうございます。今巻はページ数の調整ちゃんとしてきましたよ！　結局、前後編になってしまったので、プラスマイナスゼロな気もしますけど！

　そして、読者の皆さん。６巻という長い間も付き合ってくださりありがとうございます。

　前の巻ではちゃんとダンジョンに潜ると約束していましたが、約束は得てして破られるものです。あまり信じちゃいけませんよ。

　次の巻は多分ダンジョン探索のパートになると思いますが、もしかしたら唐突な学園パートやトーナメントが行われる可能性もなくはないですし、ここでの言葉は話半分で聞いておいた方がいいと思います。（もちろん、そんなことはないから安心して！）

　それではまた次の巻でお会いできることを願っています。


鴨野うどん









[image: ]




cover.jpeg





images/00028.jpeg
Lkl

<






images/00027.jpeg





images/00029.jpeg
©overuae

HRFW BEHE) EFICLEDEG
BRN—F—Ed o TaviHE 6

HWEIABE TFEEE 0

v nwsEA
soar mesE
" KERE

o RRERA ==y

ek bt
B, WoRtr






images/00020.jpeg
FBEHLHILBIVIRD






images/00022.jpeg





images/00021.jpeg





images/00024.jpeg





images/00023.jpeg





images/00026.jpeg





images/00025.jpeg





images/00017.jpeg





images/00016.jpeg





images/00019.jpeg





images/00018.jpeg





images/00011.jpeg
Hiem






images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg





images/00002.jpeg





images/00001.jpeg





images/00004.jpeg
EEXHD [HEY] LM

WEZ ~ IR Y —UR_NNMALRED ©





images/00003.jpeg





images/00006.jpeg





images/00005.jpeg





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





